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同

1.本書は、仙台市高速鉄道建設に伴う遺跡調査報告書の 5冊目であり、下ノ内浦遺跡、山口

遺跡の発掘調査成果についてまとめたものである。

2.遺跡の調査と本書の作成に関わつた職員は次のとおりである。

篠原信彦 成瀬茂 吉岡恭平 主浜光朗 斎野裕彦 千葉仁 高橋勝也 工藤信一郎

神成浩志 川名秀一 渡部紀 佐藤淳

出土遺物の整理、笑測作業は篠原・吉岡が中心になって行い、工藤・神成・川名・渡部・

佐藤が補佐した。原稿執筆はⅢ-3(1)① を佐藤・渡部、Ⅳを佐藤、その他 (Ⅲ-3(3)

2)⑥を除く)を吉岡が行った。編集は主に吉岡が行い、篠原・工藤・渡部・佐藤が補佐し

た。

3.「Ⅲ-3(3)2)⑥ 下ノ内浦遺跡18～22層出上の石器遺物」については会田容弘氏 (1986

年当時東北大学考古学研究室)に分析、原稿執筆を依頼した。

4.弥生土器の遺物整理、分析に関しては特に小村田達也氏 (1985。 86年当時東北大学考古学

研究室)の ご協力を頂いた。

5。 報告書作成にあたり下記の方々にご指導をいただいた (順不同、敬称略)。

須藤隆 阿子島香 本間宏 田中耕作 加藤三千雄 小熊博史 佐藤嘉宏 T17E信彦

中村良幸 安孫子昭二 佐藤信行 佐川正敏

6.石器の石材は蟹沢聡史氏 (東北大学)に鑑定していただいた。

7.縄文土器の展開写真は小川忠博氏撮影のものである。

8.野外調査および整理作業参加者は「高速鉄道報告書 I」 に記載している。

9.本遺跡の調査成果については、すでに概報として内容の一部が紹介されているが、本ifit)

記載内容が優先するものである。

10。 調査の諸記録・実測図・写真 。出土遺物等の全資料は仙台市教育委員会が一括保管してい

る。

例

1.図中の方位は真北を示す。磁北は 7° 20/西偏する。南北グリッド軸は真北に対し東に 0° 45′

35〃偏している。

2.遺跡地名表に用いた地形図は、国土地理院発行1/25000「仙台西北部」「仙台東北部」「仙台

南西部」「仙台南東部」である。



3.土層の色調の記載には、『新版標準土色帖』 (小山・竹原 1967)を用いた。

4.遺構内層位の略号としてを1・ 22を使用する場合がある。

5,遺構の略号は以下のとおりである。

竪穴住居跡・竪穴遺構 SI  建物跡 SB  土墳・土坑 SK  濤跡 SD

河川跡 SR  ピット P  性格不明遺構 SX

6.遺物登録にあたっては以下の記号を用いた。

縄文土器 A  弥生土器 B  土師器 (非ロクロ)C

土師器 (ロ クロ)。 赤焼土器 D  須恵器 E  土製品 P  鋼片石器 Ka

礫石器・磨製石斧・石製品 KC

7.図の縮尺は原則として、遺構を1/40、 1/60、 土器を1/2、 1/3、 土製品1/2、 礫石器・石製品

1/3、 剣片石器2/3と した。

8.概報で使用した遺構名を本書で変更したものは以下のとおりである。

概報III S11→ S113  S12→ S115  S13→ S116  S14→ S114

S K27→ SK4  SD2→ S D23  SD3→ S D24  SD4→ S D25

SD5→ S D26

概報IV SK2→ SK6  SK4→ S K10  SK5→ S K14

9.石器の計測は、中軸線の想定できるものはその方向での最大長を「長さ」、それに直交する

最大長を「幅」、最も厚い部分を「厚さ」とした。それ以外は最大長、それに直交する最大幅、

最大厚を計測した。

10。 本文中使用の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の 降下年代は、現在10世紀前半頃と考

えられている (白鳥 :1980)。

11.礫石器の使用痕の表示は以下のとおりである。
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調査に至る経過

1 調査に至る経過

仙台市は古くから東北地方の中枢都市としての役割を担ってきており、平成元年 4月 には政

令指定都市に移行し、現在も発展を続けている。それに伴う都市整備の一環として、昭和63年

7月 より、高速鉄道南北線が運行を開始しており、渋滞のない交通手段として、市民生活に欠

くことのできないものとなっている。

高速鉄道南北線は、仙台駅を中心に長く、北は泉中央駅から南は富沢駅に至るルートである。

建設工事はその地形によって、山岳 トンネルエ法・シードエ法
。開削工法・高架方式の 4つの

手法が用いられている。

仙台市教育委員会は、高速鉄道建設の先立ち、路線内及びその周辺の分布調査を行った (仙

市教 :1980)。 その結果、北部の台ノ原。瓦山地区で五本松窯跡等・堤町窯跡等、南部の富沢・

大野田地区で泉崎浦遺跡 。山口遺跡 。六反田遺跡
。伊古田遺跡等が位置していることが判明し

た。特に南部地域は多くの遺跡が分布しており、なおかつ沖積地の特徴として重層的に文化層

が存在するため、周知の遺跡以外にも新たに遺跡が発見される可能性が大きい地域である。そ

のため仙台市教育委員会は、開削工法で建設される長町南駅 (旧名称、鍋田駅)以南について

は遺跡の発掘調査を行うこととし、仙台市建設局高速鉄道建設本部との協議に入った。そして、

昭和56年 4月 の下ノ内遺跡の調査より本格的な発掘調査を開始し、以後昭和61年の六反田遺跡

の調査をもって、野外調査を終了した (第 1表 。第 2図 )。

一ヽ
／
ん

第 1図  遺跡の位置



第 2図  全体の調査区配置図



2 下ノ内浦遺跡・山口遺跡の調査に至る経過

南に向かう電車が終着駅・富沢駅に向い上昇を始め地上に現れ、やがて高架になる路線箇所

が山口遺跡と下ノ内浦遺跡の範囲内にあたるため、発掘調査を行うこととした。この箇所は二

つの工区 (泉崎東工区・泉崎駅工区)にわたり、工事工程との調整を建設本部と協議し、まず

泉崎工区の山口遺跡部分を昭和56年 8月 から12月 にかけて調査した。昭和58年 4月 から12月 に

かけては下ノ内浦遺跡の泉崎東工区部分を中心 (I区)に調査し,翌年 4月 から11月 にかけて

は下ノ内浦遺跡の泉崎駅 (現富沢駅)工区部分を調査した。なお調査時の保安施設、残土搬出、

ベルコン設置等は工事請負業者の施工である。

3 調査要項

遺跡名・所在地

下ノ内浦遺跡 (宮城県登録番号01368、 仙台市登録番号C-300)

仙台市太白区長町南 4丁目他

山口遺跡 (宮城県登録番号01178、 仙台市登録番号 C-233)

仙台市太白区富沢 1丁目他

調査目的 高速鉄道南北線建設に伴う事前調査

調査面積 下ノ内浦遺跡約2000m2 山口遺跡約1000m2

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係 (昭和61年より文化財課調査係)

主事 篠原信彦 吉岡恭平 斎野裕彦 主浜光朗

教諭 成瀬 茂 千葉 仁

派遣職員 高橋勝也

調査期間 昭和56年 8月 25日～12月 25日

昭和58年 4月 13日～12月 23日

昭和59年 4月 11日～11月 19日

調査協力 仙台市交通局高速鉄道建設本部 三菱建設・徳倉建設共同企業体 仙建工業・奥田

建設共同企業体

調査参加者、整理参加者については「高速鉄道 I」 (1989)とこ記載している。



第 1表 調査一覧表
遺跡名 。所在地 時代・種類 調 査 期 間 調査面積 担 当 職 員 工  区 報 告 書

富沢遺跡

太 白区泉

崎 1丁 目・
長町南 3

丁目他

泉崎地区

旧石器・縄文～近

世

散布地・ 水田跡

第 1次 S57. 9。 1～ 12.11 約800∬ 吉岡恭平 泉崎東工区

仙台市文化財調査報

告第 126集

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書 I

富沢遺跡 (1989)

中谷地地区

第 1次 S57. 8.25～ 12.23
第 2次 S58. 4.13～ 12.27
S59. 1. 6-1. 9

約 1850na2

約500謂

主浜光明、高橋勝也、

斎野裕彦、荒井格、

浸辺誠
中谷地工区

鳥居原地区

第 1次 S57 10. 5～ 12.25
S58. 2. 3^´ 2. 12

第 2次 S58. 4.13～ 12.27
S59.  3.  5^ヤ 3. 23

第 3次 S59。  4.11～ 6.28
第 4次 S60. 4.10～ 8. 9

約1300∬

約1900鷲

約7501112

約710∬

斎野、荒井

斎野、荒井、渡辺誠、

篠原信彦、渡辺忠彦

篠原、斎野

篠原、吉岡、高橋泰

鍋田工区

泉崎浦遺跡
太白区泉崎 1丁目

縄文・古墳・平安・

近世

集落跡・ 水田跡

S57. 9. 1-12. 25
S58. 9. 5～ 2. 6

約 1200営
田中則和、吉岡 泉崎東工区

下ノ内浦・山口遺跡
太白区富沢 1丁目他

縄文～平安

集落跡・ 水田跡

25-12. 28
13-12. 23
11-11. 19

次

次

次

第

第

第
約3000m2

吉岡、成瀬茂、主浜、
篠原、千葉仁、斎野、
高橋 (勝 )

泉崎東工区

泉崎工区
本書

六反田遺跡

太白区大野田字反田・

六反田他

縄文～平安

集落跡

7-12. 26
6^ヤ 1. 18

9-11. 28
22ヘン12. 25

Ｓ５

Ｓ５

Ｓ６

Ｓ５

次

　

次

次

第

　

第

第

約1200鷲
佐藤隆、荒井、篠原、

吉岡、佐藤良文

仙台市文化財調査報

告書第 *集
六反田遺跡

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書Ⅳ

下ノ内遺跡
太白区富沢 4丁目他

縄文～中世

集落跡

第 1次 S56. 4.17～ 12.26
S57. 1  6-1. 13

第 2次 S57. 4.12～ 12.25
第 3次 S58. 4.13～ 12. 8
第 4次  S59. 4.11～ 5.26

約3700だ

佐藤隆、佐藤裕、篠

原、渡辺 (忠 )、 佐藤

美智雄、吉岡、工藤

哲司、高橋 (勝 )、 鈴

木実

泉崎駅工区

仙台市文化財調査報

告書第136集

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報 告書 H
(1990)

伊古田遺跡
太自区大野田字塚田

縄文・ 古墳～平安

集落跡

15-12. 27
5-3. 23
25-8. 11
4-9. 5
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篠原、佐藤 (美 )、 吉

岡、斎野、荒井、工

藤、千葉、高橋 (勝 )

泉崎駅工区

仙台市文化財調査報

告書第193集

伊古田遺跡

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書皿

(試掘 )

工区名 調査期間 面積 発見遺構 担 当 職 員 遺  跡  名 備   考
崎東工区 557. 4.12^シ 7. 1 420nΥ 竪穴 仁 居赫・ 水 田絲 吉岡、斎野、荒井、高橋 (勝 ) 富沢・ 泉崎浦遺跡 本調査へ移行
1谷地工区 )57. 6. 4-8_ 1 7101n2 水田跡 吉岡、主浜、高橋 (勝 )

富沢遺跡 本調査へ移行
谷地工区 ;58. 5.25-6_ 38nギ 斎野、荒井
鍋田工区 ;57. 7. 5-10. 4 350nf 水田跡 斎野、〒

泉燈駅工区 )57. 10. 25-11. 2 280コギ 篠原、渡辺 (忠 )
泉崎東工区 58. 4. 13^ヤ 4 85a12 篠原、高橋 (勝 )
草庫工区 10_ 25-11 72m2 篠原、渡辺 (忠 )



H 遺跡の立地と環境

1 地理的環境

仙台市域の地形は、北西部の丘陵・山地と南東部の海岸平野 (宮城野海岸平野)と に大別さ

れる。海岸平野のうち、広瀬川と名取川とにはさまれた低平な地域は郡山低地と呼ばれており、

西縁は地質構造線、長町―利府線で丘陵・段丘地域と接している。郡山低地は名取・広瀬の両

河川およびその間を流れる魚川の影響を強く受けており、旧河道、自然堤防、後背湿地があち

こちに見られる。

下ノ内浦遺跡はJR長町駅から南西約1.6kmに位置し、山口遺跡は同駅から南西約1.8kmに位

置し、互いに隣接する遺跡である。共に郡山低地の南部にあたり、魚川の北側に形成された自

然堤防と後背湿地に立地する。遺跡の構成上壌は、砂、シルト、粘土である。区画整理前の標

高は11～14mで北東方向へ緩い傾斜が見られる。調査箇所は下ノ内浦遺跡の西端部、山口遺跡

の東端部で、区画整理以前は水田および畑地であった。

なお、周辺地域を含めた地形環境については、仙台市報告書126集「高速鉄道 I」 (1989)、 同

149集「富沢遺跡」 (1991)イこ詳しいので参照されたい。

第3図 遺跡の位置 (1/75′ 000)
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松本 (1981)を編集

丸印が地下鉄関連遺跡

第 4図 名取ザII下流域の地形介類図
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2 歴史的環境

六反田遺跡周辺の歴史的環境については、広域的な視点からは「高速鉄道報告書 I」 (1989)

に詳しいので、ここでは近接する遺跡を中心に簡単に述べたい (第 7図 )。

当遺跡周辺における最古の人類の足跡は、青葉山遺跡、山田上ノ台遺跡、北前遺跡で発見さ

れた前期旧石器時代にさかのばる。3遺跡とも段丘上に位置するが、当地の北約700mに位置す

る富沢遺跡 (6)30次調査地点では、後期旧石器時代の石器や生活跡が樹木などと共に発見され、

低地にも婆時の人間違が進出していたことがうかがえる。

縄文時代は、早期前葉以降の生活跡が当該遺跡をはじめとして残されているが、特に中期か

ら後期にかけての痕跡が濃厚であり、上野遺跡 (17)、 北前遺跡、山田上ノ台遺跡、下ノ内遺跡

(4)、 六反田遺跡 (5)、 大野田遺跡 (11)、 伊古田遺跡 (3)な どから多くの遺構遺物が発見され

ている。弥生時代になると当遺跡北側の富沢遺跡では、後背湿地という地形的特質を生かして

水田が営まれた。特に、中期桝形囲式期の水田が各地点で検出される傾向にある。古墳時代に

は、五反田古墳 (8)、 春日社古墳 (9)を はじめとする多くの円墳が築かれ、大野田古墳群を形

成する。その多くは埴輪を伴うものであり、おおむね 5～ 6世紀に築かれたものである。古墳

時代の水田跡は、富沢遺跡の北部で特に良好に残されている。 7世紀中頃には、北東約 2血に

郡山遺跡 (28)が成立する。この遺跡は、名取郡もしくは陸奥国関連の国家的施設と考えられ、

この遺跡の成立をもって当地域は律令体制に組み込まれと考えられよう。平安時代になると遺

跡数が増える傾向にあり、集落跡、水田跡共に各所で発見される。特筆される点は、富沢遺跡

において真北方向の畦畔が109m前後の間隔で検出されることから、条里型土地割の存在が確

認されることである。現在確認し得るのは無川以北である。中世の遺構は近年明らかになりつ

つある。南側の下ノ内遺跡からは濤跡や多くの柱穴が発見されている。南東700mに位置するエ

ノ壇遺跡 (10)か らは、堀で囲まれた屋敷跡が発見され、鎌倉～室町時代のものと考えられてい

る。西 l kdlに は富沢館跡 (16)があり、室町時代のものとされている。富沢遺跡では、水田跡と

共に建物跡も見つかっている。近世の当地域は富沢村となり、安永元年 (1772年)完成の「封

内風上記」によれば、戸口53戸、大鷹神社をはじめとする五社と西光寺があったと記されてい

る。明治22年には西多賀村となり、昭和 7年に仙台市に編入された。それまでの水田、畑地と

いつた歴史的な景観に変化が生じたのは昭和51年に魚川の流量調整のための新魚川が完成した

ことと、昭和48年以降、富沢地区の区画整理事業が行われてからである。政令指定都市仙台に

とつては南の副都心と位置付けられており、今後は都市整備が進んでいく地域である。
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No 遺 跡 名 立   地 時 代 No 遺 跡 名 立  地 時 代

1 下 ノ内浦遺跡 自然堤防 縄文 (早。前・後)・弥生・奈艮・半賓 富 沢 館 跡 中

2 山 口 遺 跡 丈(早～晩)・弥生・古墳・奈長・平安。中世 上 野 遺 跡 段 こ(中 )・奈良・平安

3 伊 古 田 遺 跡 自然堤防 (後・晩 )。古墳・奈良・平安 山田条里遺橋 丘 縄文・奈良・平安・近世

4 下 ノ 内 遺 跡 目然堤 防 縄文(中～晩)・弥生・古墳・奈良・平安・中世 柩 情 前 漕 鯨 丘 縄文・弥生・奈良・平安

5 六 反 田 遺 跡 自然堤防 縄文(中～晩)・弥生・古墳・奈良・平安 三 神 墨 遺 跡 段  丘 縄文 早・前 )

6 跡 後背湿地 旧石器 (後 )・縄文～近世 芦 ノ ロ 遺 跡 段  丘 縄文・古墳。平安

7 泉 崎 浦 遺 跡 尾馨得瑠 縄文 (後 )。弥生・古墳・平賓・逸世 裏 町 古 墳 段  丘 古墳

8 五 反 田 古 墳 自然堤防 盾 土 手 肉 遺 跡 丘 紹文・弥生・奈良・平安

9 大野田古墳群 自然堤防 矯 茂 ケ 崎 城 跡

丘陵斜面

中世

10 王 ノ 壇 遺 跡 自然堤 防 〔(後 ),弥生・古墳・奈良・平安・中世 愛宕山横穴群 古墳 (末 )・奈良

大 野 田 遺 琳 自然堤 防 縄文 (後 )・古墳・平安・中世 長町駅東遺跡 古墳・奈良・平安

元 袋 遺 跡 自然堤防 弥生。平安 。中世・近世 西 台 畑 遺 跡 自然堤防 縄文 (後 )。弥生・古墳

長町清水遺跡 自然堤防 古墳 ? 郡 山 遺 跡 尾舎短路 綴支(後・晩)・弥生
。古墳・奈良・平安

教 塚 古 墳 後背湿地 塔 北 目 城 跡 自然堤防 紹文 (後 )。弥生・中世・近世

15 金岡八幡古墳 後背湿地 墳 南 小 泉 遺 跡 縄文(晩 )・弥生,古墳・奈良・平安,中世・近世

第 6図 周辺の遺跡分布図
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Ⅲ 下ノ内浦遺跡
調査の方法と概要

(1)調査の方法

下ノ内浦遺跡内の調査対象箇所は高速鉄道の起点七北田より13.525～ 13.686kmの 区間で、

面積は幅12m、 長さ約160mの約2000m2でぁる。調査においては3× 3mのグリッド方式を採

用し、南北に算用数字、東西にアルファベットを使用した。工事工程上工区の境界 (起点より

13.560km)を 基準点としたため、13.560km以北は昭和56年の山口遺跡調査時に設定したグリッ

ドを踏襲し、 I区 とした。 I区は北に増えるグリッド番号になっている。13.560km以 南は 1

～42ま で南に増えるグリッド番号とし、 1～13ま でをH区、14～ 26ま でをⅢ区、27～42ま でを

Ⅳ区とした。東西はA～Eである。昭和58年度中に南端部で先行して行った橋脚部分調査箇所

をIV南区とした。なお、 I区 とⅡ区には同じ番号のグリッドが生じることになったが「 I区」、

「H区」をつけることにより区別した。グリッドの耳と西抗をそのグリッドの呼称の杭とし、遺物

取り上げや遺構の位置の把握に利用した。13.560kmの基準点とC20グ リッドの北西杭 (13.620

km)は平面直角座標測定値が判つており、以下に記載する。

HttC l北西杭 13.560km  X座 標=-198189.812  Y座 標=3606.441

H tt C20北西杭 13.620km  X座 標 =-198249.807  Y座 標 =3605.645

南北グリッド軸は真北に対して東に 0° 45′35秒偏している。

調査にあたって盛土・表土は重機を使用して除去した後 (これらは建設工事の一環として各

工区の請負業者が保安施設なども合わせて施工している)、遺構検出面までは層位的に掘り下げ

た。遺構は輪郭を確認した後、土層観察用アゼを残しながら掘り下げた。遺構の実測はグリッ

ド基準杭により簡易遣り方を組み、縮尺1/10・ 1/20で図化し、河川跡など大きな遺構は1/50で

図化した。遺物の取り上げにあたっては基本的にはグリッド単位で層位ごとに取り上げ、縄文

時代の遺物包含層では一括土器には番号を振って取り上げている。写真は35mmモ ノクロ・ リ

バーサルを基本とし、 6× 7版を一部併用した。

12)調査概要

昭和58年度 泉崎東工区である I区、および工区の接続箇所となるH区の 1～ 3グ リッドを本

年度の調査分とした。泉崎駅 (現富沢駅)工区であるH区の表土剣ぎを4月 13日 より開始した。

I区は昭和56年度山口遺跡調査の際に表土除去を終了している。 4～ 6月 にかけて I区及びH

区北部はおもに小濤状遺構群が中心となった。南北東西に切り合い、プランと底面が不鮮明で

11
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掘り残しなどが繰り返され、多少手間取った。またH区では水田跡、濤跡、住居跡、建物跡な

どを検出し、一部精査を開始していたが、Ⅳ南区の調査先行のため一時中断した。 7～ 9月 に

かけては弥生時代の包含層と遺構の精査を行った。竪穴遺構 2基、土墳 2基、多数のピット(自

然)力 検ゞ出された。10月 には I区へ重機を導入し、下層調査を開始し、縄文時代の包含層を確

認し、さらに下層で縄文早期に相当する河川跡、及び礫層を確認した。一方H区の 4～ 12グ リ

ッドは、住居跡、建物跡の精査再開後小濤状遺構群などを漸次精査し、 8層上面の遺構まで調

査した。また、Ⅳ南区は高架線の橋脚部として先行させる必要が生じ、 6月 23日 に開始し、水

田跡、濤跡などを検出し、8月 に終了している。59年度の野外調査は12月 23日 をもって終了し、

予定した I区 とH区 3グ リッドまでの調査を完了し、H区 4グ リッド以南は次年度に繰り越さ

れた。

昭和59年度 H区以南の調査を10月 までに終了させる予定で 4月 11日 に調査を開始した。 4月

はmoⅣ区の遺構確認を主に実施し、Ⅲ区南西の一部とⅣ区全域に河川跡があり、Ⅲ区には住

居跡10軒あることが判明した。河床の深さによっては縄文早期の層の存在が予想されたため、

Ⅳ区では重機で、Ш区では人力で河川堆積土を除去し、7月初めから河床の掘り込みを開始し、

Ⅳ区で早期の住居跡 2軒、土坑 4基を検出し、III区では押型文土器が出上し、沖積地では仙台

市での最古の上器となった。さらに礫層を部分的に確認して 8月 下旬にⅣ区の調査を完了して

いる。Ⅲ区では 5・ 6月 と古代の住居跡の精査を実施し、 7・ 8月 は6～ 8層 にかけての古代

の小濤状遺構群、濤跡、水田跡、弥生の埋設土器 と包含層の精査を行った。水田跡は 7層上部

のもので畦畔状の遺構と濤跡数条からなっている。埋設土器は壷棺と考えられる。 8月下旬か

らは縄文包含層の調査が開始され、11・ 12層に縄文後期前葉の多量の遺物を含むことが判明し

た。包含層中ですでに立石が確認されていたが、9月末から13層上面で 9基の配石遺構と120以

上の上墳が次々と確認された。下層に早期の層があることから、この時点で10月終了は不可台ヒ

となり、高速鉄道建設本部と協議の結果20日 間の延長が了承された。以後は早期の調査を並行

させながら行ったが最後まで配石と土墳の調査が残ったため、一部早期の層まで調査できなか

った所もある。早期の層では土坑が 3基と遺物包含層が確認された。11月 5日 (月 )以降は休

日返上という厳しい状況で臨み、11月 19日 (月 )に野外調査を完了した。なお、貴重な発見が

あったので10月 6日 に現地説明会を行った。



2 基本層序
基本層序はH・ Ⅲ区西壁を基本として把握し、Ⅳ南区以外についてそのおおむねを対応させ

ている。ただし、調査区が南北にかなり長いため、層相がかなり変化している層も存在する。

各層とも北へ下がる緩い傾斜をもっている。Ⅳ区の大半はSR l河川跡であるため残存してい

た基本層序は19a層以下の層である。

確認された基本層は28層までである。おおまかにみると、 1・ 2層 は旧水田耕作上、 3～ 6

層は黄褐色系シル ト・粘土層、 7層は黒褐色系のシルト・粘土層、 8層は黄褐色系の砂～粘土

層、 9～ 13層は黒褐色系のシルト・粘土層、14～28層はグライ化した緑灰色系の粘土質シルト

層である。最下部は礫層である。22層以下はH tt BC10。 11グ リッド深掘区を基準とした。

(1)I～Ⅳ区

1層 暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘土質シルト 旧水田耕作土。

2層 責褐色 (10YR5/6)粘土質シルト 水田耕作土最下部の酸化鉄集積層。集積の弱い箇所

を 2′層 (灰黄褐色シルト)と した。

3層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質シルト 上面、層中に灰白色火山灰を含む。層厚10～ 20

cmで、H区 1～■グリッドを中心に広がる。

4層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)シ ルト 層厚10～20cmで I区 5～Ⅲ区15グ リッド中心に広が

り、 I区では暗褐色になる。

5層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ルト質粘土 層厚10～20cmで、 I区 5グ リッド以南のほぼ

全域に広がる。 I区では土色が黒褐色系になる。部分的に細分層があり、Ⅲ区12～14グ リッド

の狭い範囲に分布するオリーブ褐色 (2.5YR4/3)細 砂質シルトを5a層、H区 5～ 7グ リッド

にのみ分布する責褐色細砂を5C層 とした。古墳時代以降の遺構群を検出している。

6層 にぶい責褐色 (10YR5/4)粘土・ シルト質粘土 I区 7グ リッド以南のほぼ全域に分布

する。層厚は5～20cmである。H区 7・ 8グ リッド付近にのみ分布する、にぶい黄褐色 (10YR4/

3)砂質シルトを6a層 とした。上面で小濤状遺構群を検出している。

7al層 暗褐色 (10YR3/3)シルト質粘± 13グ リッド以南に分布する。層厚は 5～10cmであ

る。Ш区で濤跡を検出している。

7a2層 黒褐色 (10YR2/2)粘土。シルト質粘土 ほぼ全域に分布する。層厚は 5～15cmであ

る。Ⅲ区では上面や濤跡や畦畔状遺構を検出している。 I区では弥生時代の遺物包含層の一部

となっている。

7b層 黒色 (10YR2/1)粘土・シルト質粘土 全域に分布する。層厚は10～25cmで ある。最

も弥生時代の遺物を出土する層である。



7c層 黒褐色 (10YR3/2)粘土・シルト質粘土 ほぼ全域に分布する。 I区では土色が黄褐色

系に近くなる。

8ア層 褐色 (10YR4/4)粘土・砂質シルト ほぼ全域に分布する。層厚は 5～15cmである。南
に厚くなり、Ⅲ区では砂質になり明るくなる。

8層 褐色 (10YR4/4)粘土 。シルト・砂 21グ リッド以北に分布する。層厚は5～60cmで、

北に厚くなり、 I区北半では60cmほ どになる。この層は 9層上面で確認された SR2の供給堆

積物と考えられる。

9層 黒色 (10YR2/1)粘土・シル ト質粘土 全域に分布する。層厚は 5～20cmである。縄文

時代後期の遺物を若千含む。 I区での9A・ B層である。

10層 黒褐色 (10YR3/2)シル ト・粘土質シル ト H区 8グ リッド以北に分布する。層厚は 5

～10cmである。 I区での 9C層である。

■層 褐灰色 (10YR4/1)粘土質シルト 全域に分布する。層厚は10～20cmである。南に行く
ほどに暗褐色になる。縄文時代の遺物包含層である。 I区での10A層である。

12a層 黒褐色 (2.5Y3/1)砂質シルト 14グ リッド以南に広がる。層厚は 5～15cmである。

縄文時代の遺物包含層である。

12b層 黒褐色 (10YR3/1)粘土質シルト・砂質シル ト 全域に分布する。層厚は15～25cmで

ある。14グ リッド以南では12a層 よりも砂が多い。縄文時代の遺物包含層で、配石遺構や土墳群

を覆う層である。 I区での■A・ B層である。

13a層 黒褐色 (2.5Y3/2)砂 質シルト Ⅲ区16グ リッド以南に分布する。層厚は5～10cmで

ある。上面が16グ リッド付近からやや急に南に上がってくる。13a・ b層上面で配石遺構や土墳

群を検出している。

13b層 オリーブ黒色 (5Y3/1)シルト質粘土・砂質シル ト 16グ リッドより南は砂質が増す。
I区での12A層である。

14a層 灰色 (5Y4/1)粘土 全域に広がる。層厚は10～20cmである。17グ リッド以南では砂

質が増す、土墳、倒木痕などを検出している。

14b層 暗オリーブ灰色 (5GY4/1)砂質シルト 18グ リッド以南に広がる。層厚は10～20cmで

ある。 I区での12B層である。

15a層 暗オリーブ灰色 (5Y4/3)粘土質シル ト 全域に広がる。層厚は10～20cmである。縄

文時代前期後葉の遺物を含む。 I区での13層である。

15b層  オリーブ灰色 (10Y4/2)シ ルト質粘± 15グ リッド以南に広がる。層厚は10～20cmで

ある。しまりがかなりあり。

16層 暗緑灰色 (10GY4/1)粘土質シルト 全域に広がる。層厚は10～20cmである。少量の火



山灰が上面に認められる。

17層 暗緑灰色 (7.5GY4/1)粘 土質シル ト 16グ リッド以北に広がる。層厚は10～20cmであ
る。ややべたつく。

18層 暗緑灰色 (7.5GY4/1)粘 土質シルト 全域に広がる。層厚は 5～20cmである。かなり
べたつく。16～18層が I区での14・ 15層である。

19a層 暗オリーブ灰色 (5GY4/1)粘土質シル ト 全域に広がる。層厚は 5～15cmである。

縄文時代早期の遺物を含む。

19b層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)粘 土質シルト 全域に広がる。層厚は10～25cmである。縄
文時代早期の遺物を含む。上面で土坑が検出されている。19a・ b層が I区での16層である。

20層 黒褐色 (10YR3/1)砂質シルト 全域に広がる。層厚は 5～15cmである。緑灰色をブロ

ック状に含む。縄文時代早期の竪穴住居跡を検出している。遺物を含む。 I区での17A層であ

る。

21層 緑灰色 (7.5GY4/1)粘土質シルト I区の下層で検出した SR 3河川跡まで広がってい

る。層厚は10～ 15cmである。遺物を含む。

22層 暗緑灰色 (7.5GY4/1)粘土質シル ト。層厚10～ 15cm。 しまりがかなりある。
23層 緑灰色 (7.5GY5/1)粘土質シルト 層厚20～ 25cm。 しまりがかなりある。
24層 緑灰色 (7.5GY5/1)シルト 層厚約30cm。

25層 オリーブ灰色 (5GY5/1)粘土質シルト 層厚 5～ 15cm。 しまりがかなりある。
26層 オリーブ灰色 (5GY5/1)粘土質シルト 層厚15～ 40cm。 しまりがかなりある。
27層 緑灰色 (10GY5/1)粘土質シルト 層厚15cm。 しまりがかなりある。
28層 緑灰色 (7.5YR5/1)シ ルト 層厚 5 cm。 しまりがかなりある。

最下層が礫層である。礫層は径 2 cmの小礫から径15cmの円礫角礫で構成される。標高は I

区で約 8m、 H区 3グ リッドで8.2m前後、11グ リッドで7.7m前後、Ⅳ区26～29グ リッドで7.9

m前後で若子の起伏がみられるがほぼ 8m前後となっている。この礫層は北へ向かい徐々に

低 くなることが既存のボーリング調査 (地下鉄路線内)や試掘調査などから判っている (篠原・

吉岡 :1989)。

(2)Ⅳ南区

Ⅳ南区は旧魚川のすぐ北に位置し、その影響のためか全体にシルト質の層である。

1層 責灰色 (2.5Y6/1)シルト 旧水田耕作土

2b層 明褐色 (7.5YR5/6)シ ルト 酸化鉄集積層



2c層 褐灰色 (10YR5/1)シルト 水田耕作土

2d層 明褐色 (7.5YR5/6)シルト 酸化鉄集積層

3層 灰黄褐色 (10YR5/2)シルト 層厚 5～ 10cm

4a層 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト 層厚 5～10cm

4b層 灰責褐色 (10YR4/2)シ ルト 層厚 5～20cm

4c層 灰責褐色 (10YR4/2)シ ルト 層厚約 5 cm

5a層 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト 層厚約 5 cm

5b層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)細砂 層厚10～20cm

Itt D5'6東 壁

0          12m

―

第 9図 土層断面位置図・基本層序 (1)
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第10図 基本層序 (2)



IIItt A13・ 14西壁

一

ｍ

一

　

９

一

‖区 B・ CH深掘南壁
層位 上 色 土 性 備 考 層位 土 色 土 性 備 考

10Y3/1オ リープ暴 粘土質シル ト 21 7 5CY5/1緑灰色 粘土質シル ト

10Y4/1灰 粘土質シル ト 7 5GY4/1暗緑灰色 粘土質シル ト
7 5YR5/2(灰 褐色)を しもふ

り状に含む

5 GY4/1暗オリーブ灰 粘土質シル ト 23 7 5GY5/1緑灰色 粘土質シル ト
7 5YG5/3(に ぶい褐色)を し

もふり状に含む

7 5GY4/1暗緑灰 粘土質シル ト 7 5GY5/1緑灰色 ンル ト

17 10GY4/1暗緑灰 粘土質シル ト 5 GY5/1オ リーブ灰 給土質シル ト 7 5YG5/3(にぶい褐色)

7 5GY3/1暗緑灰色 粘土質シル ト 粘性がかなりあり 5 GY5/1オ リーブ灰 粘土質シル ト
7 5YG(に ぶい褐色)し もぶ り

状、25よ りしまる

5GY4/1暗オリーブ灰 粘土質シル ト 19b層 ブロックに含む 10GY5/1緑灰色 粘土質シル ト しまりかなりあり

75Y3/1オ リープ黒 粘土質シル ト 7 5YR5/1緑灰色

10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 遺物を含む 礫 層 径 2～ 15cmの 円 。角礫

第■図 基本層序 (3)



IVに至C26耳ヒ彊磐

層位 土   色 土 性 備   考 層位 土   色 土  性 備   考7 5GY4/1贈 緑灰負 粘土質シル ト 遺物含む 75Y5/2灰 オリーブ色 粘 土 しまりかなりあり75Y4/1灰色 シアレト質粘土 75Y5/1灰色 粘土 しまりかなりあり19b 10Y5/1灰色 シル ト質粘上 76Y5/3灰 オリーブ色 粘二 質 シル ト
10Y5/2オ リーブ灰荏 粘土 75Y5/3灰 オリープ色

5 GY5/1オ リーブ灰色
粘土

10Y5/2オ リープ灰在 粘上
粘土質シル ト

75Y5/3灰 オリープ色 粘土 7 5GY6/1緑灰色 粘 土 褐色土霜降り状に含む5G5/1緑灰色 砂質シル ト
礫 層

75Y4/2灰 オリーブ色 粘土 しまりかなりあり 75Y3/2オ リーブ黒色 粘 土

12m G

Ⅳ南区

層位 土   色 土 性 備   考 層位 土   色 土  性 備   考
1 25Y6/1黄灰色 シル ト 10YR4/2灰 黄褐色 ンル ト
7 5YR5/6明福角 シル ト 耕作土、酸化鉄、集積層 10YR4/2灰黄褐色

2C 10Y郎 /1積灰色 シル ト 耕作土 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト
7 5YR5/6明褐色 ンタレト 酸化欽、集積層 10YR4/2灰黄褐色 シル ト
10YR5/叛衰確臨 シルト b 10YR5/4に ぶい斎褐負 細砂層

第12図 基本層序 (4)



検出遺構と出土遺物

(1)古墳時代以降の遺構 と遺物

古墳時代以降の遺構は、 3層で畝状遺構、水田跡、濤跡 8条、 5・ 6層で竪穴住居跡12軒、

掘立柱建物跡 4棟、土坑 2基、濤跡 4条、一括土器、7a層上面で水田跡、濤跡11条が検出され

ている。

1)3層検出遺構と遺物 (第 13図 )

①畝状遺構 (第 13図 )

Ⅱ区A～ C・ 1～ 3グ リッドの 3層下部で検出。不整長方形の暗褐色のプランが、東西方向に

途切れながら7・ 8条走るのを確認した。大きさは長さ 1～ 2m、 幅30～70cmの ものが多い。

調査時は浅い土坑状のものとして掘り上げたが、底面や壁などが不明瞭で遺構と判断し得なか

った。しかし、近年同遺跡内で畝状遺構が発見されるに至り(佐藤甲 :1993)、 再検討した結果、

暗褐色のプランは下層の畝状遺構が現れていたものと考えられた。暗褐色プランが途切れる部

分と下層の河ヽ濤状遺構群とは一致するものとしないものとがある。

②濤跡

SD l～ 5。 18濤跡の濤跡が検出されている (第 13図、第 2表 )。 いずれも2層直下での検出

であるが、SD 2・ 3・ 18は SR lの堆積土に形成されたものである。SD l Aは第 5図 にもあ

るように近年まで機台としていた用水路であり、SD l BoCは その支水路である。SD 4・ 5は、

重複するSR lの上端プランを切っていることからSR lま 東岸に沿って構築されたものと考

えられる。SD 3は SD 2の下位のものである。SD l C・ 2・ 3・ 18はいずれも畦畔に付設さ

れたものである。

③水田跡

畦畔 5条、段差 2を検出した(第 13図、第 3表 )。 いずれも2層直下の検出であるが、畦畔 2

～5は SR Iの堆積土に形成されたものである。畦畔 1の南半部の西側に検出した不整形プラ

ンは水田区画の可能性がある。南北方向の畦畔 1と段差 1と はSD l Aを挟み連続すると考え

られ、第 5図の南北の畦畔に該当する可能性もある。畦畔 2～ 5はすべて同方向(N-70°一W)

である。畦畔 1～ 4に は濤跡が付設されている。これらの畦畔や濤跡で構成される水田跡は同

時期かどうか不明だが、区画整理以前の水田の状況を示すものと考えられる。

④河川跡

SR l河川跡 (第 13・ 15図 )

A16か らD26にかけて東岸のみを検出した。ただし、東岸の上端はSD 5に切られている。



検出長は約34mで、その方向は南南東から南東方向である。幅は13m以上で、深さは2.6mで あ

る。壁は底面より緩やかに立ち上がるが中段で急になっている。堆積土は30層で、おおまかに

みると1～■層はシル ト・粘土質シルトで、12～27層が砂質シルト・細砂で、28・ 29層の最下

層が砂利層である。■層以上の堆積過程は低湿地的な環境を示していると考えられる。堆積土

中に灰白色火山灰はみられない。断面図の堆積状況から推測すると河川幅は約16mと なる。し

かし南北に長い調査区にもかかわらず西岸は検出されないことから、SR lは 27グ リッド以南

では調査に沿って南下するものと考えられる。

[出土遺物]堆積土から、非ロクロ土師器邦・甕、赤焼土器不・奏、赤焼土器不、須恵器不。甕・

壷、木製品が出土している。第17図 1・ 2は非ロクロ土師器の不回縁部である。器面が荒れて

おり調整は不明だが、器形から古墳時代中期のものと考えられる。 3～ 9はロクロ土師器邦で

ある。底部切り離し後は 3・ 4が再調整がされ、 5～ 9は無調整である。底部内面のヘラミガ

キは放射状のものが多い。 8・ 9は墨書があるが、判読できない。10～15は高台邪である。高

台は高いもの (12～ 14)と低いもの (10。 11・ 15)がある。14は 内外面ヘラミガキ、黒色処理

が施されるものである。第18図 4～ 8は赤焼土器郷、 9は高台郷である。 8の郷は胎土が内側

外側が灰白色、中身が褐灰色と層状で、外面に黒斑がある。第18図10～ 15。 第19図 1・ 2は須

恵器である。不・長頸瓶 。短頸瓶・甕がある。13は猿投窯の製品で、井ケ谷78号窯式期と考え

られる (注 1)。 第19図 1・ 2・第18図12はそれ以外の須恵器と胎上がやや異なるものである (注

2)。 第19図 3は木製品の皿である。見込み部にH字状の焼けこげ(?)文様がある。また、底

面の一部が焦げている。木取りは柾日で、ロクロ痕跡が認められないことから割りものと考え

られる。

遇構名 地    区 検出長 (m) 方   向 上幅 (m) 下幅 (m) 深さ (cnl) 断面形 備  考

SDlA Ⅱ・ⅡIttA・ D。 13・ 14 N-80° 一E 150-300 30-120 舟底形 底面東へ傾斜

SDlB ⅡIttA～ C。 14 N-73° 一耶「 50- 70 20- 35 5-23

SDlC ⅡIttD・ 14～ 16 45-70 20- 35 2-15 底面北へ傾斜

SD 2 Ⅲ 区 A～ D-27・ 28 9 N-70° 一E 30^ヤ  50 20- 40 2～ 8 U字形 底面東へ傾斜
SD 3 Ⅲ 区 A～ D-27・ 28 N-70° ―E 30-80 20- 35 10-26 鍋底形 底面東へ傾斜
SD 4 皿 区 A～ D-15～ 22 N-10° ―Ⅵ/ 15- 30 6- 15 3-7 底面平坦

SD 5 Ш tt A～ D-21～ 26 N-25° 一Ⅵ「 100-220 30-100 逆台形 底面南へ傾斜

SD 18 Ⅳ南区 N-70° ―¶/ 60-80 30-50 15-30 舟底形

第 2表 SD計測表 (1)

畦畔NQ 検出長 (m) 方向性 方   向 上幅 (cm) 下幅 (cm) 高さ (cm) 備   考
1 直 N-3° 一W 60-80 100-200 2-12
2 直 N-70° 一E 30-50 120-170 5-10
3 直 N-70° 一E 20-40 70-100 7-12
4 2 直 N-70° 一E 20-30 40- 60 5～ 7
5 直 N-70・ ―E 20/-50 100ヘフ120 2-4
段葬 1 やや曲 N-7° 一ヽ V 2～ 6

段差 2 やや曲 N-0° 一E 10-29

第 3表 畦畔計測表

(注 1)柴垣勇夫氏 (愛知県陶磁資料館)のご教示による。

(注 2)編者の肉眼観察による。会津大戸窯の製品に似ているように思われる。
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遺 構 種 類 回径 底径 器径 底/口 残存 特 徴 観

1 SDl 須恵器甕 内外 :ロ クロナデ 内面に自然釉 E6

第13図  3層遺構配置図
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層位 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色 10YR3/3 粘土管シル ト 炭、細砂を含む

2 にぶい黄褐色10YR4/3 細砂 黒褐色上の塊を含む

3 粘土質シル ト 炭、組砂を含む

4 黄灰色25Y4/1 細砂 粘土塊を含む

5 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 細砂塊を含む

6 黒褐色10YR3/1 粘土 細砂塊を含む

7 暗褐色10YR3/3 粘土 細砂塊を含む
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第 15図 SR I河りII跡断面図

遺 構 層位 土 色 土   性 備 考 選構 層位 土 色 土   性 備 考
SRl ユ 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色10YR5/2 砂質シル ト

2 灰黄褐色 10YR4/2 17 灰黄褐色10YR4/2 細砂
3 黒褐色 10YR3/1 粘土質シル ト 寿褐土を塊状に含む 灰黄褐色10YR5/2 砂質 シル ト
4 暗灰黄25Y4/2 粘土 19 灰黄褐色10YR6/1 細砂
5 暗灰黄25Y4/2 粘土質シル ト 炭 と砂 と互層 にぶい黄褐10YR5/3 細 砂 11～12層 の塊 を含む
6 黒褐色25Y3/2 シノント 植物遺体、炭化物を含む 21 黄灰色25Y4/1 細砂
黄褐色25Y5/3 細 砂 22 オリーブ黒色5Y3/1 細砂 灰 自色の粗砂を含む

8 黒色10YR2/1 ンル ト 櫨物遺体を多量に含む 23 暗オリーブ灰2 5GY4/1 ンル ト
9 黒褐色25Y3/1 粘土賓シル ト 植物遺体を多量に含む 灰黄褐色10YR5/2 細砂
オリープ黒色 5Y3/1 植物週本と穏砂の球 を含む

11 オリープ黒色5Y3/2 組砂 植物遺体を含む オリーブ黒色10Y3/1 倣砂
黒色10YR2/1 ンル ト 炭・焼土選物を含む 黒褐色25Y3/1 シル ト 縄文～平安の遺物を含む

13 黒褐色10YR3/1 微砂 砂不可
14 灰黄褐色 10YR5/2 細砂 焼土遺物 を含む 砂利
15 にぶい黄褐色10YR4/3 細砂 焼土、炭遺物を含む 注言己なし

第15図 SR l河川跡断面図
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第 16図 古墳時代以降遺構配置図

131 M115 1 16 1 V I憾 I Ю 1 201舞 122123124125126

。S18 
▼

     、。 S19

71 6 1 5 3 1 21

1

25。 26



サ|¬
「

Ⅳ

覧
祥

鵡

１１

１１

卜
′

0                       1ocm

itエユi
l, ・
卜子:卜「●    .|

層 位 種 類 口径 底径 器 高 底/ロ 残存 特 徴 登録

1 砂利層 土師器郷 1/4> マメツ)

2 砂利層 上師器邦 (マ メツ)

3 堆積土 土師器郭 8.0 14. 1/4> 体下～底 :回転ヘラケズリ 内 :ヘラミガキ、黒色処理

堆積土 土師器不 5.8 4.7 底 :手持ちヘラケズ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 D61

5 堆積土 土師器邪 6.4 腐 :回転糸切 り 内 ヘラミガキ、黒色処理 D62

6 砂利層 土師器杯 13 3 6.1 4_7 底 回転糸切 り 内 :ヘ ラくガキ、黒色処理

3層 土師器邪 13^ 0 5_1 4_1 底 :回転糸切 り 内ヘラミガキ、黒色処理
8 堆積土 土師器郭 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 墨書あり
9 堆積土 土師器邦 14. 6 7.0 4 ). 48 底 :回転糸切り→手持ちヘラケズリ 内 :ヘラミガキ、黒色処理 墨書1得 J?

10 堆積土 土師器高台不 6.0 底 :回転糸切り→高台貼付→ナデ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
11 堆積上 土師器高台郷 6.5 (4/5) 底 回転糸切 り→高台貼付→ロクロナデ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

12 堆積土 赤焼土器高台郷 7 4 (3/4) 腐 回転糸切 り→高台貼付→ロクロナデ

13 堆積土 土師器高台イ 8.4 (1) 底 回転糸切 り→高台貼付→ロクロナデ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

14 堆積土 土師器高台邪 7_3 (1) 底 回転糸切り→高台貼付→オサエ、ロクロナデ 内外 |ヘラミガキ、黒色処理

15 堆積土 土師器高台邦 4 (1) 底 :回転糸切 り→高台賠付 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

第17図  SR l出土遺物 (1)
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層  位 種  類 口径 底径 器高 底/口 残存 特 徴 登録

1 堆積土 土師器高台不 7.0 ( 底 :回転糸切り→高台貼付→オサエ、ロクロナデ 内 :ヘラ ガキ、黒色処理
2 堆積土 土師器高台邪 7.3 ( 底 :回転糸切り→高台賠付→オサエ、ロクロナデ 内 ヘラミガキ、黒色処理
3 堆積上 土師器高台郭 7.4 ( 底 :回転糸切り→高台貼付→オサエ、ロクロナデ 内 ガキ、黒缶処理
4 砂利層 赤焼土器邦 10. 3 4.2 2.5 1/ 底 :回転糸切り 輪積み痕あり D51
5 堆積土 赤焼土器郭 12. 1 4_7 3.5 底 :回転糸切 り

6 堆積士 赤焼土器郭 5^0 3_6 底 :回転糸切り 内面に油煙状付着物あり D63
7 堆積土 赤焼土器不 14.  1 6 4_7 底 :回転糸切 り

8 堆積土 赤焼土器杯 15.0 7.0 4.4 底 :回転糸切 り 内面に油煙伏付着物あ り D65
9 雉積土 赤焼土器高台郭 16. 3 8.7 5.7 底 1回転糸切り→高台貼付→ロクロナデ D94
砂利層 須恵器郷 5.8 (1/2) 底 :回転糸切 り

11 堆積土 須恵器不 7.0 (1/2) 底 :回転糸切 り

12 堆積土 須恵器長頚瓶 9_0 1/4 E35
13 堆積土 須恵器長頚瓶 7 猿投窯製品

14 砂利層 須恵器短頚壷

堆稽上 須恵器甕 波状沈線文

第18図 SR l出上遺物 (2)



0                       10cm

層  位 種 類 口径 底径 器高 医/E 残存 特 徴 登録

1 堆積土 須恵器長頚瓶 8, 底 :ロ クロナデ 外 :ロ クロナデ、回転ヘラケズリ→ロクロナデ E46

2 砂利層 須恵器甕 6. 内面に自然和あり E32

3 砂利層 木製品皿 t9_ 0 2.2 征日 耳込み部に「HI状焼痕 底面に焼けヨゲ Ll

第19図 SR l出 上遺物 (3)

2)5・ 6層検出遺構と遺物

①竪穴住居跡

Sl l住居跡 (第20図 )

[位置・確認面]HItt A・ B-15グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]無かった。

[平面形・規模]やや隅丸の正方形を呈し、一辺は3.8～4.3mで、南西隅が多少張り出している。

[堆積土]29層 に分層される。 1～17層は住居内堆積土、18～25層は煙道内堆積上でいずれも自

然堆積層である。26・ 27層はカマド掘り方堆土、28・ 29層は住居掘り方埋上で人為堆積層であ

る。

[床面]28層 を床面としている。ほぼ平坦であるが、中央が僅かに高まっている。

[壁]北西隅が失われているが、残存は良好な箇所で30cmでほぼ直立する。

[柱穴]住居内に15個のピットを確認した。P3・ 10。 12・ 13は柱痕閉がみられ、配置状況から

も主柱穴と考えられる。規模はP3・ 10・ 12が掘り方径50～65cmと 大きいのに対して、P13は
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層位 土  色 土 性 備 考 層位 ■  色 土 性 備 考

灰黄褐色ユOYR4/2 ンル ト質粘土 灰色シル ト質と、酸化鉄を含む にぶい黄褐色10YR5/4 砂質ンル マンガ期、翻鉄を少蛤 む (カマド掘り方狸■)

暗褐色 10YR3/3 砂質粘土 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ヽ マンガン斑を含む   (   〃   )

におい黄褐色10YR5/3 砂質粘土 焼土、炭化物を少量含む 暗褐色10YR3/4 砂質ンル ト 地山と、灰色ンルト質とを含む(住居掘り方埋■)

黒褐色10YR3/2 砂質上 炭化物を含 ll 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シルト 灰色シルト質とを含む    (   〃   )

にぶい黄褐色10YR5/3 砂質粘土 炭化物を少登合む にぶい黄褐色10YR4/3 砂質シル ト 小礫、焼土、炭化物を含む

にぶい黄褐色10YR4/3 ンル ト質粘上 灰黄褐色10YR4/2 砂質シル ト 焼土粒を含む

縄色10YR4/4 砂質シル ト 酸化欽 を含 む 灰黄褐色10YR4/2 砂質ンル 灰色粘質上を含む

黒褐色2.5Y3/2 砂質粘土 酸化鉄を若干含む 黒褐色10YR2/3 砂質シル ト

にぶい黄褐色10YR4/3 砂質粘上 酸化鉄を少量含む 黒褐色10VR3/2 砂質ンル ト 地山上を小ブロック状に含む

暗褐色10YR3/3 砂質粘上 酸化鉄を多量含む 褐灰色10YR4/1 砂賓シル ト (柱痕跡 )

灰黄褐色10YR4/2 砂質粘土 酸化鉄を少豊含む 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト 灰色粘土質■を少量含tt( 〃 )

灰黄褐色iOYR4/2 砂質粘土 暗褐色10YR3/3 砂質ンル ト 灰白色火山灰を,雹、炭イ勁、酸化欽を含む

暗掘色 OYR3/3 シル ト質粘上 灰黄褐色10YR4/2 粘上質シル ト (柱痕跡 )

暗褐色 砂質ンル ヽ 灰色シル ト質上を少量含む 黒福色10YR3/2 粘上質ンル ト ( 〃 )

暗褐色 OYR3/3 砂質シル ヽ 地山土を少量含む   (P16堆積■) におい黄褐色10YR4/3 砂質ンル ト 炭化物、酸化鉄を含む

褐灰色 OYR4/1 シル ト質粘土 焼上粒を多量含む 灰黄縄色iOYR4/2 粘土質シル ト 炭化物、酸化鉄を含む

黒褐色 OYR3/1 砂質シル ト 焼土粒、炭化物を含む 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 褐灰色粘質土 (10YR4/1)を 含む

オリーブ偶色2.5Y4/3 灰色ンルト質と、酸化鉄を含む (煙道部堆積■) 褐灰色10YR4/1 粘土質シル ト

黒褐色10YR3/2 砂質粘土 マ ンガ ン既 を含 む 暗福色10YR3/3 粘土質シル ト マンガン斑を多量含む (柱痕跡)

にない黄褐色10YR4/3 砂質ンル ヽ 酸化鉄を含む 暗褐色10YR3/3 砂質ンル ト

暗灰黄色2.5Y4/2 砂質シル ト 炭化物を少ユ、醐ヒ鉄を含む 黒掲色10YR3/2 砂質シル ト (柱戻跡 )

暗褐色10YR3/3 砂質ンル ト 暗褐色iOYR3/3 粘土質シル ト

黒色7 5YR2/1 砂質ンル 焼土粒を少量含む 黒褐色10YR3/2 粘土質ンルト 褐灰色粘質土(10YR4/1)を 含む

灰黄褐色10YR4/2 ル ト質粘上 にぶい黄褐色10YR4/3 砂質シル Ⅲ 酸化鉄を含む

黒褐色5 YR3/1 砂質シル ト 地山上、焼上を含む にぶい黄褐色10YR5/3 粘土質シル ト

35～40cmと やや小さい。また P5～ 8は小規模でカマドに隣接している。

[周濤]断続的に全周している。幅は10～35cmと 場所により異なり、断面形はU字形で、深さ

は10cm程度である。北東隅では二重に巡る箇所もみられる。

[カ マド]北壁中央に付設されている。袖部は左側のみの残存で、燃焼部は僅かに窪み、一部に

小さな焼け面がみられる。構築にあたっては壁際に幅2.2m、 奥行70cm程の掘り方を設け、26・

27層で整地した後に本体を構築しているものとみられる。煙道は天丼が無く、長さ約 2m、 幅

25～ 40cm、 深さは北壁際では10cmと 浅いが、底面は緩かに下り、先端は35cm程 となる。中ほ

どの壁と底面が焼けている。

[その他]Plは カマドの右側に位置し、形態から貯蔵穴と考えられる。平面形は不整精円形で、

長軸60cm、 短軸50cm、 深さは10cmと 浅く、壁は緩かである。住居掘り方底面には東西壁の南

半部及び南壁際に濤状の落込みプランがみられる。

[出土遺物]堆積上出土遺物 非ロクロ土師邦 (内黒)(第21図 1)・鉢 (6)。 甕 (7)、 ロクロ

土師器不・甕 (5・ 第22図 1)、 須恵器不 (2～ 4)。 甕が出上している。特に、カマド内とカ

マド左脇から多くの遺物が出土している (2～ 6・第22図 1)。 1は住居の中央付近から出上し

た平底の不で、内外面ヘラミガキ、黒色処理される。 2・ 3の不はカマド袖上の堆積土、 4は

カマドの堆積土中の出上である。 2は 口縁部が外半し、 2・ 3は体部が外傾する。いずれも底

部は回転ヘラ切りである。 6は平底の鉢である。 7の甕はS12住居跡出土片と接合している。

カマド煙道出土遺物 8はカマド煙道底面出土の甕である。ヘラケズリが施される。ビット出

土遺物 9は ピット10出上の甕である。外面に回転ハケメが施される。
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層  位 種 類 口径 底径 器高 一巨 残存 特 徴 登録

1 堆積土 土師器郭 5.8 3. Ⅸ 1 外 ヘラケズリ→ヘラミガキ、暴色処理 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 C10
2 カマド機上 須恵器杯 12. 4 7.5 3. ).6( 1 底 回転ヘラ切 り 内外 ロクロナデ
3 カマ ド機上 須恵器邪 14 8.6 3.( ). 61 底 :回転ヘラ切 り 内外 :ロ クロナデ
カマ ド堆積上 須恵器不 7.5 4.( 5〔 底 :回転ヘラ切り 内外 :ロ クロナデ

5 堆積土 土師器甕 11_ 8 7.8 8. 外 :ロ クロナデ、ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ 底 :ヘラケズリ→ナデ
6 堆積土 上師器鉢 10. 0 12 日外 :ョ コナデ 体外 :ヘラミガキ 内:ヘラミガキ、黒色処理 2住 ゼ1と接合 C14
7 堆積土 土師器甕 t6_ 7 国内外 :ョ コナデ 体外 :ナ デ 体内 :ヘ ラナデ 2住 と接合 C ll

8 煙道底面 土師器甕 9.6 (1/2) 外 ヘラケズリ 内 :ナデ
9 P891 土師器甕 1/4> 外 ロクロナデ、ハケメ、回転ハケメ 内 :ナ デ D12

第21図 S11出 上遺物 (1)



0                       10cm

層   位 種   類 口径 底径 器高 残  存 特 徴 登 録

1 堆積土 土師器甕 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ、ヘラナデ→ナデ
層   位 種   類 幅lcI 厚(d0 石材 特 徴 登 録

2 堆積上 砥 石 9 砂浩 Kc 719

第22図 S11出土遺物 (2)

[小結]カ マド周辺出上の遺物 (第21図 2～ 6・第22図 1)は床面に程近い高さにあり、集中し

ていることから、ほぼ住居の時期を示しているものと考えられる。その特徴から、 8世紀末か

ら9世紀初頭頃の住居跡と考えられる。

S12住居跡 (第23図 )

[位置・確認面]HItt C・ D-16グリッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]煙道部分が S13を切っていることから、S13よ り新しい。

[平面形・規模]隅丸のやや東西に長い方形を呈し、東西軸長5。 7m、 南北軸長5.2mである。

[堆積土]23層 に分層される。1～ 7層 は住居内堆積土、8～ 15層は煙道内堆積土でいずれも自

然堆積層である。16層はカマド構築土、17～19層はカマド掘 り方埋土、20。 21層は住居掘り方

埋上、22・ 23層は旧カマド掘り方埋上で人為堆積層である。住居内堆積上の大部分を占めるの

は 1・ 2層である。 5～ 7層はカマド周辺にのみみられ、焼土、戊化物が多量含まれるほか、

カマド崩落土も含まれる。また煙道内堆積土も自然流入のみならず、天丼崩落土も多く含まれ

ている。

[床面]主 として20。 21層を床面としているが、一部地山層も床面としている。床面は平坦であ

るが、北及び東側に向かい僅かに傾斜している。

[壁]南西隅が失われているが、残存は良好な箇所で25cmで、急角度で立ち上がるが東壁の一

部では緩かな傾斜となっている。

[柱穴]住居内に 9個のピットを確認した。P2・ 3・ 4は柱痕跡がみられ、柱痕跡はみられな



かつたが Plを加えた 4つが主柱穴と考えられる。また P6に ついてもガヽ規模ではあるが柱痕
跡が確認されたことから柱穴と考えられる。Pl～ 4は掘 り方径が55～ 70cm円形で、深さは
40～55cmと 深いものである。

[周濤]北壁際のカマド周辺を除き全周してみられる。幅は25～40cmで、南・西壁際では深さ10

Cmで、壁が急に立ち上がる断面 U字形を呈するが、東壁際では浅く、緩かな立上りとなる。

[カマド]北壁中央に付設されている。両袖部とも残存し、規模は幅1.lm、 奥行70cmで、燃焼

部底面は住居床面から変化なく続き平坦で、中央に小さな焼け面がみられる。構築にあたって

は壁際に幅 lm、 奥行1.2m程の掘り方を設け、17～ 19層で整地した後に本体を構築している。

煙道は天丼が無 く、長さ2.4m、 幅30cm前後、深さは北壁際で 6 cm程 と極端に浅いが、底面が

緩かに北側に傾斜し、煙道中頃から先端にかけては25cm前後で一定している。煙道内に焼け面

はみられない。

またカマド掘 り方の東側下部に上坑状プランと煙道東側に同方向の濤状プランが確認され

た。これらは古いカマドの掘り方とその煙道とみられる。旧カマド掘り方上には20層 と同様の

上層がみられることから、新しいカマドは古いカマドの取壊した後に一部整地を行ってから再

構築したものと考えられる。

[そ の他]P9は精円形で長軸長 lm、 短軸長70cm、 深さ20cmの上坑状のもので、その形態か

ら貯蔵穴は可能性が考えられる。

[出土遺物]堆積出土遺物 非ロクロ土師器不 (第24図 2)・ 甕、ロクロ土師器不・高台不・甕、
赤焼土器不・高台郷、須恵器不 (10)。 甕が出上している。 2は内外面ヘラミガキの邪で、平底

である。床面出土遺物 非ロクロ土師器不 (第24図 1・ 3～ 6)。甕 (7・ 8)、 須恵器不 (9・
11)・甕 (第25図 1)わ 出ゞ上している。 1は周濤堆積土から出上した邪である。平底に近い。内

面のミガキは丁寧である。 5・ 6は大型の不である。 6は 口縁部が外反する。 7はカマド燃焼

部から、 8はカマド東袖に貼り付いて出土した。須恵器不は、底部切り離し後に 9は手持ちヘ

ラケズリ、11は回転ヘラケズリが施される。 9は体部が外傾するもので、底部にヘラミガキ状

の痕跡がある。ビット出土遺物 ピット2・ 3・ 5・ 6・ 7・ 9か ら非ロクロ土師器不・甕が

出土しているが、小破片である。掘り方出土遺物 須恵器甕 (第24図 12)力 出ゞ上している。12
は厚手の奏で、口縁部が短く外傾している。

[小結]床面出土土器の特徴から奈良時代国分寺下層式期終末頃の住居跡と考えられる。
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土  色 土  性 備 考 層位 土  色 土  催 備 考

黄灰色2.574/1 焼上粒、炭化物粒、酸化鉄を多量含む 灰黄褐色10YR4/2 砂質シルト 酸化鉄を若干含む

暗灰黄色2.5Y4/2 マンガン斑を多量含む におい黄褐色10YR4/3

褐灰色 iOYR5/1 粘上質シル ト 砂粒を少量含む 灰黄褐色2.5Y4/2 砂質シル ト

暴褐色10YR3/1 ンルト 砂粒、炭化物を少量含む 黒褐色10YR3/2 炭化物を若千含む

灰黄福色10YR4/2 シ,レ ト 焼上、炭化物を含む 黒色10YR2/1 砂質シル ト 白色針状物質を含む

褐灰色10YR4/ユ 焼土を含む 褐色10YR4/4 粘上質シル ト 炭化物、酸化鉄を含む

褐灰色7 5YR4/1 シル ト質粘土 焼上、炭化夕を多量含む 褐灰色10YR4/1 粘土質シルト によい黄撮色iOYR5/3小フロックを含む

灰色7.5YR5/1 シルト質粘土 灰 、焼土、炭化物を含む におい黄褐色10YR5/3 褐灰色IOYR4/1小 ノロック、マンガン斑を含ff

暗灰黄色2.5Y4/2 天丼崩落土、炭化夕を含む 黒褐色10YR3/1 粘質土

暗オリーフ褐色25Y3/ 粘主質シル ト 天丼崩落■、酸化鉄を含む 灰黄褐色10YR4/2 酸化鉄を含む      (柱 痕跡)
オリーブ褐色2.5Y4/4 粘上質シル ト 天丼崩落上、焼土を少量含む 褐灰色iOYR4/1 ン,レ ト 酸化鉄を含む      ( 〃 )
オリーブ褐色2 5Y4/3 粘土質ンル 天丼崩落と、焼■を多量、炭化物を含む 黒褐色iOYR3/1 粘土質ンル ( )

暗オ リープ褐色25Y4/ 粘土質シル ト 炭化物を多量含む 灰黄褐色10YR4/? ンルト

黒褐色2 5Y3/2 天丼崩落上、院上、炭化物を含む 灰黄褐色10YR4/2 マンガン斑を含む    (柱 痕跡 )
灰オリープ色5Y4/2 粘土質シルト 天丼崩落上、炭イと物を多量含む 灰黄褐色10YR4/2 黒慰叫R″1お貫土アロッタ、腕土蔵を含む  (〃 )

オリーブ絶 10YR4/2 焼■t、 炭化物をパミスを多畳含む(カマド緒喪■) 黒褐色10YR2/2 砂質粘土 酸化鉄を含む      ( 〃 )
によい黄褐色iOYR5/3 酸化鉄を含む  (カ マド掘り方埋土) 責灰色2 5Y4/1 ガン斑を合む

暗灰黄色2.5Y4/2 ( ) 灰責褐色10YR4/2 黒色10YR211粘 質土アロックを歩量台む

にぶい黄褐色10YR4/8 粘土質シルト 続と、え駒を含む (   〃   ) 暗褐色10YR3/3 焼上紅を若干、マンガン疵を多畳含む   (醐
褐色7 5YR4/4 粘土質シル ト 焼土、炭化物を多重含む (住居掘,方4r) 黒褐色10Y烹 3/2 焼土粒を若干、マンガン斑を多量含む

オリーノ褐色2 5Y4/3 粘上質シル ト ミスを含む    (  ガ  ) 黒褐色10YR3/2 砂質ンルト 黒色10YR2/1粘 質上プロックを含む

オリーブ褐色2 5Y4/3 粘上質シルト 焼と、炭イヒ物を合J   ¶日カマド掘,テ壇1) にぶい黄褐色10YR4/3 砂質シルト 焼土、炭化物を多く含む

黒掲色10YR3/2 粘上質シル Ⅲ 携と、炭化物を含む   (   〃   ) 黒褐色10YR2/2 粘質土 炭化物、酸化鉄、マンオン斑を少量含む (醐
旧髄 | 黄禍色2 5Y4/ユ 天丼崩落上、炭化物を含む 黒褐色10YR2/2 粘上質ンル ト 炭イヒ物、酸化鉄、マンガン斑を着干含む

におい黄褐色iOYR4/2 天丼崩落上、焼■、炭化物を多量含む にぶい黄褐色10YR4/3 炭化物、酸化鉄、マンガン斑を少量含む

暗灰黄色2.5Y4/2 炭化物を少量含む 黒褐色10YR3/1 粘上質ンル ト 炭化物、酸化鉄、マンガン斑を少量含む

オリーブ褐色2.5Y4/3 天丼崩落土、反化物を少量含む 暗褐色10YR3/3 砂質ンル ト 焼■、炭化夕を多量含む

灰色5Y4/1 炭化物を多量含む 灰黄褐色ユOYR4/2 炭化物、酸化鉄、マンガン斑を少量含む

黒褐色7 5YR2/2 粘土質ンル ト 焼と、炭化物を多量含む

黒褐色10YR3/2 径201d程 の境土ノロック、炭化物を含む

にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質シルト 径20m以上の擁とアロック、炭化物を歩量含む

14カッ
クラン
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層  位 種 類 口径 底径 器高 葺/E 残存 特 徴 登録

1 周溝 土師器不 12 8 外 :ヘラケズリ→ヘラミガキ C15
2 〔層 土師器不 1 外・底 :ヘラケズリ→ヘラミガキ 内 :ヘラミガキ、黒色処理

3 床 面 土師器不
日外 :ヨ コナデ→ヘラミガキ 体外 :ヘ ラケズリ→ヘラミガキ
内 :ヘ ラミガキ黒色処理

床面 土師器不
日外 :ヨ コナデ→ヘラミガキ 体外 :ヘ ラケズリ→ヘラミガキ
内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

5 土師器不 84 内外底 :ヘ ラミガキ、黒色処理

6 床 面 上師器鉢 23 4 11 5 (1/3)
日外 :ヨ ヨナデ 体外 :ヘ ラケズリ→ヘラミガキ 内 :ヘ ラミガキ、
黒色処理 底 :ヘ ラケズリ?

7 カマ ド内 上師器萎 国内外 :ヨ ヨナデ 体内 :ヘ ラナデ
8 カマ ド袖上 土師器率 87 外 :ナ デ 底 :木葉痕
9 床 面 須恵器郭 底～体下 :手持ちヘラケズリ 内外 :ロ クロナデ
10 I層 須恵器郵 底 手持ちヘラケズ リ

11 床 面 須恵器lTN 11 2 底 回転ヘラケズリ

掘 り方 須恵器甕 V4> 内外 :ロ クロナデ E22

第24図 S12出土遺物 ,(1)



層  位 種 類 属径 器高 底/口 残存 特 徴 登録

1 床面 須蕉器牽 1/4> 内外 :ロ クロナデ

第25図 S12出土遺物 (2)

S13住居跡 (第26図 )

[位置・確認面]HItt B・ C-12・ 13グ リッドの 5層上面で確認した。

[重複]S12の煙道部に切られ、また北西部が SD lに大きく切られていることから、S13は

S12、 SD lよ り古 Vゝ。

[平面形。規模]隅はわりと角をもつ正方形を呈する。北。西壁が失われているため定かではな

いが、一辺は 4～4.2mで ある。

[堆積土]21層に分層される。1～10層は住居内堆積土、11～15層は煙道内堆積土でいずれも自

然堆積層である。16層カマド構築上、17～19層はカマド掘り方埋土、20。 21層は住居掘り方埋

上で人為堆積層である。カマド底面上に堆積する9層は焼土・炭化物を多量に含んでいる。

[床面]20層を床面としている。ほぼ平坦であるが、中央が僅かに高まっている。

[壁]SD lに よる削平のための北壁全体と西壁の大部分が失われている。残存部分での壁の高

まりは15～25cmで、急な立上りをみせる。

[柱穴]住居内に10個のピットを確認した。P2・ 6・ 7・ 8は径60～70cmと 大きいが、他の

ものも含め深さは全て20cm内 と浅く、柱痕跡のあるものはみられなかった。P7については残

存は悪いが位置的に主柱穴の一つである可能性が強い。その他については判然としない。

[周濤]確認されなかった。

[カマド]東壁の南より付設されている。両袖部とも残存し、規模は幅80cm、 奥行80cmで、燃

焼部底面は住居床面からやや窪んでいる。燃焼部底面に焼け面はみられなかったが、カマド外

の床面上に焼土・炭化物ブロックの分布する範囲がみられた。構築にあたっては壁際に浅めの

掘り方を設け、17～19層で整地した後に本体を構築しているものとみられる。煙道は天丼が無
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層位 土  色 土 性 備 考 層位 土  色 土  性 Fli 考

1 にぶい範 10YR4/3 シル ト質粘土 黒褐色10YR2/2 粘上質シル ト 焼上を少量、炭化物を含む

2 暗褐色10YR3/4 砂質シル ト にぶい黄褐色10YR5/3 粘上質シル ト 焼土粒を含む (カ マド構築土)

にぶい黄褐色10YR4/3 砂質シル ト 酸化鉄を少量含む 粘土管 シル ト 続上、炭化物を多且含む  (カマド撮り方理上)

にぶい黄褐色10YR4/3 砂質シル ト 焼土、酸化鉄を多量含む にぶい黄褐色10YR5/3 粘土質 シル ト 4■を塘、航に則効鯵齢む ( ′ )
5 福色7.5Y4/3 焼土ブロック、酸化鉄を含む 褐色10YR4/4 粘土質 シル ト 焼上、炭イ駒、酸化鉄を少量含む ( 〃 )
黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 焼土ブロックを含む 褐灰色10YR4/1 シル ト 腕 、脚ヒ鉄を含む  (住

=掘

,方埋1)

7 黒視色 10YR3/2 シル ト 焼上、酸化鉄を少量含む 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 酸化鉄をケ量含む      (   〃   )

灰黄福色10YR4/2 粘土質シル ト 焼土粒を含む Pl l 灰黄褐色10YR5/2 粘土質 シル ト 焼上、酸化鉄を少量含む

暗掲色 10YR3/3 粘土質シル ト 焼上、炭化物を多量含む P21 灰黄ttB色 10YR5/2 粘土質 シル ト 焼上、酸化鉄を少量含む

10 にぶい黄褐色10YR5/3 粘土質シル ト 焼上、炭化物を少量含む P3 1 にぶい黄褐色10YR5/3 焙土質 シル ト 焼土ノロック 炭化物、酸イと鉄を少量會む
と] にぶい黄褐色10YR4/3 砂質 シル ト 酸化鉄を多量含む P4 1 灰黄褐色10YR5/2 粘主質シル ト 酸化鉄を少量含む

12 に解説ヨ10YR3/3 シル ト 下面に炭化物、酸化鉄を少量含む P6 1 灰褐色10YR4/2 粘土質 シル ト 洗とを多量、炭化物を少望、酸化鉄を着干含む

褐色10YR4/4 砂質ンル ト 焼上、炭化物を多量含む 2 灰褐色10YR5/2 粘土質シル ト 焼と、炭摺物は多畳、剛と鉄を少量含む

14 にぶい黄褐色10YR4/3 砂質 シル ト 焼土プロック、炭化物を含む 3 黒褐色10YR3/1 粘土質 シル ト 酸化鉄を少量含む

第26図 Si 3住居跡
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層  位 種 類 回径 底径 器 高 底 /口 残存 特 徴 登録
堆積土 土師器不 14,7 内外 :ヘ ラミガキ、黒色処理

2 堆積土 土師器邦 1/4> 日外 :ヨ ヨナデ 体外 :ヘラケズリ→ヘラミガキ 内 :ヘラミガキ、黒色処理 C25
3 堆積土 土師器郷 外 :沈線、黒色処理 ? 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

第27図 Si 3出土遺物

く、長さ1.6m、 幅30cm前後、深さは東壁際では 7 cmと 浅いが、底面は急な傾斜で、先端で55

cmの深さとなる。壁面は南壁側でオーバーハング状に残存することから残存の良好な煙道と

いえる。焼け面はみられない。

[その他]Plは カマドの左側に位置し、形態から貯蔵穴と考えられ、また P2・ 3・ 8につい
ても規模のわりには浅い土坑状のもので、同様の性格を有しているものと考えられる。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器不・甕、須恵器不・甕が出上している (第27図 )。
1は丸底の杯で、内外面黒色処理される。 3は体外面に沈線が施されるが粗雑である。

[小結]住居に伴う遺物がないものの、堆積土出土土器の特徴から、奈良時代国分寺下層式期の

住居跡と考えられる。

S14住居跡 (第29図 )

[位置・確認面]HItt B o C-18グ リッド中心に 5層上面で確認した。

[重複]S15を切っていることから、S15よ り新しい。

[平面形 。規模]隅丸のやや東西に長い長方形を呈する。東西軸長は4.6～4.9m、 南北軸長は

3.9～ 4.3mで、北壁を除く壁は中央でやや外側に張り出す形となっている。

[堆積土]16層 に分層される。1～ 6層は住居内堆積上、7層は煙道内堆積上でいずれも自然堆

積層である。 8層はカマド内支脚の掘り方埋土とみられるが、支脚自体は無かった。 9～ 16層

は住居掘り方埋上で人為堆積である。これらの中でも13～16層はカマド下部に整地されたもの

とみられる。

[床面]12層を床面としている。ほぼ平坦であるが、中央が僅かに窪んでいる。

[壁]全周して残存している。残存は良好な箇所で30cmで、北・東壁は急な立上りをみせるが、

西・南壁は壁中位に段を形成しながら緩やかに立上っていく。

[柱穴]住居内外に10個のピットを確認した。Pl・ 2・ 3・ 5。 8・ 9。 10は壁部分に位置し、
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第28図 S14住 居跡



層位 土   色 土 性 備 考 層位 土   色 土 性 備

灰黄褐色10YR4/2 粘上質ンル ト 炭化物を含む 暗褐色iOYR3/3 シル ト質粘上 黒色土を少量含む   (柱痕跡)
黒褐色10YR2/3 粘土質シルト 焼上粒を少量、炭化物を含む 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 黄縄色上ノロックを含む

にぶい黄褐色10YR5/3 粘土質ンル ト 黄禍色10YR4/2 シル ト質粘土 マンガン斑を少量含む (柱痕跡 )
黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 砂質土 (細砂 )を 多量含む 黒褐色10YR3/2 粘土質ンルト 黄褐色土プロックを含む

黒褐色iOYR2/3 粘上質シルト 径 1～ 2 dldの焼土粒炭化物を含む 褐色10YR4/4 粘土質シルト

黒褐色7 57R3/2 粘上質ンル ト 径 3～ 5 EEの焼上炭化物を含む 褐色10YR4/4 粘土質シル ト

暗褐色10YR3/4 粘土質シル ト 焼土粒、炭化物を含む 暗褐色10YR3/3 粘土質ンル ト 焼土粒を少量、パ ミスを含む

暗褐色10YR3/3 粘上質シルト 焼土粒、炭化物を少畳含む  (支脚掘,方 ?) 暗褐色 10YR3/4 粘上質シル ト

褐色7 5YR4/6 粘土質シル ト 赤変し国 くしまる 黒褐色10YR3/2 粘土質ンル ト

明褐色7.5YR5/6 粘■質シル ト 赤変し国くしまる 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト

暗褐色10YR3/3 径10mm内の焼土ノロック、炭化物を含む 暗褐色10YR3/4 粘上質シルⅢ

暗褐色10YR3/3 粘土質ンルト 黒褐色とプロックを含む  (住居掘り方理■) 暗褐色10YR3/3 粘土質ンル ト

褐色10YR4/4 粘上質ンル ト (カ マド基礎埋■) 褐色10YR4/4 粘土質シル ト

暗福色10YR3/3 粘上質ンル ト 炭化物を少量含む  (   〃   ) 暗褐色ユOYR3/4 粘土質シル ト 廃上粒を少量含む

暗褐色10YR3/4 粘上質シルト 馳 カックを多無船■、則効を少鈴 む( 〃 ) 黒褐色10YR2/3 粘上質ンル ト

暗褐色10YR3/3 粘土質ンル ト 黒褐色土ノロックを含む  ( 〃 )

P2・ 3に は柱痕跡がみられることから、これらは壁柱穴と考えられる。また P4についても

橋円形ではあるが同様の位置にあることから、柱材の抜取りにあった壁柱穴の可能性が考えら

れる。壁柱穴は径が25cm内 と小規模で、床面からの深さも30cm内 とわりと浅く、掘り方先端

部の幅は狭いものである。

[周濤]東壁の北半部にみられるのみで、幅は10～40cmと 一定せず、深さも5 cm内 と僅かな

ものであった。

[カ マド]北壁東よりに付設されている。両袖部とも残存し、規模は幅90cm、 奥行60cmで、燃

焼部底面は一部でやや盛り上がり、左側袖部側面にかけて焼け面がみられる。構築にあたって

は住居全体の掘り方埋上である12層 を整地する前に、カマド下部のみの整地を行い、その上に

本体を構築しているものとみられる。煙道は天丼が無く、S11～ 3に比べると長さ90cmと 短

く、幅は30～ 35cm、 深さ10cm内 と浅く一定している。煙道内に焼け面はみられなかった。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器邪 (第29図 2)・ 甕、ロクロ土師器不・甕、赤焼

土器不、須恵器不 (3～ 5)・甕が出上している。 2の上師器イは粗いヘラミガキが施されてい

る。 3～ 5の須恵器不は底部が回転ヘラ切りである。 3は器高が高く、体部は直線的に外傾し

ている。床面出土遺物 非ロクロ土師邪 (1)、 甕、須恵器甕 (6)が出上している。 1は平底

の不である。ビット出上遺物 ピット1・ 7か ら、非ロクロ土師器甕が出土しているが、小破

片で図示できる資料はない。

[小結]床面出土土器の特徴から、奈良時代国分寺下層式期の住居跡と考えられる。

S15住居跡 (第30・ 31図 )

[位置・確認面]HItt B-19グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]S14・ 8に切られていることから、S14・ 8よ り古い。

[平面形・規模]一部隅丸の正方形を呈し、一辺は5.2m前後で、北壁はカマドを境に右側が張



0                         10cm

層  位 種 類 口径 底径 器 高 巨/「 残存 特 徴 登録

1 床 面 土師器郷 8.2 4.2 1
口外 :ヨ コナデ→ヘラミガキ 体外 :ヘ ラケズ リ→ヘラミガキ
内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 底部破損

2 堆積土 土師器邪 (1/4)> 外 :ヘ ラミガキ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 C27

3 2層 須恵器坪 12_ 7_5 4.1 ).6 底 :回転ヘラ切 り 内外 :ロ クロナデ
と 層 須恵器邦 8.1 底 :回転ヘラ切 り E25

5 1層 須恵器邪 8.3 底 :回転ヘラ切り E24

6 床  面 須恵器甕 外 :平行タタキ 内 :ナ デ

4出土遺物

り出している。

[堆積土]30層に分層される。1～ 19層は住居内堆積上で、基本的に自然堆積層である。20～ 22

層はカマド構築土とみられ、23～30層は住居掘り方埋土で人為堆積層である。

[床面]23～28層を床面としているが、大部分を占めるのは27層である。平坦であるが、西側を

除きやや窪んでいる。

[壁]ほぼ全周して残存しているが、北東部はS14に切られているため、残存状況は極めて悪

い。他は20～25cmの残存で、各壁とも急な立上りをみせている。

[柱穴]住居内に10個のピットを確認した。Pl・ 5・ 7・ 10に は柱痕跡がみられ、配置からみ

て主柱穴と考えられる。規模はP5。 7・ 10が長軸長75cm内、短軸長55cm内の楕円形を呈し、

Plは径35cmのやや小さな円形で、深さは40～50cmである。

[周濤]北東部で S14に切られている箇所にみられない他は存在し、本来はカマド部分を除き
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層位 土  色 上 性 備 考 層位 上  色 土 性 備 考

オリープ褐色2 5Y4/4 シル ト質粘上 酸イヒ鉄、マンガン斑を少避、パミスを若千含む 灰黄褐色10YR4/2 ンル ト質粘土 焼上、炭化物を含む   (柱 痕跡 )

暗灰褐色2.5Y4/2 ンル ト質粘土 酸化鉄、マンガン斑を少畳、パミスを着干含む 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト

暗褐色10YR3/3 粘土質シルト 酸化鉄を若干、マンガン斑を少量合む オリーブ褐色25Y4/ 粘■質シルト 廃上、酸化鉄を少量含む

オリープ褐色2 5Y4/4 ンル ト質粘上 灰色土ブロック、酸化欽を少量、パミスを若子含む 黒褐色10YR2/3 粘質土 灰也 黒色とを少量、擁と、炭化物を歩量含む

暗灰褐色10YR3/3 粘土質ンル ト 焼土、マンガン斑を少畳、酸化鉄を考千含む Pl l 黒褐色10YR2/3 ンル ト質粘上 焼上、炭化物を多畳、黄色■、マンガン班を少畳含1

オリーブ褐色2 5Y4/4 シル ト質粘上 酸化鉄を少量、マンガン斑を若干含む 暗褐色iOYR3/3 粘上質シル ト 黄阻、鷹よ 触 、脚肋、マンガ期を処硲も

黒褐色10YR2/3 粘土質ンル ト 黒灰tとを少量、翻ヒ鉄、マンガン班を者干含む 暗褐色10YR3/4 粘土質ンルト 酸化鉄、マンガン斑 を少量含む

黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 焼上、炭化物を少量含む 暗灰黄色2 5Y4/2 粘質上 焼上、酸化鉄、マンガン斑を少量含tF

黒褐色10YR2/3 粘質上 部分的に砂粒を少避、擁■、炭化物を多量含む 黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト 組 、灰巴、触、則物、配肱 マンガン斑を握台む

暗褐色10YR3/4 粘土質シルト 黒灰色小ブロック、酸化鉄を少量含む 灰黄褐 10YR4/2 濫土質ンル ト (柱痕跡 )

暗福色 10YR3/4 ンル ト質粘上 焼上を少量、マンガン斑を多量含む 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト

暗オリーク縄色2 5Y3/3 粘土質ンル ト 黒灰色上を多量、酸化鉄を着干含む 黒褐色10YR2/2 粘土質ンル ト

暗褐色10YR3/4 ンルト質粘上 部分的に砂粒、酸化鉄を少量含む P,1 暗灰黄色2 5Y4/2 粘土質シル イ蝶、開ヒ鉄、マンガン斑を多畳、パミスを少量含む

暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト 炭化物を多量、酸化鉄、マンガン斑を少量含む 灰黄褐色10YR4/2 粘土質シル ト (柱痕跡 )

暗褐色10YR3/4 ンル ト質粘土 灰色と、酸化鉄、マンガン斑を少畳含む 黒褐色OYR2/2 粘土質シル ト

黒褐色10YR3/2 粘■質シル ト 灰色上を少量、マンガン斑を多量含む におい黄禍色OYR4/3 粘土質シル ト

黒褐色10YR3/2 粘土質ンル ト 灰色上、焼土、炭化物を多量含む によい黄褐色IOYR5/2 粘土質ンル ト (柱痕跡 )

黒褐色 10YR3/1 粘土質シル ト 焼上粒を多量、炭化物 を少量含む にぶい黄褐色10YR4/9 粘土質シル ト ( )

暗灰黄色10YR3/3 粘土質ンル ト 責色と、燒土、酸化鉄、マンガン斑を少量含む 灰黄褐色10YR4/2 粘土質シル ト

オリープ褐色2 5Y4/3 ンルト質粘上 灰色と、マンガン疑を夕量、酸化鉄、パミスを若千含む 黒褐色10YR3/2 粘土質ンルト

暗灰黄色2 5Y4/2 粘土質シル ト 黒灰色上、マンガン斑を少量含む 黒褐色10YR3/1 ンル ト質粘土

暗褐色7 5YR3/3 粘土質ンル ト 廃土粒、炭化物を多量含む 黒褐色10YR3/2 ル ト質粘土

暗赤褐色 5 YR3/2 焼上層、炭化物を若千含む 個謝 ,翔幽
褐色10YR4/4 ンル ト質粘上 穎饉猟 触 斑欧マンル斑を姻含む

暗褐色 10YR3/4 ンル ト質粘上 炭駒め量、酸艤、マンル斑抄鮒 む

褐色10YR4/4 景灰色と、翻ヒ鉄 マンガン班を処 含む

黒褐色IOYR2/3 ンルト質粘土 黄も■を多量、酬僚 マンガ期を夕量含む

褐色10YR4/4 欺倒欧酪際を少はマンガン競を多量含む

暗灰黄色ワ 5Y4/2 粘土質シル ト マンガン斑を多量含む

灰黄褐色10YR4/2 粘土質シルト 黒欲 酸餘、マンル斑を処含む

第31図  Si 5住居跡 (2)



0                       10cm

層  位 種 類 回径 底径 器高 巨/口 残存 特 徴 登録

1 床  面 土師器郵 17. 4 日外 :ヨ ヨナデ 体外 :ヘ ラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
2 土師器甕 14. 8.5 国内 :ヨ ヨナデ 体内 :ヘ ラナデ 底 :木葉痕

第32図 S15出土遺物

全周していたものと考えられる。幅は東。南・西壁が20～30cmなのに対して、カマド左側北壁

部分は10cmと 極端に狭 くなる。従って断面形は三辺が緩かなU字形、北壁はV字形で、幅の

わりには深いものとなっている。

[カ マド]北壁やや西よりに付設されている。袖部は左側のみに残存している。燃焼部中央の17

層上面に焼け面がみられた。また17層を除去したところ、29層上面においても焼け面がみられ、

左側袖部内側に細い濤が切ってあることから、カマド内における使用面が大きく2面あること

がわかつた。新しい面を形成するにあたっては、17～19層を整地することによってカマド奥壁

も新たに形成している。当初カマドの構築にあたっては、壁際に東西50cm、 南北60cm程 の住

居掘り方よりやや深めの掘り方を設け、他とは別の埋上をもって整地した上に本体を構築した

ものとみられる。煙道は天丼が無く、長さ1.7m、 幅30～ 40cm、 深さは北壁際で10cmと 浅く、

底面は途中に段を持ちながら緩かに下り、先端は30cmの深さとなる。煙道内に焼け面はみられ

なかった。

[そ の他]P2と P4はカマドの左右に位置することから、貯蔵穴と考えられる。両者とも平面形

は円形で、規模は径70cm前後、深さはP2が 10cm、 P4が18cmで、壁が緩かに立上る土坑状

のものである。P6は P2・ 4と 同様の形態で、中には礫が多く含まれていたことから、何等

かに使用された施設リーつとみられる。また P6の】帥 1床面上に河ヽさな焼け面がみられた。

住居の掘り方を完掘したところ、南半部とカマド下部の掘り方底面において工具痕跡とみら

れるものを多数検出した。これらは特に周辺部の掘り方の深い箇所にみられ、形状はさまざま

であるが、鋤状の道具に特徴的な底面幅のない三角形プランが多くみられ、住居を作る際の痕

跡と考えられる。痕跡の方向性や連続性などについては明瞭でない。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器邪・甕、ロクロ土師器甕、須恵器不・甕が出土し
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目色 土  色 土 性 備     考

灰黄褐色10YR4/2 粘土質シル ト 酸化鉄、マンガン斑を含む

にぶい黄褐色 loYR4/3 粘■質シルト 酸化鉄を含む

黒褐色10YR3/2 粘上質ンル ト

暗褐色10YR3/3 粘上質シル ト マガン斑を少量含む

黒褐色10Υ R3/2 粘土質ンルト マンガン斑、パ ミスを含む

にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質シル 酸化鉄、マンガン斑を合む

暗褐色10YR3/3 粘上質シル ト マンガン斑を含む

黒褐色10YR3/1 粘土質シル ト

におい黄褐色10YR4/8 ンルト質粘上 ンガン斑を含む

暗褐色10YR3/3 粘上質シル ト 酸化鉄、マンガン斑を含む

黒禍色10YR3/2 粘土質シル ト 黒褐色ノロック、駿化鉄を合む

暗褐色10YR3/4 粘土質ンル ト

にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質シル ト 酸化鉄、マンガン斑を少量含む

にぶい黄褐色10YR4/8 粘土質ンル ト 酸化鉄、マンガン斑を少量含む

灰黄褐色IOYR4/2 粘土質ンルト 炭化物、マンガン斑を含む

灰黄褐色10YR4/2 シル ト質粘土 マンガン斑を少量含む

黒禍色10YR3/1 粘土質ンル Ⅲ ガン斑、パ ミスを含む

黒褐色10YR3/2 粘上質シルト 黒褐色プロックを含む

灰黄褐色10YR4/2 粘土質ンル ト

黒福色I07R2/2 粘土質シル ト マンガン斑、バミスを少量含む

第33図 S16住居跡

ている。床面出土遺物 非ロクロ土師器不 (第32図 1)。 甕 (2)、 須恵器甕が出土している。
1の土師器郭は外面に段を持つ。 2の甕はカマドから出上している。国縁部は直立している。

ビット出土遺物 ピット2・ 4・ 5・ 7・ 8か ら非ロクロ土師器杯・甕、ピット2か ら須恵器

不が出上しているが、小破片で図示できる資料はない。

[小結]床面出土土器の特徴から、 7世紀後半から8世紀初頭の時期の住居跡と考えられる。

S16住居跡 (第33図 )

[位置 。確認面]HItt D・ E-18・ 19グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]無かった。

[平面形・規模]東半部が調査区外となっているが、隅丸の方形を呈するものとみられる。西壁

長は4.7mで、確認できた北壁は2.5m、 南壁は1.7mである。北西及び南西壁は鋭角となってい

る。

[堆積土]20層に分層される。全層とも住居内堆積の自然堆積層で、南半部は 2・ 4層が大部分

を占める安定した堆積状況であるが、北半部は住居北側から土砂の流入が頻繁だったものとみ

られる。



[床面]地山層を床面としている。ほぼ平坦であるが、中央が僅かに高まっている。

[壁]確認された部分での残存は良好な箇所で25cmで、いずれの壁も急な立上 りをみせてい

る。

[柱穴]確認されなかった。

[周濤]確認されなかった。

[カマド]確認されなかった。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器郭・甕、須恵器甕が出上しているがいずれも小破
片である。

[小結]住居跡の時期は不明である。

S17住居跡 (第34図 )

[位置・確認面]HItt D・ E-20グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]S110を切り、S18に切られることから、S110よ り新しく、S18よ り古い。

[平面形・規模]隅丸の方形を呈するものとみられる。規模は北 。西・南壁の一部の残存である

ため不明瞭であるが、南北3.8～ 4.3m、 底面施設の位置からみて東西 4m前後とみられる。
[堆積土]5層 に分層される。 1～ 3層は住居内堆積上、 4・ 5層は北壁際に限定してみられる
住居掘り方埋土とみられ、前者は自然堆積層、後者は人為堆積層とみられる。

[床面]大部分が地山層、一部 4層 を床面としている。ほぼ平坦である。

[壁]残存状況が極めて悪 く、良好な箇所でも5 cm程度の立上りをみせるにすぎない。

[柱穴]住居内とみられる床面に17個のピットを確認した。全て小規模なもので、Pl・ 2・ 3・

7に柱痕跡とみられるものがあった。これら4つ は他の住居跡の主柱穴とは異なる配置状況を

みせる。他のピットについては積極的に柱穴とするには至らなかった。

[周濤]確認されなかった。

[カマド]住居東端部とみられる箇所に地山層上面での焼け面がみられた。このことからカマド
は東壁側に付設されていたものとみられ、焼け面の状況から考えると、カマド本体は上層によ

り削平を受け、すでに失われているものとみられる。カマド下部に掘り方などは確認されなか

った。

[その他]推定されるカマド位置から考えると、P8はその左側に位置し、浅めの上坑プランを
呈することからも貯蔵穴の可能性がある。 この他にもP13・ 17に ついても柱穴とは言い難く、
何かしらに使用された施設と推定される。

住居掘り方底面は北壁西半部際のみが落込んでいる。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器不・甕、ロクロ土師器イ・甕 (第35図 5)、 赤焼
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層位 土   色 土 性 備 考 層位 土   色 土 性 備 考

1 灰黄褐色10YR5/2 砂質シル ト 灰自色、マンガン斑を含む 3 にぶい責褐色10YR5/3 シル ト質粘土 マンガン斑を少量含む
2 灰黄褐色 10YR5/2 砂質シル ト 灰自色火山灰を含む P9 1 褐灰色 10YR5/1 砂質シル ト 焼土粒、炭化物を含む
3 灰費褐色10YR6/2 灰自色火山灰を多量、マンガン斑を含む 2 褐灰色10YR6/1 シル ト
4 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト マンガン斑を少量含む   (倒吾掘り方埋土?) 3 灰黄色褐色10YR4/2 砂質シル ト 褐灰色上プロックを含む
5 灰黄褐色 10YR4/2 結土質シル ト 炭化物、マンガン班を少量含む(   〃   ) 灰黄褐色 10YR4/2 砂質シル ト 焼土ブロックを含む
Pl l 責灰色2.5Y5/2 シル ト (柱痕跡 ) P10 1 灰黄褐色10YR4/2 焼上粒、マンガン斑を少量含む
2 にぶい黄褐色10YR5/4 砂質シル ト 黒褐色10YR3/1砂質シルトノロックを含む 2 灰黄褐色10YR5/2 マンガン斑を含む
P2 1 暗黄褐色 10YR5/2 シフレト マンガン斑を含む (柱痕跡 ) 1 灰黄褐色 10YR4/2
2 暗褐色10YR3/3 地山土をプロック状に含む 2 褐灰色10YR4/1 シル ト
P3 1 にぶい黄褐色10YR5/3 炭化物少量、マンガン斑を含む P12 1 極暗褐色7 5YR2/3 砂質ンル ト 焼土粒を含む
2 にぶい黄褐色10YR7/4 砂質シル ト 2 灰黄褐色 10YR4/2 砂質シル ト

3 褐灰色10YR4/] 3 灰褐色10YR5/2
P4 1 灰黄褐色10YR5/2 砂質シル ト 1 褐灰色10YR4/1 焼上、炭化物を含む
2 灰黄色 10YR4/2 シル ト マンガン斑を多量含む 2 にぶい黄褐色10YR5/3 ンフント
P5 ] 灰黄褐色10YR5/2 砂質シル ト 焼土づ、炭化物を含む 3 黒褐色10YR3/2 ンル ト
2 褐灰色10YR6/1 粘土質シル ト 酸化鉄を少量含む P14 1 にぶい黄糖抱 10YR4/3 砂質シル ト マンガン斑を少量含む
〕 褐灰色 10YR4/1 粘上質シル ト 焼上、炭化物を少量含む 2 暗褐色 10YR3/3 砂質ンル ト マンガン斑を着千含む

P6 1 灰責褐色10YR4/2 ンル ト質粘土 マンガン斑を含む P151 噛 10YR3/3 シル ト 焼土、炭化物、マンガン斑を含む
2 褐色10YR4/4 ンル ト質秒 2 にぶい黄褐色10YR4/3 シル ト 灰色粘質土、マンガン斑を含む
3 にぶい黄褐色10YR4/3 シル ト 灰色粘上質、マンガン斑を合む P16 1 暗褐色 10YR3/4 砂質シル ト 炭化物を少量含む
P7 1 灰黄褐色10YR6/2 ンル ト 焼上、炭化物を少量含む  (柱痕跡) 2 にぶい責褐色10YR4/3 炭化物を少量含む
2 灰黄褐色10YR5/2 シル ト 酸化鉄、マンガン斑を少量合む P17 1 灰黄福色10YR4/2 粘上質シル ト 炭化物を含む
P3 1 シル ト質砂 酸化鉄を含む 2 灰黄褐色 10YR5/2 ンルト質粘土 ゼ1、 焼土粒、炭化物 を含む
2 灰黄褐色10YR4/2 シル ト質砂 続土辻、炭十ヒ物を多宣、マンガン理を含む 3 黒褐色7.5YR3/2 シル ト 焼土粒、炭化物を含む

第34図 S17住居跡



Ocm

層  位 種 類 回径 底径 器高 底/口 残存 特 徴 登録
よ P822 上師器不 6 底 :回転糸切 り 外 :ロ クロナデ ぬ :ヘ ラミガキ、黒色処理 D15
2 P10上面 須恵器不 14.5 7 4_3 1 底 :回転糸切 り 内外 :ロ クロナデ
3 床面直上 須恵器不 14. 6.1 4_8 0_ 48 底 :回転糸切 り 内外 :ロ クロナデ
4 床面直上 土師器甕 内外 :ロ クロナデ 内面にスス付着 D17
3  層 土師器甕 14. 肉外 :ロ クロナデ

第35図 S17出土遺物

土器不、須恵器不が出土している。床面出土遺物 非ロクロ土師器杯、ロクロ土師器イ・甕 (4)、
須恵器不 (3)。 甕が出上している。 3は底部の切 り離しが回転糸切り後無調整のものである。

ビット出土遺物 ピット5・ 8・ m。 17からロクロ土師器不・甕が、ピット8か ら赤焼土器邪
が出土している。 1は P5出上の上器の上師器不である。 2は Pll出上の須恵器不である。
[小結]床面出土土器の特徴から、平安時代の表杉ノ入式期 (9世紀代)の住居跡と考えられる。

S18住居跡 (第36図 )

[位置 。確認面]HItt C・ D-19・ 20グ リッドを中心とした 5層上面で確認した。

[重複]S15。 7・ 10を切っていることこから、これらの住居より新しい。

[平面形。規模]南端部が失われているため不明であるが、隅丸の長方形を呈するものとみられ

る。東西軸長3.6～3.8m、 南北軸長は周濤状プランからみて5.3m以上で、残存する壁は直線的

ではない。

[堆積土]9層 に分層される。ごく一部にみられる 1・ 2層は住居内堆積上で自然堆積層、 5層
はカマド構築上、 3・ 4・ 6～ 9層は住居掘り方埋土とみられ、人為堆積層である。 3・ 4層

は本来 6層であったものが焼土化し変質したものである。
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2号土坑遺物出土状況

掲色10 YR4/4

層位 土  色 土 性 層位 上  色 上  性 備 考

にぶい黄褐色10YR5/4 シルト 暗褐色10YR3/4 粘上質ンル (柱痕跡 )

にぶい黄禍色10YR5/4 粘上質ンル 焼上、炭化物を含む 灰黄褐色10YR4/2 粘土質シル

暗赤禍色 5 YR3/3 褐色10YR4/4 粘土質ンル 黒褐色ノロックを含む

極暗赤褐色5 YR2/3 粘土質ンル ト 暗褐色10YR3/4 粘上質ンル (柱痕跡 )

にぶい黄褐色10YR5/4 魁、マンガ/4をケ踏む      0マ ド鶴 灰黄福色iOYR4/2 粘土質シル )

褐色10YR4/4 粘土質シル ト 購仏 険敵 マンガ貌、ベスを少畳含む 他頚編,方趾 掲色10YR4/4 粘上質シル 黒褐色ノロックを含む

暗褐色IOYR3/4 粘土質ンル ト にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質シル (柱痕跡)

にぶい黄偶色10YR4/2 粘上質ンルト マンオン斑、パミスを少蛤 む     ( ″ ) 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ( )

暗褐色10YR3/3 粘上質ンル ト 焼上プロッタ、マンガン産を含む          (  〃  ) 灰黄褐色iOYR4/2 粘土質シル )

1坑 1 1 灰黄褐色10YR4/2 粘上質ンル ト 炭化物を少量含む によい黄褐色10YR5/3 粘上質ンル

土坑2 1 褐色10YR4/4 粘上質シルト P4 1 にぶい黄褐色10YR4/3 粘上質シル (柱痕跡 )

にぶい黄褐色10YR5/4 粘上質ンル ( )

第36図 S18住居跡



0            〕

層  位 種 類 回径 底径 器高 医/E 残存 特 徴 登録

1 堆積土 土師器郷 6_1 5 1 0.3 底 :回転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 外 :ロ クロナデ D23
2 堆積土 土師器邪 5_4 0_3 底 :回転糸切り 内 :ヘラミガキ、黒色処理
3 堆積土 赤焼土器邦 6.1 4.3 0_ 底 :回転糸切 り、焼成後の穿孔あり D25
4 堆積土 赤焼土器不 14.  1 5。 9 4.5 0.4 底 回転糸切 り 内面に薄い付着物あり
5 堆積土 土師器郭 6.7 体～底 :回転ヘラケズ リ 内 :ヘラミガキ、黒色処理
6 堆積土 土師器不 6.0 底 回転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
7 堆積土 土師器必 14. 1 6.1 5,2 0.Ц 底 :回転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
8 堆積上 土師器甕 [5 内外 :ロ クロナデ 外面にスス付着
9 堆積土 土師器甕 9_7 (1) 体外 。底 :ヘ ラケズ リ 内 :回転ハケメ
10 堆積土 土師器甕 1/4> 体外 :ロ クロナデ、ヘラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理

第37図 S18出土遺物 (1)
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層 位 種 類 回径 底径 器高 残存 特 徴 畿

1 P 赤焼土器郭 5_7 4_3 ユ 底 :回転糸切 り 輪積み痕あり D30
2 P 赤焼土器杯 6.0 43 底 :回転糸切り
3 P 赤焼土器不 6.0 5.3 底 :回転糸切 り 内面にスス付着
4 P 赤焼土器不 6.2 底 回転糸切 り D33
5 P 土師器甑 体外 :ロ クロナデ、ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ、ナデ D35

第38図 S18出土遺物 (2)

[床面]本来 6層を床面としているが、東壁際の焼け面付近を除き、上層による削平のため床面

として確認した大部分は 6層中か下層の地山層となっている。

[壁]南壁と西壁の南半部は確認できなかった。残存は良好な箇所で 5 cmを測るにすぎない。

[柱穴]住居内に 4個のピットを確認した。Pl～ 4と も柱痕跡がみられ、配置から主柱穴と考



えられる。ピットは全て円形で、P3は径40cm、 P4は径25cmと 規模に違いはあるが深さは
35～55cmと わりと深い。

[周濤]北壁と東壁際において周濤状プランを確認した。これらは幅の広い箇所では60cmも あ

り、プランも規格性がみられないことから、住居掘り方底面におけるプランの可能性も考えら

れる。

[カマド]東壁中央に付設されている。袖部は左側のみの残存で、燃焼部全体に焼け面がみられ、

周囲の床面より若干高まっている。構築にあたっては住居掘り方埋上の 6層により整地した後

に本体を構築しており、カマド独自の掘り方は特にみられない。煙道は認められなかった。

[その他]カ マド右側に 2号土坑、北東隅に 1号土坑が確認され、これらはいずれも貯蔵穴と考

えられる。平面形は両者とも不整楕円形で、深さはlocm程度で壁は緩かに立上るものである。

[出土遺物]堆積土出土遺物 堆積土は非常に薄いため、遺物はほとんど床面に近いものであ
る。これらは住居跡の時期を示すと考えられる。非ロクロ土師器不・甕、ロクロ土師器不 (第

37図 1・ 2・ 5～ 7)。 甕 (8～ 10)、 赤焼土器不 (3・ 4)、 須恵器不・甕が出上している。 1

～ 4は まとまって出上し、 1～ 3は上から 1・ 2・ 3の順で重なっていた。 4はその隣にあっ

た。 3は焼成後底部に穴が開けられている。 7の邪は切り離し後の再調整があるが、他は無調

整である。ビット出土遺物 ピット4か ら、ロクロ土師器不。甕・観 (第38図 5)、 赤焼土器不
(第38図 1～ 4)が出土している。 5の甑は全体に直立気味の器形で、日唇部が平坦である。
[小結]出土土器の特徴 (赤焼土器の共伴や口径と底径の比など)か ら、平安時代の表杉ノ入式

期 (10世紀前半代)の住居跡と考えられる。

S19住居跡 (第39図 )

[位置・確認面]IIItt C e D-22グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]無かった。

[平面形・規模]残存が悪い上、東・南壁をカクランにより壊されていることから不明瞭である
が、隅丸の不整長方形を呈するものとみられる。残存壁でみる限り、南北軸長3.2～ 4m、 東西

軸長 5m以上と推定されるさ。またカマドを境に東西の北壁ラインに多少のズレをみせる。
[堆積土]5層に分層される。住居内堆積土とみられるものは 1～ 3層であるが、 1・ 2層はカ
マド周辺のみの堆積で、大部分は3層が占めている。 4・ 5層は煙道部にのみみられる堆積土

である。 1～ 3層は住居残存が極めて悪いことから、これらが住居の機能停止後に流入したも

のか、或いは住居掘り方の整地層であるかは明らかでない。

[床面]地山層と3層を床面としている。平坦で傾斜は特に認められない。

[壁]東壁と南壁東半部がカクランで失われている。上層の削平により残存は極めて悪く、現況
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第39図 S19住居跡

をみる限リプランの深さは 5～10cm程度で、壁は掘り方下部のため緩かな傾斜となっている。

[柱穴]住居内に 7個のピットを確認したが、確認面が 3層面か地山面かは不明である。全て径

が30cm内の浅 く小さなもので、柱穴と認定するには至らなかった。

[周濤]確認されなかった。

[カマド]北壁に付設されている。袖部は失われており、燃焼部とみられる箇所での落込みと煙

道での確認であつた。落込みは幅90cm、 奥行90cm、 深さ10cm程度のもので、堆積土は 1・ 2

μ

◎
Ｐ５
⑥
Ｐ７

◎
Ｐ６

層位 土  色 土  性 備 層位 土  色 土 ′性 備 考

暗灰黄色2.5Y4/2 ンル ト質粘上 諏υ Vlllカ ッタ、開駄 マンガン斑を魁含む 灰黄褐色10YR4/2 質粘土

暗灰黄色2.5Y4/2 ンル ト質粘土 酸化鉄、マンガン斑を含む 灰黄褐色 10YR4/2 質粘土

オリーブ褐色2 54/ ンルト 酸化鉄をケ量、マンガン斑、パミスを少畳含む 灰黄色褐色10YR4/2 質粘上

暗灰褐色2.5Y4/2 灰色ブロック、酸化鉄、マンガン斑を含む P 暗灰黄色2.574/2 質粘上

暗灰黄色2.5Y4/2 粘土質シル ト 灰色アロック、酸化鉄、マンガン斑を含む 灰黄褐色10YR4/2 質粘上

灰黄褐色10YR4/2 質粘土

灰黄褐色10YR4/2 質粘土



層である。焼け面は認められない。落込みは堆積土やカマド本体の残存状況からみて、カマド

下部の掘り方と考えられる。煙道は長さ1.5m、 幅25～40cm、 深さ10cm前後で平坦であるが、

先端で多少ピット状を呈する。焼け面は認められない。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器甕が出上しているが、小破片のため図示できる資
料はない。

[小結]住居に伴う遺物はないものの、カマドの存在から古墳時代中期以降の住居跡と考えられ

る。

S110住居跡 (第40図 )

[位置 。確認面]HItt D・ E-20グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]S110は S17の床面精査時に確認されたことから、S17よ り古い。

[平面形・規模]隅丸の多少歪んだ正方形を呈する。一辺は2.5～ 2.8mで、他の住居に比べて小

規模である。

[堆積土]13層 に分層される。 1～ 9層は住居内堆積上で 1・ 3層が大部分を占める。5層は SI

7のカマドに伴う焼け面、6～ 9層 はカマド周辺に堆積し、特に 8層は焼上、炭化物層である。

10層はカマド構築上、11～ 13層は住居掘り方埋上で人為堆積である。

[床面]11・ 12層を床面としている。平坦で傾斜はみられない。

[壁]全周して残存し、12～ 18cmの深さがある。立上りは急な箇所と緩かな箇所がある。

[柱穴]住居内に 3個のピットを確認した。全て東壁近くにみられ、いずれも小さなもので積極

的に柱穴とするには至らなかった。

[周濤]確認されなかった。

[カ マド]東壁南端部に付設されている。両袖部とも残存し、特に右側は20cmの高さで残存し

ている。規模は幅75cm、 奥行50cm程度で、燃焼部は10cmの深さがある。燃焼部とその手前65×

45cmの範囲に焼け面がみられた。構築にあたっては東壁より外側に張出し、幅60cm、 奥行1.3

mも の掘り方を設け、12層を主体に整地した後に本体を構築しているものと考えられる。

[その他]カ マド右側の南壁に挟まれた箇所にあるPlは堆積土上に大型の円礫が設置されて
いた。Plは 30× 15cmと 小さいが、位置的に貯蔵穴の可能性が考えられる。住居掘り方底面は

北東及び北西隅で落込んでいる。

[出土遺物]堆積土出土遺物 非ロクロ土師器甕、ロクロ土師器郭・甕、須恵器邪が出上してい
る。床面出土遺物 非ロクロ土師器不・甕、ロクロ土師器 (1・ 2)、 須恵器不が出土している。
1は底部回転糸切り後体部下端に手持ちヘラケズリを施している。底部内面のヘラミガキは放

射状である。 2はカマド底面直上の層に含まれる邪で、底部切り離し後体部下端から底部にか



注1160m

阜

名

Pl160m

0                2m

0              10Cm
―              

一

層  位 種 類 口径 器高 巨/口 残存 特 徴 登録

1 床面 土師器郭 7^0 4.8 底 :回転糸切 り→手持ちヘラケズ リ 体外 :ロ クロナデ→手持ちヘラ
ケズ リ 内 :ヘラミガキ、黒色処理

D36

2 カマド 土師器不 6.4 4.0 4【 体外～底 :回転ヘラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 墨書「及

第41図 S110出 土還物

け回転ヘラケズリが施されている。また、墨書「及」が正位に書かれている。

[小結]床面出土土器の特徴から、平安時代の表杉ノ入式期 (9世紀代)の住居跡 と考えられる。

S113住居跡 (第42図 )

[位置確認面]HttD 3グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]Jヽ濤状遺構群を切っている。中央に撹乱を受けている。

[平面形・規模]東側が調査区外であるが、方形を呈すると考えられる。南北軸長5.6～5,8m、

東西軸長3.9m以上である。

(掘 り方底面)

層t 土  色 土 色 備     考 層位 土  色 土 性 備 考

褐色10YR4/4 砂質シル ト 灰色ンルト質と、マンガン斑を着千含む 暗褐色10YR3/4 地 山土 、擁 ■ を含 む

におい黄褐色10YR4/3 にぶい黄褐色10YR4/3 紬 1,V鞘イ2)雄 /ロックを含む (カマト制

3 にぶい黄褐色10YR4/3 灰色ンルト質と、マンオン斑を少量含む 褐色10YR4/4 (住居掘り方理■)

縄色10YR4/4 地山プロツクを少量含む 暗褐色 10YR3/8 ( )

にぶい黄褐色10YR4/3 砂質と (S17に伴う焼け面 ) にぶい黄褐色IOYR5/4 医白ンルト質土と地山上の混倒唇 (  〃  )

にぶい黄褐色10YR5/4 砂質ンル ト 灰色ンルトノロック、マンガン斑を含む にない黄褐色10YR5/4 廂ンルト臥 魔黄掲色m!舶砲シルト触を含む

灰黄偶色10YR4/2 砂質ンルト 6層 を少量含む 褐灰色10YR4/1 粘土質シルト 砂粒を勝 r」用含む

焼土、炭化物層

第40図 S110住居跡
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層位 土  色 土  性 備 考 遺橋 層位 土  色 土 性 備 考
1 灰黄褐色10YR4/2 シル ト Pl 1 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト
2 灰黄褐色10YR5/2 粘土質シル ト 2 黒褐色10YR2/2 粘上質ンル ト 黒色土プロックを含む
3a 黒褐色 10YR3/2 シル ト 3 灰策褐色10YR4/2 粘土質シル ト
黒褐色 10YR3/2 シル ト 灰黄褐色25Y5/1 ンル ト 黒色土層プロックを含む
灰黄褐色10YR4/2 5 褐灰色10YR4/ ンル ト質粘土
黒褐色10YR3/2 黒色土ブロックを含む 6 黄灰色25Y4/ 粘上
黒褐色 10YR3/2 シアレト 黒色土ブロックを含む 7 黒褐色25Y3/ 粘土

5C 黒褐色 10YR3/2 ンアレト 8 黒褐色25Y3/ 粘土
黒褐色10YR3/3 シル ト 責褐色上、景色土ブロックを含む 9 黒色10YR2/1 粘土

5e 黒褐色 10YR2/2 粘土 黒色土ブロックを多量含む 10 黒褐色25Y3/1 粘土
51 黒褐色 10YR3/2 シフント

1 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト
黒色上 ブロック、黄色白

色のブロック少量含む
黒褐色 10YR3/2

黒褐色10YR3/2 2 黒褐色 10YR3/2 粘土宵ンル ト
黒褐色10YR3/2 ンル ト 3 黒褐色 loYR3/1 粘土質シル ト 木炭 を多量含む

6C 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シル ト 4 黒褐色10YR2カ 粘土
黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 5 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト

7 掘 り方埋■

第42図 S113住居跡



遺構 層位 土   色 土  性 備 考 遺構 層位 土   色 土  性 備 考

カマド 1 灰黄褐色10YR4/2 ンル ト カマド 14 にぶい責褐色10YR4/3 ンフレト

2 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 15 黒色10YR2/1 ン,レ ト

3 灰黄褐色10YR4/2 粘土質シル ト ススのブロックを含む にぶい責褐色10YR4/3 粘土質シルト

4 灰黄褐色10YR4/2 17 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 焼上をプロック状に含鷲

5 黒褐色 10YR3/2 18 福灰色10YR6/1 灰層 焼上を含む

6 灰責褐色 10YR4/2 粘土質シル ト 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト 焼上を多量含む

7 灰責褐色10YR4/2 粘上質シル ト ススのブロックを含む 褐灰色10YR6/1 灰層

8 にぶい黄褐色10YR4/3 ンルト 黒褐色10YR3/1 灰、スス、焼土混じり

9 にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質 シル ト 黒色 10YR1 7/1 炭化物層 焼上、灰を含む

10 にぶい黄褐色10YR4/3 粘上質シル ト 黒黒色10YR3/2

11 黒褐色 10YR2/2 粘上質シル ト 黒褐色10YR2/3 粘土質シル ト 焼上を多量含む

12 黒褐色 10YR2/2 粘土質シル ト 黄褐色上が半分 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 焼土粒を少量含む

13 黒色 10YR2/1 ンル ト 焼上を斑状に含む 黒褐色10YR2/2 焼土灰混 じり

黒褐色7 5YR2/2 粘土質シル ト

[堆積土]17層に細分される。 1～6d層は住居内堆積上で、 7層 は住居掘り方埋土である。

[床面]7層 を床面としている。平坦で傾斜はみられない。

[壁]確認した部分は40～50cmと 良好に残存している。立ち上がりは急である。

[柱穴]住居内に12個のピットを確認した。Pl・ 2に は柱痕跡がみられ、配置から主柱穴と考

えられる。規模は長軸長100cm内、短軸長65cm内の楕円形を呈し、深さは40～45cmである。

P5～ 12イよ壁部分とこ位置し、Pll・ 12に柱痕跡が彦徘られることから、これらは壁柱穴とヲ争えらヤι

る。P5～ 10は径が20cm前後で、深さが 8～16cmと 小規模であるが、Pll・ 12は 40× 50cmで、

深さ25～35cmと やや大きくなっている。

[周濤]南壁中央にみられるのみで、幅は15～20cmで、深さは5 cm内 と僅かなものであった。

[カ マド]北壁中央 (推定)に付識されている。両袖とも残存し、規模は幅95cm、 奥行65cmで、

燃焼部底面はやや窪み、焼け面などはみられない。カマド外周辺に炭化物と灰の分布する範囲

がみられる。煙道は天丼が無く、長さ1.9m、 幅35～ 40cm、 深さ25cmで、底面は北壁側が高く、

中央より先端にかけて平坦になる。壁は中央から燃焼部寄りがオーバーハング状になっている。

[出土遺物]堆積上出土遺物 非ロクロ土師器不 (第43図 5)。甕、ロクロ土師器甕 (3)、 須恵

器不・甕・蓋 (6)が出上している。 5は表面が磨滅しているが、体部下端から底部にかけて

回転ヘラケズリが施されるようである。 6は端部が小さく折り曲げられる。床面出土上器 非

ロクロ土師器甕 (4・ 7)、 ロクロ土器器甕、須恵器不 (2・ 3)・ 甕・蓋 (1)が出上してい

る。 4は カマド出上の小型の甕である。 7は中央南寄りの床面から出上した。 2・ 3はカマド

脇から出上した須恵器不で、底部は回転ヘラ切りである。 1の蓋は天丼部外面に回転ヘラケズ

リが施され、扁平なつまみがつく。

[小結]床面出土土器の特徴から、平安時代の表杉ノ入式期 (9世紀前半)の住居跡と考えられ

る。
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層  位 種 類 日経 底径 器 高 巨/匡 残存 特 徴 登録

1 床面直上 須恵器蓋 15.4 3.6 外 :(■)回転ケズリ→つまみ→ロクロナテ (祠 ロクロナデ 内 :ロ クロナデ
2 須恵器雰 9。 2 3.9 0.S 底 :回転ヘラ切り 内外 :ロ クロナデ
3 カマ ド脇 須恵器郵 8. 4.よ 0.$ 1 底 :回転ヘラ切 り→ナデ 内外 :ロ クロナデ 輸積み痕

4 カ マ ド 上師器鉢 7.1 酬
榊
ヨコナデ 体外 :ハケメ 国内 :ハケメ→ヨヨナデ
ナデ、オサエ 底 :圧痕 (原体不明)あ り

5 土師器郷 14。  ( 8.6 3.9 ).5( 底 回転ヘラケズリ? 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 外 :ロ クロナデ D4
6 5層上面 須恵器蓋 1/4> 外 (上)回転ケズリ (下)ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ E2
7 床面直上 上師器甕 10. 9 肉 : 不明 外 :ヘ ラケズリ C7
8 6  層 土師器甕 1/4> 外 :ロ クロナデ、ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ D5

第43図 S113出 土遺物



層位 土  色 土 性 備    考

暗灰黄色25Y4/2 ンカ/ト

暗灰黄色25Y4/2 シルト

褐色10YR4/4 ン,レ ト

3 にぶい黄褐色1帆R4/3 砂質シルト

灰責褐色10YR4/2 シ,レ ト

5 シ,レ ト 3に比べ砂質

6 灰黄褐色 10YR4/2 ンルト 3、 7に比べ暗ヤ

7 にぶい責褐色10YR4/3 ンルト 3、 6、 8層より赤味強い

8 灰黄褐色 10YR4/2 ンルト

9 にぶい黄鶴色10YR4/3 ンルト

灰奮福色10YR4/2 ンルト

灰責褐色10YR4/2 ンルト

灰費褐色 10YR5/2 ンルト

にぶい貢褐色10YR5/3 掘 り方理 +

灰黄褐色10YR5/2 基本7a層をブロックに含む

第44図 S114住居跡

S114住居跡 (第44図 )

[位置・確認面]A10グ リッドを中心に 5層上面で確認した。

[重複]河 溝ヽ状遺構群を切っている。

[平面形 。規模]東辺 4m、 南辺1.5mの東南隅を検出したのみで大半は調査区外である。

[堆積土]15層に分層される。 1～12層は住居内堆積上で、13層が住居掘り方埋土である。

[床面]13層を床面としている。ほぼ平坦である。

[壁]確認した部分の壁は20～30cmである。急な立ち上がりである。

[柱穴]確認されなかった。

[周濤]東壁沿いに確認された。幅25～35cmで深さ5～15cmである。

[カマド]確認されなかった。

[出土遺物]出土遺物はない。

[小結]住居に伴う遺物がないので時期は不明である。

②建物跡

SBl建物跡 (第45図 )
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遺構 層位 土   色 土  性 備   考 遺構 層位 土   色 土  性 備  考
灰黄褐色10Y4/2 IIttBas31PI 1 灰責褐色 10YR4/2 ンルト

灰黄褐色10Y4/2 ンルト 基本 7層 を含む 2 にぶい黄褐色10YR4/3 ンフレト 基本 7層 を含む

灰黄褐色 10YR4/2 ンル ト 3 褐灰色10YR4/1 ンフレト 基本 7層 を含む

暗灰黄色2.5Y4/2 ンル ト 基本 6層 を含む 褐灰色OYR4/1 3よ り粘性あり

暗灰黄色2.5Y4/2 砂質シル ト 1 灰黄褐色10YR4/2 ンアレト

灰黄褐色10YR4/2 ンルト 基本 7層 を含む 2 灰黄掲色 10YR4/2 ンルⅢ 基本 6層 を含む

基本 6。 7層 を含む 3 にぶい黄糧色10YR4/3 ン,レ ト 基本 7層 を含む

ン,レ Ⅲ 基本 6・ 7層 を含む 4 にぶい黄福色OYR5/3 ン州/ト

灰黄褐色 10YR4/2 シルト 基本 6・ 7層 を含む 5 黒褐色 10YR3/1 粘上 基本 6層 を含む

暗灰黄色2.5Y4/2 シフレト 6 灰黄褐色10YR4/2

暗オリープ褐色2 5Y3/3 シルト 7 褐灰色 10YR4/1 粘土 本 6層 を含む
にぶい黄褐色10YR4/3 V/N質 シル ト 1 黄褐色10YR4/2 砂質シル ト

2 灰黄褐色10YR4/2 シ,レ ト 基本 7層 を含む 2 灰黄褐色 10YR4/2 ンル ト

灰責褐色OYR4/2 粘賓ンル ト 3 にぶい黄褐色10YR4/3 粘上質シル ト

灰黄褐色 10YR4/2 シル ト

灰責褐色 10YR4/2 シル ト 基本 7層 を含む

第45図  SBl建 物跡



μl■ 4m
Ｌ
引

L′

トー114m

6は
114m 名   崖H・m

(

I′

トー114m 岸1■4m

島 岸1■4m

P3

岸

H
トー114m

は
6

名 ド1■4m

0       1       2m

過構 層位 土  色 土 性 備   考 遺 鶴 層 位 土   色 土 性 備  考 選構 層位 土  色 土 性 備   考 選 籍 層位 土  色 土 牲

灰黄褐色10YR4/2 ンルト質粘土 P5 灰黄褐色10YR4/2 シルト質粘土 灰黄褐色10YR4/2 ンルト質粘土 暗褐色OYR3/3 ンル ト質粘土

P2 灰黄褐色10YR4/2 ンルト質粘土 灰黄褐色10YR6/2 粘上質シルト 穏灰色土を含む 灰黄褐色 10YR4/2 縄灰色10YR5/1 ンルト質粘土

黒褐色10YR3/1 ンル ト質粘土 責褐色上を多重に含む によい黄褐色10YR4/3 シルト質粘上 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シルト 灰黄褐色10YR4/2 粘土質ンルト
にぶヤゝ封緻ヨ10YR4/3 栂色10YR5/2 粘土質シルト 黒色上を含む 暗褐色土を含む 灰黄褐色10YR5/2 ンルト質粘土 暗褐色上を含む

灰黄褐色10YR5/2 ヨ10YR3た 粘土質シル ト 黒褐色10YR3/1 粘土質シル ト 灰貢褐色10YR4/2 ンルト質粘土

褐灰色10YR5/1 三10YR3/1 粘土質シル ト 灰黄褐色土を含む によい黄褐色10YR4/3 ヨ10YR3/1 粘土質ンル ト

によい黄偶色10YR4/3 粘土質シルト にぶい責褐色10YR4潟 ンルト質粘土

灰黄褐色10YR4/2 粘土質シルト 灰貢褐色■を含む こ10YR2/2 粘土質シル ト

灰黄褐色10YR5/2 黄褐色上を含む 粘土質シル ト

2 ン,レ ト

3 灰黄褐色loYR5/2 3

褐灰色10YR4/1 シル ト買粘土

5 灰黄褐色10YR4/2 灰黄褐色OYR4/2 灰黄褐色10YR4/2

褐灰色loYR4/1 粘土質シル ト 灰黄縄色土を含む 黒褐色10YR2/2 シル ト質粘土 6 黒禍色10YR3/1

灰黄褐色10YR6/2 雅土質シル ト

第46図  SB2建 物跡
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H tt CD-8・ 9グ リッドの 5層上面で確認した。小濤状遺構よりも新しい。桁行 3間、梁行 2

間の東西棟である。建物総長は桁行が4.65～ 4.73m、 梁行が3.45～ 3.6mで ある。柱間寸法は桁

行が1.53～ 1.62mである。方向は N-87° 一Eでほぼ東西方向である。柱穴は50cm前後の方

形、不整円形である。深さはP10が70cm、 他は50～55cmである。いずれも径10～15cmの柱痕

跡を持つ。出土遺物はない。

SB2建物跡 (第46図 )

H ttA～ C・ 10～12グ リッドの 5層上面で確認した。小濤状遺構より新しい。桁行 5間、梁

行 1間の南北棟である。建物総長は桁行が8.13～7.85m、 梁行が4.7～4.6mである。方向はN

-7° 一Wで真北からやや西に振れている。柱穴は方形を基調としているが規模は60cm四方から

暗灰黄色2.5Y4/2暗灰黄色2.5Y4/2
暗灰黄色2.5Y4/2焼土、炭を多量に含む

暗灰責色2.5Y4/2

炭を多量含む

暗灰黄色2.5Y4/2暗灰黄色2.5Y4/2

焼土、炭を少量含む

暗灰黄色 2.5Y4/2

SB3建物跡
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遺構 層位 土  色 土  性 備  考 遺構 層位 土  色 土 性 備  考
1 黒褐色 10YR2/2 粘土質シル ト 灰色土 まだらに含む 1 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シル ト
1 黒褐色 10YR3/1 粘土管ンル ト 2 灰葺掲色10YR4/2 ンル ト質粘上 灰色黒色上をまだらに含む
2 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 灰色、黄色のとまだらにeむ 3 暗灰黄色2.5Y4/2 シル ト質粘土 灰色土まだらに含む
3 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 灰色、貴色のとまだらに含む 4 暗褐色10YR3/4 粘土質シル ト 黒灰色上を多量含むP3 1 暗灰黄色2.5Y4/2 シル ト質粘上 ユ 黒褐色 10YR3/1 粘土質シル ト 灰色、責色土を多量含む
2 暗灰黄色2.5Y4/2 粘土賃シル ト P6 1 黒褐色10YR3/1 粘土質シル ト 灰色、費色上を多量含む
3 暗灰黄色 2.5Y4/2 猫土質 シル ト 黒褐色 10YR3/2

第48図  SB4建 物跡

:甲誓る盟η→直台Rt竺→ロクロナデ 外:ロ クロナデ→ヘラミガキ

第49図  SB4出 土遺物



150× 85cmま であり不揃いである。P6以外は10～ 17cmの柱痕跡を持つ。出土遺物はない。

SB3建物跡 (第47図 )

Ⅲ区C・ D-16。 17グ リッドの 6層上面で確認した。S16よ り古い。南北 2間、東西 2間だ

が、東西がやや長 く東西棟とした。建物総長は桁行が3.2～2.8m、 梁行が2.65～2.75mで ある。

柱間寸法は1.35～ 1.5mである。方向はN-82°一Eである。柱穴は形状も規模も不揃いで、深

さは20～ 55cmである。出土遺物はない。

SB4建物跡 (第48図 )

Ⅲ区C・ D-19～ 20グ リッドの 6層上面で確認した。梁行 2間、桁間 2以上の東西棟と考え

られる。梁行は4.05mで、柱間寸法は1.95～ 2.54mである。方向はN-70°一Eである。柱穴は

50～60cmの方形で、深さは20～ 35cmである。P2～ 5は柱痕跡を持つ。柱穴のひとつから土師

器椀が出土している(第49図 1)。 丸みを持つ体部であり、高台は低く、断面三角形である。磨

減しているが、体部外面にもヘラミガキが一部残存している。

小結

建物跡の時期は、SB l・ 2は後述する東西方向の小濤状遺構群 Bを切っており、B群を切る

小濤状遺構群A群が平安時代初期以前に位置づけられることから、おおむね奈良時代以降の所

産と考えられる。SB 3は上面の住居群の時期からおおむね奈良時代以降の所産と考えられる。

SB 4は柱穴出土遺物から平安時代の所産と考えられる。

③土坑 (第 4表 )

I区の 5層でSK 4土坑、Ⅲ区の 6層でSK l土坑を検出している (第 50図 )。 SK 4か らは

遺 構 名 地 区 上幅 (m) 下幅 (m) 深さ (cm) 断 面 計 備 考

SK4 IA5 5層 09× 06 8 Ell 形

SK5 6層 195X075 185X07 U字形

第 4表 土坑計測表 (1)
A

116m引

勇

＝
――
牛
―
―

常

世

為

B
n6m一引   3

性下すコ~け‐すコーげ―聟
m

け。″ハ奉い獅韓挙〕剤溶

遺構 層位 土  色 土 性 備   考 通構 層位 上  色 上 性 備  考

SK4 1 黒褐色 10YR2/3 砂質シル ト SK5 3 黒褐色7.5YR3/2 砂質シル ト

2 にぶい黄褐色10YR4/3 細砂質シル ト 4 暗福色 10YR3/3 砂質シル ト

5 黒褐色 10YR2/2 粘上質 シル ト

第50図 SK4・ 5土坑



Ocnl

遺 構 種  類 口径 底径 器 高 底/口 残存 特 徴 登録
1 SK4 土師器甕 外 :ロ クロナデ ヘラケズリ 内 :ロ クロナデ Dl
2 SK4 須恵器郭 底 :回転ヘラ切 り 内外 :ロ クロナデ

第51図  SK4出 土遺物

土師器甕と須恵器不が出土している (第51図 1・ 2)。 1は基本層 4層出土片と接合している。
ロクロ使用のもので、体部下半にヘラケズリを施される。 2は底部の切 り離しが回転ヘラ切 り

である。SK 4は遺物から平安時代の所産とされ、SK lは 上下の層からおおむね古墳時代 とさ

れよう。

④濤跡 (第 5表 )

5層で SD23・ 24濤跡を検出している。SD23は SD 2、 小濤状遺構群よりも新しく、堆積土

中位に灰白色火山灰を含んでいる。非ロクロ土師器不、ロクロ土師器不 (第57図 8)が出上し

ている。8は厚手の不で SD24出土片と接合している。底部は回転糸切り後無調整である。底部

内面のヘラミガキは放射状である。SD24は小濤状遺構群より新しく南東方向がA4・ 5グ リッ

ドで南東方向へ強く屈曲している。H区 5～ 7グ リッド付近のみに分布する5C層の供給源と

考えられる。SD23は堆積土と遺物から平安時代の所産と考えられ、SD24も それに近い時期と

されよう。SD25Aは SD25B・ Cよ り新しく、SD25B・ Cの新旧は不明である。これらの時期の

詳細は不明である。

6層で SD 6・ 7濤跡を検出している。SD 6か ら非ロクロ土師器不 (内黒)。甕が、SD 7か

らは非ロクロ土師器郷 (内黒)が出土しているが、小破片で図示していない。これらの時期は

上下の層の時代から大まかに古墳時代とされよう。

7a-1層ではSD 8・ 9を検出している。SD8か らは非ロクロ土師器甕が出上しているが小

破片で図示していない。SD 9はSD12、 畦畔 8よ り新しく、非ロクロ土師器甕・紡錘車が出土
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遭構 層位 土  色 土 性

Ⅱ区SD・ 1 灰黄褐色10YR5/2 砂質シル ト

2 にぶい黄橙色10Y暫 /4 砂

3 にぶい黄褐色10YR5/3 vJ7質 シル ト

4 灰黄褐色 10YR6/2 砂質シル ト

5 にぶい歳穏色10YR4/3 砂質ンル ト

6a 福灰色10YR4/ユ 粘土質 シル ト

6b 褐灰色 10YR4/1 粘上質シルト

7 灰黄褐色10YR4/2

A′

トー116m

o                2m

遺構 層位 土  色 土  性 備  考

II tt SD6 1 黒褐色2.5Y3/1 シル ト 炭を含む

2 オリーブ褐色2_5Y4/3 粘上質シル ト 炭を含む

3 暗褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 炭、砂粒を含む

4 黄褐色2.5Y5/3 砂 (IIB砂 )

5 オリーブ絶 2.5Y4/4 シル ト質砂 炭少量含む

暗灰黄色2.5Y4/2 砂質粘土

黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト 炭、砂粒を少量含む

8 反首福色 10YR4/2 粘土質シル ト 砂粒を含む

斗乙23カ
クラン

灰褐色 10YR6/2

0                2m

SD6～ 9溝跡
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第53図  S D13・ 15溝跡

遺構 層位 土  色 土 性 備  考 離 層位 土  色 土 性 備  考
1 黒褐色10YR3/2 シル ト質粘土 3 黒褐色10YR3/2 粘上官シル ト
2 黒褐色10YR3/2 ンル ト質括土 灰黄褐色 10YR4/2 砂資シル ト

SD15 l 黒褐色 10YR3/2 シル ト資粘土 5 黒褐色 10YR3/2 粘上質シル ト
2 黒褐色10YR3/2 シル ト質粘土

第54図 Ⅳ南区S D19～ 22溝跡



遺構 層位 土  色 土 性 備  考 遇 橋 層位 土 色 土  性 備  考

VttSD烈 1 灰黄褐色 10YR5/2 ンル ト 2 にぶい責褐色10YR4/3 シアレト

2 灰黄褐色 10YR4/2 ンルト 3 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト

3 黒福色 10YR3/2 シル ト 4 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シル ト

暗褐色 10YR3/3 5 黒褐色10YR3/2

5 にぶい黄褐色10YR4/3 6 灰褐色10YR4/2 粘上質シル ト

6 黒褐色 10YR3/2 粘土 黒褐色 10YR3/2 粘上質シル ト

7 灰黄褐色10YR4/2 粘 上 炭縞状にあり 8 粘土質シル ト

8 灰黄褐色 10YR5/2 シルト 9 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 炭、焼上を含む

9 黒福色10YR3/2 粘土 灰黄裾色 10YR5/2 粘土質シル ト

黄灰色 10YR4/1 粘上 にぶい黄褐色10YR4/3 粘土質シル ト

Iユ 黒褐色 10YR3/2 ンル ト質粘土 12 灰黄褐色 10YR6/2 粘上質シル ト

掲色7.5Y4/6 粘土 13 黒褐色 10YR3/2 シル ト 炭、焼上を含む

13 褐灰色10YR5/1 粘土質シル ト 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シル ト

褐灰色2.5Y4/1 粘土 15 にぶい責褐色10YR4/3 粘土質シル ト

SD19 I 灰責福色10YR4/2 シル ト
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ド
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選 騰 層位 土   色 土 ′陛 備  考 還構 層位 土  色 土  性 備   考

IL区飢′3 l 暗灰黄色2.5Y4/2 シフレト 灰白火山灰を含む II区お虚鬱1 3 灰黄褐色10YR4/2 細砂

2 暗灰黄色2.54/2 灰白火山灰を含む 灰黄褐色 10YR4/2 秒質シル ト

3 黒褐色2.5Y3/2 粘土質シル ト 5 粗 砂

4 暗灰黄色2.5Y4/2 粘土質シル ト 6 灰黄褐色 10YR4/2 細砂 基本6層 を塊状に含む

ul区団ツ4 1 灰黄褐色 10YR4/2 砂宵シル ト 炭を含む 7 黒褐色10YR3/1 粘土 基本6,7層を塊状に含む

2 細 砂 8 にぶい黄禍色10YR4/3 細砂

第55図  S D23・ 24溝跡
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選構 層位 土  色 土  性 備  考 遺構 層位 土  色 土 性 膊  老
SD25A 1 にぶい黄福色10YR4れ ンル ト質粘土 SD25C 1 髄 10YR4/4 シル ト質粘土

2 ンル ト賃粘土 褐色10YR4/4 ンル ト質粘土
暗褐色10YR3/4 シル ト質粘土 2 にぶい黄褐色10YR5/4 ンル ト質港土
暗褐色10YR3/4 ンル ト質粘土 3 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト
暗褐色10YR3/3 シル ト管粘上 暗裾鷹 10YR3/3 シル ト質粘土

4 暗褐色10YR3/3 シル ト質港上 にぶい黄褐色10YR4角 シル ト
SD25B 1 掘泡10YR4/4 砂 5 暗褐色10YR3/3 砂

2 褐色 10YR4/4 シル ト 黒褐色10YR3/2 シル ト質粘土
3 にぶい黄褐色10YR4/3 ンル ト 7 褐色10YR4/4 シ,レ ト
にぶい黄褐色10YR4/3

5 お母々ヨ10YR4/4 ン,レ ト

m

遺構 層位 土  色 上  性 備  考
区Sl121 黒色 5 YR2/1 砂質 シル ト 細秒に近い

第56図 S D25～28澤却亦
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遺 構 種  類 口径 底径 器高 ほ/口 残存 特 徴 登録

1 SD92 1 上師器甕 国内外 :ハケメ→ヨヨナデ 体外 :ハ ケメ 体内 :ケズリ C32

4 SD20底面 土師器不 ? (1) 外 ナデ 内 :ヘラ ガヾキ、暴色処理 線刻「有」焼成前 C38
5 SD20底面 土師器不 41 3/4 底 回転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 D102

6 SD20底面 赤焼土器不 底 回転糸切 り D101

7 SD20底面 土師器暮 外 :コ クロナデ、ヘラケズリ D103

SD23・ 24 土師器雰 底 :回転糸切 り 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 外 :ロ クロナデ D

第5'図 溝跡出土遺物



している (第57図 1・ 2)。 1は体部が丸く膨らみ、口縁部が外反し、体部外面の調整がハケメ

で、古墳時代前半のものである。 2は紡錘車の破片である。これらの時期は 7層の大まかな時

期と遺物から弥生時代後期から古墳時代前半にかけてのものといえる。

7a-2層でIIItt SDll・ 12・ 13・ 15。 16・ 17、 I tt SD26・ 27・ 28を検出している。SDll・ 16・

17は畦畔 6・ 7と SD12は畦畔 8と ともに水田跡を構成するものである。SD13・ 15は SD 8の

下位にあるもので SD13が SD15よ りも新しい。SD15か らは非ロクロ土師器甕が出土している

が、小破片で図示していない。SD26・ 27・ 28の堆積土中からは弥生土器が出土しているが、 I

区では7a-2層が 7層の上面でその弥生包含層を掘り込んでいること、 I tt D10-括 土器 (南

小泉式)が SD27の上面にのることなどから、SD26・ 27・ 28は弥生時代後期から古墳時代前半

にかけてのものとされる。

Ⅳ南区では5層で SD19・ 20・ 21・ 22濤跡を検出した。SD20は調整区中央やや西寄りで合流

し、東へ延びている。SD20の堆積土、底面から遺物が出上している。堆積土からは非ロクロ土

師器不 (内黒、非内黒)・ 奏、ロクロ土師器不 。高台不・甕、赤焼土器郷、須恵器不、石製模造

品 (第57図 3)が出上している。底面からは非ロクロ土師器不 (内黒・非内黒)。同不 (同図 4)、

ロクロ土師器不 (5)・ 甕 (7)。 赤焼土器 (6)、 須恵器不・甕が出上している。 4は不で焼成

前に外面に「有」の文字が逆位に線刻されるもので、 7世紀後半から8世紀前半の頃のものと

考えられる。7の甕は口縁部が短く直立気味である。SD20は 4以外の底面出土の上器の特徴か

ら平安時代の所産とされる。

⑤水田跡 (第 58・ 59図 )

7a-2層で検出された畦畔 6・ 7・ 8と SDll・ 12・ 16・ 17で構成される。畦畔の計測表は

第 6表である。畦畔 6・ 8と 同一のもので、総長27mになる。畦畔6の南端部で畦畔 7と 交わ

遺 構 名 地   区 検出長(m) 万   向 上幅 (m) 下IB(m) 深さ (cm) 断 面 形 備 考

SD6 C・ D-23・ 24 N-77° 一E 106-170 20-50 舟底形 東へやや傾斜

A～C-14・ 15 13 N-80° W 80-270 30-70 10-15 皿形 東へやや傾斜

SD8 B― C-22・ 23 N80° ―E 90^ヤ 160 47-93 皿形 東へやや傾斜

SD9 B―C-22 7 N83° 一E 15-25 舟底形 東へやや傾斜

SDll A―E18・ 17 N82° ―E 80-110 30-70 舟底形 束へやや傾斜

SD12 B～C-19～22 N15° ⅢV
N-78°一E 30- 60 15-30 U字形 南西へ傾斜

SD13 B―C-22・ 23 6 N-78° 一ヽV 27- 45 20-30 U字形 東へやや傾斜

SD15 B～ C-22・ 23 N-80° ―E 100-120 407-80 舟底形

SD16 B-17 N46° ―E 12 ull形

SD17 C17 N-40° 一E 30- 80 15-40 Ell形

SD19 IV南 区 N-60° ―W
SD20 Ⅳ南区 N-72°一hr 200-370 60ヘフ200 舟底形 東へ傾斜

SD21 Ⅳ南区 5 N-36°一E
SD22 Ⅳ南区 N-65° W 60-100 38-80 8

SD23 IIA・ B ll,12 12 N-62° W 70-100 40-70 舟底形 埋土中に灰自あり

SD24 AヘンD-4^´ 6 13
N-55° 一ヽV
N-45°一E 100-120 50-60 舟底形 東へ傾斜、西で屈曲

SD25A A～D-9 N-87°―l17 130-150 20-60 皿形 東へ傾斜

D-8 07

SD25C A～ D-7・ 8 12 N-65°―E 70-140 20-50 皿形 東へやや傾斜

SD26 A・ B-8 55 N-80°一E 60- 80 20-40
SD27 A^ャD-9・ 10 N-78°一E 100-170 30-70 15-30 西へやや傾斜

SD28 A・ B9、 C・ D10。 11 N-78° ―E 30- 60 10-40 東へやや傾斜

第 5表 SD計測表 (2)



り、畦畔7の南に接し、畦畔6に直交して SDllが延びている。畦畔 6・ 7の交点部分で SDll

からSD16・ 17が北東方向に分岐している。さらにこの場所の底部は細くすばまっている。SDll

の堆積上下部には砂層があり、SD16。 17の堆積土も砂・砂質上であることから水路と考えられ、

SD16・ 17は水口と理解される。SD12は畦畔 8の東に接して南下し、ほぼ直角に西に曲がり東

西方向になる。東西方向部分に畦畔はないが SD 9に切られたと考えられ、SD12畦畔に伴う濤

と理解される。これらの畦畔や濤跡により四つの水田区画 (①～④)が考えられ、さらに畦畔

8の中央付近から西へ畦畔が若干分岐する箇所がみられ、③はさらに区画される可能性がある。

区画レベルは④③①②の順に低くなる。

これらの水田跡の耕作土は検出面である7a-2層 と考えられる。ただし7a-2層の畦畔が疑

SD17 岸

輛
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十 ＳＤ・６〆
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北15 ■D15 A
115m―引

性¬~下~下~「■~T―下~「可~ギ m

0                2rn

-
遺構 層位 土  色 土 性 備  考 通構 層位 土  色 土  性 備   考
ItlttSDIG 1 にぶい黄褐色10YR4/3 シル ト質砂 ШttSDll ユ にぶい黄絶 10YR5/4 砂質 シル ト

2 にぶい黄褐色10YR4/3 シルト質砂 2 灰黄褐色ЮYR4/2 粘土質シル ト
3 にぶ黄褐色10YR4/3 シル ト質砂 1・ 2層より砂粒を多く含む 3 褐色灰10YR6/1 砂

Ⅲ区働 17 ユ 灰黄褐色 10Y4/2 砂質シル ト 4 褐色灰5/1

2 暗褐色10YR3/3 砂質シル ト

第58図 7a2層水田跡 (1)
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第 6表 畦畔計測表 (2)

似畦畔 B(斎野 :1987)と すれば上層の7a-1層が耕作土

である可能性がでてくる。7a-1層 の分布が畦畔が検出さ

れた範囲と一致することや SD 8。 9の間が畦状に盛 り上

がることなどはそれを物語るものかもしれない。

この水田跡の時期は、7a-2層が I区で弥生の包含層で

あるもののⅢ区では遺物が少なくなることや7a-1層検
出の SD 9か ら古墳時代前半の上器が出土していること、

SD15か ら非ロクロ土師器片が出上していることなどか

遺構 層位 土   色 土 性 備   考
⑭ 黒糖胞10YR3/] ンル ト

IlttSD12 1 黒褐色10YR3/2
2 黒色10YR2/1 粘土管シル ト

③ ビ《SD12

畦畔No 検出長 (m) 方向性 方 向 上幅 (cm) 下幅 (cm) 高さ (cm) 備 考
6 9 直 N-13°一W 90ヘヤ180 125^ヤ 210 5-14
7 直 N-77°―E 5 SDllに接する

直 N-13°―ll・ 70-100 80-130 5-12 SD12に接する
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ら、 弥生時代後期から古墳時代前期の時期と捉えたい。

⑥ l tt D10グ リッドー括土器 (第60。 61図 )

6層相当層中で45× 55側の精円形、深さ 4 cmの範囲内に土師器がまとまって出土した。土坑

などのプランは確認されなかった。7層上面検出の SD27の堆積土上位に位置し、SD27の 時期

の下限を示すものである。器種は高不 (1～ 3)、 壺 (4)、 甕 (5)がある。高不の脚部は中

空で、台部の広がりはわずかである。重は短頸で、国縁部が屈曲して直立し、体部の張りは強

い。これらの上器はその特徴から古墳時代中期の南小泉式に比定される。完形に復元できる個

体はないことから廃棄されたものの可能性が高い。

⑦小濤状遺構群 (第16図 )

I・ H・ Ⅲ区23グ リッド以北の 5・ 6層で検出されている。これらの小濤状遺構は分布域 と

方向性から大きくABCの 3群に分けられる。

A群は I区 7グ リッドからH区 6グ リッドにかけて検出された南北方向の一群である。おも

種  類 回径 底径 器高 残存 特 徴 登録

ユ 土師器高郵 不内外 :ハケメ 脚外 :ハ ケメ→ヘラミガキ 脚内 :ナ デ、ヘラケズリ Cl
2 土師器高不 琢 内 ケヽメ 脚外 :ハケメ→ ミガキ、ナデ ?→ ミガキ 脚内 :ナデ、ヘラケズ リ、ヨヨナデ C4
3 土師器高邪 脚外 ヘラミガキ 脚内 :ヨ ヨナデ C3
土師器壷 13 4 国内外 :ヨ コナデ 体内 :ヘラナデ

5 土師器甕 ヨヨナデ C5

第61図  I区 D10-括土器遺物



に5層上面で検出されている。方向は真北から西へやや振れた (10°程)も のがある。幅20～80

cmであるが40cm前後のものが多い、深さは3～22cm、 平均13cmである。間隔は10～ 150cmで、B・

C群に
'ヒ

ベ疎である。B群を切っている。

B群は I区 8グ リッドからⅡ区にかけて 5層及び 6層で検出された東西方向の一群である。

方向はやや南に振れる (10° 以内)も のも多いがほぼ東西方向といえる。幅20～ 70clnであるが

30cm前後のものが多い。深さは3～ 12cm、 平均 8 clnである。間隔は10～120cmで A群に比べ密で

ある。H区 6グ リッド以北ではA群に切られているが 6グ リッド以南では東に10° ほど振れた

平行する南北の 2本の小濤を介在させて三つの切 り合いがみられる。

C群はⅢ区の17～22グ リッドを中心に 6層上面で検出された南北方向の一群である。方向は

東へ10° ほど振れた南北方向のものがほとんどである。幅は30～ 60cmであるが40cmの ものが多

い。深さは 2～ 16cmで平均 7 cmである。間隔は10～ 100cmで A群に比べ密である。AB群 との新

旧関係は不明である。

出土遺物としては非ロクロの上師器不 (内黒・非内黒)・ 甕があるが小破片のため図示してい

ない。

これらの小濤状遺構群の性格については、周辺地区での調査例からも畠跡に関連するもので

あろう(佐藤甲 :1993、 神成 :1995)。 時期については、Ⅲ区のC群が上層で検出された住居群

の時期からおおむね古墳時代と考えられること、H区でA群が 9世紀前半頃の S113に切られ

ることから平安時代初め以前と考えられることなどから、A～ C群は古墳時代から平安時代初

め頃にかけての所産とされよう。

③基本層位出土遺物 (第62図 )

1層 非ロクロ土師器不 (内黒・非内黒)・ 甕・観 (1)、 ロクロ土師器郷・甕・赤焼土器邦、
須恵器不 。奏が出土している。

2層 非ロクロ土師器不 (内黒・非内黒)・ 甕、ロクロ土師器不・高台不・甕、赤焼土器邪・高
台邦、須恵器イ (2)・ 高台不・甕・壷・蓋が出土している。 2は一応須恵器としたが色調が灰

白色で焼きが甘く、内外面に黒斑を有していることから、他の資料とは印象の異なるものであ

る。

3層 非ロクロ土師器不 (内黒・非内黒)。 甕・ロクロ土師器不 。甕、赤焼土器不 。高台不、須
恵器邪 (3)・ 高台邪 (4・ 5)甕が出上している。 4・ 5の高台は直立気味である。 3は底部

は切り離し後に手持ちヘラケズリされている。

4層 非ロクロ土師器邦 (内黒・非内黒)・ 甕、ロクロ土師器高台邪 (7)・ 甕 (8)、 赤焼土器
不・高台郷、須恵器不 (回転ヘラ切り)。 高台邪・甕・蓋 (6)わS出上している。 6の蓋は天丼

部外面に回転ヘラケズリが施されている。 8の甕は口縁部が強く外半している。
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層 位 種  類 回径 底径 器高 底/口 残存 特 徴 登録

1 S× 3 土師器杯 0 57 1/3 体外～底 :回転ヘラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 D39
2 1層 土師器観 外 かるいヘラケズリ 内 :ヘ ラナデ、ヘラケズリ 底 :木葉痕
3 2層 須恵器杯 57 底 回転糸切 り 輪慣み痕あり
3層 須恵器杯 0 65 底 手持ちヘラケズリ 肉 :ロ クロナデ、ナデ

5 3層 須恵器高台不 (1/4>) 底 :不明→回転ヘラケズリ→高台貼付→ロクロナデ

6 3層 須恵器高台邦 底 :回転糸切り→高台貼付→ロクロナデ

7 4層 須恵器言 ロクロナデ 頂部 :ヘラケズ リ E12
8 4層 上師器高台邪 底 :回転糸切 り→高台貼付→ロクロナデ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 D7

9 4層 土師器奏 ロクロナデ D2

第62図  SX・ 基本層出土遺物



5層 非ロクロ土師器不 (内黒・)F内黒)、 甕、ロクロ土師器不、赤焼土器邪、須恵器不が出土

している。

6層 非ロクロ土師器邦 (内黒)。 甕が出上している。

7層 非ロクロ土師器不、須恵器甕が出土している。

8層 非ロクロ土師器甕が出上している。

9層 非ロクロ土師器不 (内黒)、 須恵器邦 (回転糸切り)。 奏が出土している。

(注 :弥生時代の包含層が 7層であることから、7層以下の遺物は取り上げ等の誤りがあると考

えられる。)

修)弥生時代の遺構 と遺物

弥生時代の遺構は7c層および 8層上面で竪穴遺構 2基、土墳 3基、埋設土器遺構 1基、遺物

包含層を検出している (注 )。

①竪穴遺構

S115竪穴遺構 (第64図 )

[位置確認面]IttC 2・ 3グ リッドの 8層上面で確認した。

[重複]ピ ット群を切っている。

[平面形・規模]上面の平面形は南東隅がやや膨らむ隅丸方形であるが、底面は北東隅が丸くな

る不整方形である。南北軸長2.6～ 3.2m、 東西軸長3mで、深さは約25cmである。

[堆積土]7層に大別され、13層に細分される。1～ 5層 は黒褐色シルトでほぼ全体に堆積して

いる。 4層 に遺物が多く含まれる。 6・ 7層 は東半部に堆積している。

[底面]基本層 8・ 9層が底面となり、軟弱である。ほぼ平坦であるが北側がやや高くなってい

る。ピットが25個検出されているがいずれも深さが 1～13cm(平均 5帥)と 小さく、柱穴と考

えられるものはない。炉など住居に関係する施設は確認されていない。

[壁]8層を壁とし、壁高は約20cmでかなり緩く立ち上がる。確認した部分は40～ 50cmと 良好に

残存している。立ち上がりは急である。

[そ の他]北辺と南東隅に緩斜面の中段部があるが施設かどうかは不明である。

[出土遺物]底面、堆積土中より上器、石器が出土している。上器 (第66図、第67図 1～ 8)重・

壷或は甕の口縁部 。蓋・底部・体部が出土している。 1は壷の頸部から肩部にかけてのもので、

肩部には地文がなく、そこに斜行する2本同時の平行沈線状のものが数条観察されているがか

なり痕跡が薄く調整痕の可能性もある。体部中央より下は斜行するLR縄文である。この壷は堆

積上下半部から出上しているが底面直上のものが多い。第66図 7・ 8は平行沈線文が施文され

ている。同図 9～ 67図 5は壷ないし甕の口縁部で、 9～第67図 2は複合口縁ないし肥厚する口
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離 層位 土  色 土 性 備  考

I ttSII 1 黒褐色10YR2/2 砂質シル ト

黒褐色10YR3/2 粘土質シルト

暴褐色10YR3/2 粘土質シルト 選物を含む、2aよ り黒っぽい

黒褐色10YR3/1 粘土質シルト

黒褐色10YR3/1 粘土質シル ト 3aよ り黒っぽヤ】

黒裾確110YR2/2 粘土質シル ト

黒色10YR2/ユ 粘土質 シル ト 遺物を含む

5 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト

褐灰色10YR4/1 粘土質シル ト 6bよ り砂質

にぶい黄褐色10YR4/3 粘上質シル ト

粘土賞シル ト 遺物を含む

灰責褐色10YR4/2 砂資シル ト

第64図 S115竪穴遺構

第63図
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番号 層 分  類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

I 24a、 6 壷 頸～体上半 上半無文 (ケ ズ リ、ナデ)、 LR縄文、内面摩滅 B218 51-
2 ゼ 4 底 木棄痕、内面ナデ B278
3 床 直 底 LRill文 、一部羽状、内面 ミガキ B261
4 9 蓋 ? 頂部 沈線 B266
5 底 凹底、凹内ユビナデ B280
6 ゼ 底 内外面ナデ B267
22b I 甕 or霊 口縁 横走文、 2本同時、内面ナデ B336 53-1

8 η l I 一望 体上半 重山形文、 2本同時、内面ナデ B386 53-2
9 ゼ 肛 A 壷・ 巽 回縁 口上半 :ス リット文、口下半 :交互刺突類似文 (上刺突 2ケ、下押圧 ) B161 53-3
22b HA 壷・ 甕 回縁 口上半 :刺突、平行沈線文、口下半 :交互刺突文 (上刺突 2ケ ) B50 53-4
HA 壷・褻 口縁 口上半 :LR縄文、日下半 :波状文 (下押圧)、 内面ナデ B191 53-5

回縁 回上半 :無文、口下半 :軽 い押圧 B195 53-6
壷・ 甕 口縁 回上半 :沈線文、東J突、内面ナデ B25 53-7

口縁 口唇 :刺突文、日上半 :沈線文 B421 53-8
2 士霊 口縁 口上半 スリット文 B79 53-9
2 ■ 口縁 口上半 R縄文、内面ナデ B396 53-10

17 I 壺 体部上半 縦位区画文、連孤文、 2本同時、内面ナデ

第66図 S115出土遺物 (1)
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番号 層 分 類 器  種 部   位 特 徴 登 録 写真図版

l 24a HCl 口縁 口上半 :無文、内外面ナデ 53-11

2 珍7b 壷・甕 口縁 口上半 :無文、内外面ナデ B ll 53-13

3 壷 。甕 口縁 無文 (ナ デ ) 53-12

4 壺・ 甕 口縁 口唇 :刻 目、口縁 :無文、内外面ナデ B423

5 壷・ 甕 口縁 無文、内外面ナデ 53-14

6 2 頸 交互東」突文、縄文 (撚糸文)? 53-15

7 2 底 木粟痕

2 蓋 内外面 :LR縄文 53-16

ぶ縁
韻
◆◇
帷
鰍
‰
膠

番号 層位 分  類 昆さ(II m) 幅 (ddd) 享さ(du) 重さ(g) 石  材 備 考 登録 写 具

9 7 アメリカ式石鏃 19 1 05 流紋岩 素材面方面 Ka2397

10 2 アメリカ式石鏃 132 11 流紋岩 先端部欠損 Ka2389 54-28

11 7 アメリカ式石鏃 27 5 13 7 09 黒曜岩 素材面方面 Ka2394 54-29

12 3 アメリカ式石鏃 23 07 鉄石英 Ka2414

2 石鏃 瑳質頁岩 上半部欠損 Ka2407

14 石錐 27 3 77 14 流紋岩 Ka2437 54-32

15 ′6a 石錐 (133) 33 珪質頁岩 先端部欠損 Ka2436

ウ7a 石錐 (185) 流紋岩 先端部欠損 Ka2415

17 7 不定形 25 7 47 流紋岩 Ka2453

不定形 11 0 流紋岩 Ka2488 54-36

19 不定形 125 流紋岩 Ka2447 54-35

第67図  S115出土遺物 (2)
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番号 層位 分  類 長さ(剛 ) 幅(m) 星さ(m) 重さ他) 石 材 備 考 彗録 写 真
1 ? 管玉 鉄石英 孔径 12m、 片側欠 Kc 836
2 管玉 115 26 鉄石英 孔径 1 laal、 両側欠 Kc 837

石鍬 1428 安山岩 Ka2534

15出土遺物 (3)

0                  5 cm

―

                 (2/3)

番号 層位 分  類 長さ(闘 ) 幅(m) 厚さ(mm) 重さ(2) 石 材 備 考 登録 写真

1 ワ 1 不定形 29. 6 18. 4 3 2_9 流紋岩 Ka2513
2 不定形 5. 48 17_8 珪質百岩 Ka2480

第69図  S116出土遺物

縁を有し、 9～ 11に は交互刺突状の施文がある。第66図 4・ 67図 8は蓋、66図 2・ 5・ 6、 67

図 7は底部、67図 6は撚糸圧痕に交互刺突文のある頸部片である。石器 (第67図 9～ 19、 第68

図 4)9～ 12は アメリカ式石鏃で、 9は底面出上で基部が不揃いだが完形である。11は底面直
上で出上している。13は有茎の石鏃上半部が欠損している。14～ 16は石錐で16は基部である。

17～18は不定形石器で、17はスクレイパーエッジをもつもの、18は細かな二次加工が施される

もの、19は粗い両面加工によリジグザク状の縁辺をもつものである。第68図 3は底面直上から

出上した石鍬て安山岩製である。図示しなかったが他にアメリカ式石鏃 2点、石鏃 1点が出土

している。石製品 (第68図 1・ 2)管玉で鉄石英製である。自然遺物 炭化米が底面や堆積土

S



中から622点 (う ち完形85点)出上している。4a層が最多で159点、次が底面で■6点である。

S116竪穴遺構 (第65図 )

[位置確認面]Ⅱ区Al・ 2グ リッドの7c層上面で確認した。

[重複]重複はない。

[平面形・規模]東辺と南辺の一部を検出したのみで全体は不明である。東南隅と北東隅の形状

から隅丸方形の可能性がある。東辺の長さは2.6m、 南辺の検出長は1.6mである。

[堆積土]単層で基本層7b層である。

[底面]ほぼ平坦であるが西側がやや低くなっている。南東隅で35× 28cmの不整形のピットを検

出しているが深さは約10cmで柱穴とは考えられない。他に炉などの施設は確認されていない。

[壁]7c層を壁とし、壁高はわずか 3～ 7 cmほ どである。

[出土遺物]堆積土中より上器20点、石器 6点が出土しているが、図示し得たのは土器 2点、石

器 2点である。ともに不定形石器である。上器 (第78図 4、 6)4は高不の脚部である。 6は

3本同時の平行沈線文である。石器 (第69図)1・ 2は不定形石器である。

②土墳

SKl上墳 (第70図 )

I・ H tt Clグ リッドの 8層上面で確認した。SK2よ り新しい。平面形は不整楕円形で長軸1.3

m、 短軸 0。 9m、 深さは約15cmである。長軸の方向は N-10° 一Wである。断面形は舟底形で、

堆積土は 1層で黒褐色 (10YR3/1)粘土質シル ト層である。底面ほぼ中央で重の体部から底部

にかけての大きな破片が横位の状態で出土している。堆積土からも出上している。

[出土遺物](第70図 1～ 3)1は底面出上の壷である。底面から体部半ばまでの破片が主で、

体部上半破片は若干、日縁部は 1点確認されたのみである。 1の確実な残存高は25cmで、体部

上半以上は図上での推定である。器形は体部中央が膨らみ、頸部にかけて緩くすばまり、日縁

部が外反するものとみられる。口縁部片にはLR縄文と綾絡文が施文されている。体部から底部

にかけては器面が摩滅しているものの LR縄文と綾絡文が観察される。底部には靱痕が多数み

られる (写真105-18)。 2・ 3は堆積土中から出上した回縁部で交互刺突文と刺突が施文され

ている。

SK2土境 (第70図 )

H tt CDlグ リッドの 8層上面で確認した。SKlよ り古い。平面形は隅丸長方形で、長軸2.8

m、 短軸1.2mで、深さ20cmである。長軸の方向は N-75° 一Eである。断面形は舟底形で、堆

積土は6層に大別される。底面はほぼ平坦である。東半部で周濤状のものとピットを検出して

いる。周濤状のものは幅 5～20cmで、深さは 1～ 3 cmと かなり浅いものである。ピットは 3～ 8

cmである。両者とも性格は不明である。東壁から約40cmの所で円形の赤色顔料の分布を2ケ所
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遺構 層位 土  色 土 性 備  考 遺構 層位 土  色 土  性 備  考
II附鬱 ユ 黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト 3 黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト

2 黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト 1層 より多少明るし 黒褐色 10YR2/2 粘上質シル ト 3b。 6層 より暗ヽ
黒褐色 10YR2/3 粘土質シル ト 焼上炭を少量含む 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シル ト 炭、焼土を少量含む

黒褐色10YR3/2 粘土質シル ト 焼土、炭を多量含む 灰黄色ht110YR4/2 ンフレト 炭、焼上を少量含む

黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト 3d層 より多少暗ヤ にぶい黄褐色10YR4/3 シル ト

黒褐色10YR2/2 粘上質シル ト 5 褐色10YR4/4 ンル ト質粘土

黒褐色 10YR2/2 粘土管シル ト 6 黒褐色10YR2/2 焼上、炭を含む

黒褐色 10YR3/1 粘土質シル ト 3d層よりやや明るヤ

第70図  SK2土 墳
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番号 層 分 類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 2 ■ 壷 口～底 屋マ籟詳毛せ笛V軌擢鶏犠蓋残高25 0oI、 底径10 3oal
51-2
105-18

2 2 壷・ 褻 口縁 口上半 :ス リット文、日下半 :交互刺突文、頸 :沈線文 B144 53-17

3 8 コ 口縁 口上半 :ス リット文、口下半 :刺突 (不揃い) B175

第71図  SKl出 土遺物
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番号 層 分  類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

I ゼ 1 II 壺 回～体
体 :蓬霧出彩菱、と轟贔肝

)ヽ LR縄文、頸 :重山形文 (2本 同時 )、 B216 52-1

2 を コ 甕 口～体 回縁 :やや肥厚、内外面ナデ ? B207 53-23
3 21 I 壷か甕 体 重山形文、 2本同時 53-19
4 9 I 一霊 体 同心円文、 3本同時 B348 53-20
5 23 I 蓋 ? 頂部 ? 重山形文、 2本同時 ? 内面オサエ痕 B399 53-21
6 2 底 L鴎 文、木葉痕 B248
7 ゼ 1 II 壷か甕 回縁 口唇 :縄文、日上半無文 (ナ デ )、 頸 :縄文、内面ナデ B23
8 珍 ] ■ 壼か甕 回縁 7と 同一個体 53-22
9 を 1 肛A 壷か葵 口縁 口唇 :刻 目、日上半 :ス リット文、日下半 :押圧 (横から)、 内面ナデ B188 53-24

第72図  SK2出 土遺物 (1)
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番号 地 区 層  位 分  類 長さ(BIt l 幅 (I14) 厚さ(IIII) 重さ(g) 石  材 備  考 鶴 写真

1 Ⅱ区SK2 23上 石庖丁 58. 0 7.0 粘板岩か砂岩 紐穴間隔23a l、 穴径 4 BII Kc834 55-1

2 IIttSQ 23上 石庖丁 130. 0 51. 0 9_0 粘板岩か砂岩 紐穴間隔 17ut、 穴径 4 an Kc833 55-2

3 H ttSK2 93上 太型蛤刃石斧 141_ 5 Kc835 55-3

第73図 83S K 2出 土遺物 (2)
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番号 層位 分  類 鵞さ(m) 幅 (am) 享さ(m) 重さ(Я ) 石  材 備 考 登 録 写真
1 ℃ 1 尖頭器 71. 5 10.2 18.3 買岩 Ka2346 55-4
2 22 アメリカ式石欽 8.2 2.6 0_3 玉髄 素材面両面 Ka2385 55-7
3 尼 アメリカ式石鉄 23^ 2 3.4 流紋岩 Ka2538 55-6
ゼ 2 石鏃 (28_ 5) 10. 4 3.6 0.9 珪質頁岩 茎部欠損 Ka2349 55-8

5 23 石鏃 (28.8) 12_3 3.5 1.3 鉄石英 茎部欠損 Ka2355

第74図  SK2出土遺物 (3)

検出した。底面より約 5 cm浮いている。両者は約20cm離れて並んでおり、径は約20cmで 中央が

ややへこんでいる。南の赤色分布のすぐ脇の同じ面から石庖丁 2点 (Sl・ 2)、 太型蛤刃石斧 1

点 (S7)が出上した。またほぼ同じ面の北壁寄りからはアメリカ式石鏃 (S-8、 写真55-5)

と石鏃 (S6、 第74図 5)が出上している。確認面では一括土器や石器、堆積土から土器、石器

が出上している。

[出土遺物]土器 (第72図 1～ 9)1・ 2は確認面の一括土器である。 1は童の口縁部 と体部上

半である。口縁部はC2グ リッド出上であるが同一個体である。日縁部は受け口状になり、頸部

との接合部では内面に明瞭な稜をもつ。回縁外面にはLR縄文と2本同時の鋸歯文がある。頸部

は 2本同時の重山形文で、頸部下端は2本の平行沈線と1本の鋸歯文である。 2は口縁部がや

や肥厚する甕で無文である。 3～ 5は平行沈線文で、 7・ 8は複合口縁で同一個体、 9は口縁

上半でスリット文、下半に粘土貼付け後指頭によるオサエを行っている。

石器 (第 73・ 74図)73図 1・ 2は粘板岩製の石庖丁である。これらには使用痕が観察される

がこれについては概報Ⅲ (須藤・阿子島 :1984)を 参照されたい。 3は安山岩製の太型蛤刃石

斧である。74図 1は確認面で出土した尖頭器でアスファルトが付着している。 2・ 3はアメリ
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番号 層 分  類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

ユ 2 IIA 壷 口～体下半 島扇象農
L縣
壽馬掛齢Ⅲ誤脇番翠揺慧;尭戸

状沈線文、刺突文、 52-2

通構 層位 土  色 土 性 備  考

1 灰黄褐色10YR4/2 シル ト

上器内坦土 灰黄褐色10YR4/2 シル ト 炭を少量含む 第76図  6号埋設土器



図版
番号

地  区 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 田 一亜 頸～底 望癸孫箔堪動碗護r擢懇!も漆轄 褒bcρ
面ナデ 52-3

0                        10cm
(1/3)

第77図 6号埋設土器

多い (50点 )。

SK3土墳 (第75図 )

H tt A12グ リッドの7c層上面で確認した。平面形は径約40cmの不整円形で、深さは約17cmで

ある。断面形は逆台形で、堆積土は 1層で黒褐色 (10YR2/2)シ ルト質粘上である。壷 (第 75

図 1)が倒立して出上している。 1は口縁部の1/4と底部を欠損している。口縁部下半に交互刺

突文、外部上半に工字状文を施文している。

③埋設土器遺構

6号埋設上器遺構 (第76図 )

Ⅲ区B14グ リッドの 8層上面で確認した。40× 45cmの不整円形の掘り方に壷が横位の状態に

埋設されていた。壷 (第 77図)は口頸部が欠損している。体部中央が強く膨らみ頸部へやや外

反気味にすばまる器形である。文様はLR縄文と綾絡文である。



④遺物包含層

基本層 7層が弥生時代の遺物包含層である。 7層は7a-1、 7a-2、 7b、 7c層に細別
され、

特に7b層に

'ヒ

較的遺物が集中しているが、細別層間で接合関係がみられるため、
ここでは一括

して扱うこととする。 7層はほぼ全域に分布するが遺物はH区 5グ リッド以北の IoH区にか

けて多く分布する。とくに目立った遺物集中はなく全体に遺物が多
いが、前述した SRlの影響

によりできた濤状の落込みにあたるCD10グ リッドにやや遺物が集中する傾向がある。H区の

6グ リッド以南は遺物量がかなり減少するが、いくらかの小さな遺物のまとまりがみられる。

SK3周辺のA12グ リッド、 6号埋設土器遺構周辺の B14・ 15グ リッド、および DE16・ 17グ リ

ッド周辺である。とくにA12グ リッドでは石器の製品 (石鏃 3点、アメリカ式石鏃 2点、石錐

1点、石匙 1点)と紡錘車が出上している。DE16・ 17グ リッドでは石鍬が出土し
ている。包含

層全体からの出土遺物は、弥生土器、上製品、石器、礫石器、石製品
である。

上器 (第79図～第96図)第79～81図には実測が可能な個体を中心に図示した。第82～86図は平

行沈線文系の上器群、第87～94図は天王山式系の上器群、第95。 96図は
その他の土器群を図示

している。

上製品 (第97図)1～ 5は紡錘車で、 6は板状の、 7は環状の不明土製品、 8は土偶状の下半

部と考えられる。

上器 (第98～ 107図 )石器は、石鏃、アメリカ式石鏃、尖頭器、石錐、不定形石器、
二次加工の

ある剣片、剣片、石核、石鍬、大型板状安山岩製石器、礫石器が出上して
いる。

石製品鉄石英製の管玉で、長さ■ .81nlll、 径4.811ull、 孔径1.51nlllである。片端
の整形が不完全であ

る。 IttD 7、 8層上面出土。

⑤ピット状の落込み

8層上面でおびただしい数のピット状の落ち込みを検出したが、平面形が不整形であり、底

面の凹凸が激しく人工的とは考えにくいことから遺構と認定しな
かった。しかし、遺物は出土

しており、第108・ 109図に示した。

⑥その他の遺構出土遺物 (第78図・■0図 )

7層上面以上の遺構内から出上した弥生土器を第78図に、石器を第110図 に示した。

注)概報 (篠原他 :1984)で は濤跡としてSD8を報告している。SD8と したものは上幅5m、 下幅
1～ 3.5m、

深さ10～ 20cmである。幅の割に浅く、壁もかなり緩く立ち上がり、約60cla下
の8層中に幅5m、 深さlmの SR2河

川跡 (第171図後述)力 存ゞ在することなどから、SR2の影響で形成された濤状の浅
いくばみと判断し遺構から抹

消した。堆積土も7層細分層に対応している。
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版
号
図
番 遺 構 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

よ SD27 ゼ I 圭霊 頸 隆帯、縦位区画文、横走文、重山形文、 2本同時 3298 53-33
2 SD28 ゼ 脚 ? B229 53-34
3 SD27 を 底 LR縄文、木葉痕 B262

2 高郷 脚部 平行沈線文、内面 ミガキ 8438 53-32
5 SD27 ゼ 壺 体上半 重菱形文、 2本同時 B319 54-12

ゼ 一璽 体上半 重山形文、 3本同時 8392 54-13
7 SD27 を 〓璽 体上半 重菱形文、 2本同時、内面ナデ B300 54-14
8 SD28 ? 重 体中央 重菱形文、 2本同時、内面ナデ ? B163 54-16
9 小溝状遺構 を と霊 体上半 同心円文、 2本同時 B332 54-15
10 SD26 2 甕 回縁 横走文、連弧文、 2本同時、内面ナデ B373 54-17
11 SD28 2 壷か甕 口縁 回上半 :無文、日下半 :波状文 (下押圧 ) B43 54-18

珍 重か甕 口頸 口唇 :沈線、横からの押圧、回上半 :LR縄文、口下半 :内面ナデ B30 54-19
13 SD26 2 豆か萎 口頸

口上半
口下半

縄文、
波状文 (下押圧 )、 頸 :沈線、連弧文 (2本 同時 ) B157 54-20

SD27 ゼ ⅡA 壷か甕 口頸 回上半 :縄文、回下半 :波状文 (下押圧 )、 内面ナデ B122 54-21
SD27 2 壷か襲 口頸 回唇・ 口縁・口頸 :LR縄文 B186 54-22

16 小溝状遺構 9 壷か藝 口縁 撚糸 (LR) 圧痕 B132 54-23
17 9 壺か甕 口縁 口唇 。日縁 :R撚糸文 B428 54-25
SD27 2 豆か甕 回～体 R撚糸文 ?、 内面 ミガキ B109 54-26
SD27 ゼ 蓋 R撚糸文、内面 ミガキ 3222 54-24

第78図 遺構出土弥生土器
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番号 地  区 層 分類 器  種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 A5 壷 口頸 錬弧文、 3本同時、LR縄文、内面ナデ、推定日径12 8cm B375 56-1

2 A10 壷 頸 隆帯、重山形文、 2本同時 56-2

3 7 壷 体 重山形文、 2本 同時、R撚糸文

4 D10 7c 一霊 体 同心円文、 2本 同時 B219 55-12

5 IIDE16 7 小型上器 口～底 縄文、口径6 4cm、 器高7 5cm、 底径4 0cm B328

6 墾 口～体
口端 :隆帯、交互刺突文、頸 :連弧文、下端交互刺突文
体 :同心円文、R囃 文

B208 56-4

7 I B5・ ■Al 甕 HA 口頸 目十華:灸≧錨奥委
ヽ
と曼帰斉、内面ナデ、推定回径25cm 56-3

8 ■A 奏 口頸 目十華:製望諭葵文(上 2ケ )、 内面ナデ、推定回径14 5cm B209 56-7

9 IA～ D9。 10 7 憂 口～体 器面摩滅、推定回径10 2cm 56-5

I A7 甕 口頸～体 屎:全幕縫穏碧為規蔀悸墓剤狂者締
ヽ 56-6

第79図  7層 出土土器 (1)
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番号 地  区 層 器 種 都 位 特 徴 登  録 番号 地  区 層 器 種 部 位 特 徴 登  録
1 I AB9 7 高郵 脚部 隆帯 B242 蓋 つまみ 内面ナデ B231
2 高不 脚部 隆稀 B243 7 蓋 つまみ 細沈線文 B223
3 II・ B4 7b 高杯か蓋 脚 ? 運弧文、 2本同時 B226 I東壁 7 蓋 ? 底 B276
4 I A6 高坪 脚部 隆帯、細沈線、 2本同時 [D10 高邪か蓋 つまみ B434
5 II Bl 高邦か蓋 脚 ? B233 H B6 底 8275

7c 高郵か露 脚 ? B236 7 底 木葉痕 B255
7 ⅡI B15 高不か蓋 脚 ? L縄文、内外面ナデ 3221 I 蓋 ? つまみ 穿孔 (焼成前 )、 沈線文 B235
8 I D3 7c 高坪 ? 脚 ? B230 H Dl 底 細沈線文、木葉痕 3260
9 I A10 高邦 ? 脚 ? I All 底 布目痕 B265
10 9・ 10ア J 7 高不 脚部 外面ナデ I C10 底 外面オサエ 8274
11 7b 台付 台部 B435 I C9 7 底 布目痕
12 5 蓋 つまみ 細沈線文 B239 II C20 7 蓋 ? 頂部 ? 体・ 頂 :LR組文
13 蓋 つまみ 内面ナデ凹凸 B224 I B9 8 底
14 蓋 つまみ B227 皿 A20 7 底 LR縄文 B256
A6 7 高不か蓋 脚 ? 重菱形文、 4本同時 B327 II A20 7 底 LR縄文 B217
9。 10,J 7 蓋 つまみ I Dl 底 底部外面に圧痕 B273

17 7 蓋 つまみ 隆帯、内外面ナデ 3225 III D22 7 底 肉面ナデ B268

第80図  7層出土土器 (2)
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番 号 地  区 層 部 位 特 徴 登  録 番号 地  区 層 部 位 特 徴 登 録

1 H Cll 7 底 LR縄文、底部 ミガキ B259 14 底 布目痕 B252

2 I B9 底 木葉痕ナデ消し、内面粗いミガキ B283 I C9 7 底 LR縄文、内面ナデ B432

I A7 7b 底 布 目痕、靱痕 II D7 底 LR縄文、木葉痕 8285

4 【A6 底 LR綴文、布目痕 写真 105-17 B263 17 III C15 底 オサエ 8281

5 底 木葉反 B284 I C9 底

I C5 7c 底 布 目痕、タト面ケズリ、内面ナデ B246 IA～D4 7 底 本葉痕 B290

7 I A6 底 しR縄文、木葉痕 B264 IA～D4 7 底 LR縄文 B258

8 ■Al 底 凹底、内外面ナデ B270 21 III B15 8 底 木葉痕 B286

9 I D10 7 底 凹底、凹内ナデ B269 III C24 7 底 布目痕 B253

H A2 7c 底 凹底、凹内ユビナデ 底

底 LR縄文、国底 B257 II CD21 体・ 底 と。R撚糸文、羽状

III B15 7 底 LR縄文、外面概痕 底 布目痕 B247

7c 底 B287 I C10 底 布目痕 B245

第81図  7層出土土器 (3)
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番号 地  区 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

ユ I A6 と璽 口縁 重山形文、内面波状文、 3本同時 B323 56-23
2 8 壺 口頸 隆帯、細沈線文、内面ナデ 56-24
3 壼 口頸 隆帯、縦位区画文、 2本同時 56-25
4 H A10 ）璽 体上半 隆帯、連弧文、 2本同時、内面ミガキ B379 56-26
5 壼 回頸 隆帯、連弧文、 2本同時、内面ナデ B297 56-27
6 士霊 回頸 隆帯、縦位区画文、横走文、 2本同時 B295 56-28
7 I D9 広口壷 口縁 内面細沈線文、 2本同時 B338 57-1
8 I Al 7c 広口壷 口縁 細沈線文、 4本同時、内面 ミガキ 57-2
9 7 広口壼 口縁 重山形文、 3本同時 57-3
I A3・ 10 7a 広口壷 口縁 連Hul■ 、 4本同時、内面 ミガキ 57-5

11 II B2 広 回壷 口縁 波状文、 2本同時 B366 57-6
12 肛A8 7b 広回重 口縁 重山形文、 2本 同時 3302 57-7
13 I CD9・ lo 7 広口童 口縁 重山形文、 3本同時、 9と 同一個体 B292 57-4
14 ■B6 広口壷 回縁 日唇 :LR縄文、外面 :横走文、内面 :連弧文、ナデ、 2本同時 57-9
15 I BC2 7b 広口壷 口縁 口唇 :縄文 ?、 外面 :横走文、 2本同時、内面ナデ 57-8

広口壼 回縁 重山形文、 3本同時 B390 57-H
17 IA～ D9・ 10 7 広回壷 口～体 重山形文、 3本 同時 B389 57-12

広日壷 日縁 公面 :縦位区画文、横走文、内面 :運弧文、 2本同時 B177 57-13
I C2 7 I 広口壷 口縁

唇
面
国
内 雪談試子鍋 群蛇堺姿横走文、 B356 57-10

第32図  7層出土遺物 (4)



急息
ヨ自三こ善姦″

4

導|ど強智w芸

覇 辮 7
1

10

‰ 鰯

1琵輩 ご基襟 H翠

杵~下~T~T~イ~勇
Cnl

ヽ

・ ・

雲
告

――

〃一　　　　　　轡 珠

‐２

番号 地  区 層 分類 器 種 部 位 特 徴 登録碁号 写真図版

1 I Dl 広口壷 口縁 連弧文、 4本同時 57-14

2 7 広口壷 口縁 連弧文、 4本同時 57-15

3 H B6 7 広口壷 日縁 連弧文、 4本同時 57-16

4 I CD9。 10 7 広口壷 口～体 連弧文、 4本同時、R撚糸文、内面ナデ 57-17

5 I CD10 壷か甕 口頸 横走文、櫛歯状施文具 ? B l10 57-18

6 I IAB] 2 I 広口更 口頸
口唇 :LR縄文、口縁 :横走文、運弧文、LR縄文
頸 :重菱形文、 2本同時

B103 57-19

6 IA～ Cl 広口壷 体 多;覇ラ母窪菰隻妄手尚詈贄も鮒
) 57-19

7 広口壷 口縁 連弧文、 3本同時 3374 57-20

8 D6 壷か蓋 口縁 波状文、 3本同時 B352 57-21

9 7 壷か甕 頸 横走文、 2本 同時 (上深、下浅 )、 内面ナデ 57-22

IID10 7c 壷か甕 頸 横走文、 2本同時、内面ナデ B339 57-23

11 あ 蔓 頸 縦位区画文、横走文、 2本同時、内面ナデ B356 57-24

とA5 ↓霊 体 同心円文、 2本同時 57-25

13 I CD10 斎 体 横走文、内面 ミガキ B335 57-26

第83図  7層出土遺物 (5)
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番号

地  区 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

I 一霊 体 重山形文、 2本 同時 57-27
2 8 壷 体 重山形文、 2本同時 B307 57-28
3 A10 士璽 体 重山形文、 2本同時 57-29
Al 重 体 重山形文、 2本同時 57-30

5 II Aユ 7b 壷 体 重山形文、 2本同時、とR縄文、内面ナデ 57-31
6 I A10 一望 体 重山形文、 2本同時、内面ナデ 57-32
7 II D4 重 体 重山形文、連孤文、 2本 同時、内面ナデ 57-33
8 8 士霊 体 重山形文、 2本同時 58-1
9 A3・ 6 壷 頸～体 縦位区画文、重山形文、 2本同時、内面ナデ 58-2
10 C9 7 一霊 体 重山形文、 2本同時、内面ナデ B324 58-3
11 一璽 体 縦位区画文、重山形文、 2本同時、内面ナデ B353 58-4
12 A8B10 7 重 体 重山形文、 2本同時、付加条 58-5
13 壼 体 重山形文、 2本同時 B305 58-6
14 A10、 CD9 7 学堕 体 重山形文、 2本同時 58-7

7 壷 体 重山形文、 2本同時、内面ナデ B349 58-8
A8 士更 体 重山形文、 2本同時、内面ナデ B34電 58-10
I D9 7c 霊 体 重山形文、連弧形、 2本同時、内面ナデ 58-9

第84図  7層出土遺物 (6)
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版
号
図
番 地  区 層 分類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 A2 壺 体 重菱形文、 2本同時、内面ナデかミガキ B320 58-11

2 7b 霊 体 重菱形文、 2本同時、内面ナデ 58-12

3 5 一霊 体 重菱形文、 2本同時、内面ナデ B322 58-13

4 CD10 7 壷 体 重菱形文、 2本 同時、内面ナデ B325 58-14

5 A～D9。 10 7 士更 体 重菱形文、 2本同時 B200 58-15

6 A2 7c 壷 体 重菱形文、 2本同時、内面ナデ

壷 体 重菱形文、 2本 同時 B326

8 7 一臣 体 淳弧文、重山影文、 2本 同時、内面ナデ 58-16

9 吏 体 連弧文、 2本 同時 B385 58-17

と霊 体 連弧文、 2本同時 B369 58-18

A9 士電 体 連弧文、 2本同時 B382 58-19

壷 体 連弧文 58-20

広口壷 頸～体 連弧文、波状文、 2本同時、体部縄文 ? 58-23

A―D9。 10 7 重 体 連弧文、 2本同時 B381 58-24

A3 重 体 連弧文、 2本同時 B384 58-25

16 7℃
〓更 体 縦位区画文、連孤文、 2本 同時 58-21

17 重 体 縦位区画文、連弧文、 2本同時 B359 58-22

H Cll 7c I 壷か甕 体 横走文、波状文、 2本同時、LR縄文

Hピ ット68 8 I 壷か墾 体 波状文、横走文、 2本 同時、LR縄文、 18と 同一個体 58-26

I CD10 I 壺 体 運弧文、撚糸文 58-27

21 I 7 I 一更 体 波状文、 2本同時 B363 58-28

I A7・ 9 7 I 壷 体 連弧文、 2本同時 58-29

〔CD10 7b I 広口重 体 縦位区画文、波状文、 2本 同時、LR縄文、綾絡文、内面 ミガキ 58-31

H C3 ■ ? 体 重菱形文、ガヽ円文、 2本同時、運統山形文 58-30

第85図  7層出土遺物 (7)
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番号

地  区 層 分類 器  種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

〕 I 一堕 体 重山形文、 4本同時 58-32
2 HD5 壷 体 重山形文、 3本同時、内面ナデ B 3 58-33
3 I A2 I 一霊 体 重菱形文 ?、 3本同時 58-34
4 〕 壺 体 重菱形文 ?、 3本同時 B388 58-35
5 I A10 7b I 一璽 体 重山形文、 3本同時、内面ナデ B387 58-36
6 HA4 !

一堕 体 重山形文、 3本同時 B395 58-37
7 Iピ ット27 8 壷 体 重山形文、 3本同時 58-38
I D4 士璽 体 重山形文、 3本同時 B394 58-40

9 7b 重 体 重菱形文、 3本同時、内面ナデ 59-1
10 肛A4 一霊 体 重菱形文、 3本同時、内面ミガキ ? 58-39
11 IIA2 ）霊 体 重菱形文、 3本同時 B346 59-2
I A10 7 壷 体 連弧文 本同時、内面ナデ B165 58-41

13 I A5・ 6 it 壷 体 重菱形文、 3本同時 59-3
14 H B10 I 壷or甕 体 波状文、 本同時、横走文、LR縄文、内面ナデ 59-4
15 I BCl 壷 体 運弧文 本同時、内面ナデ 59-5
16 I A9 一璽 体 連弧文 本同時、内面ナデ 59-6
17 7 一更 体 同心円文、 3本同時 B333 59-9
I CD10
圧Bl・ 2 7 I 霊 体 縦位区画文、連弧文、 3本同時 B355

B357 59-10
ICユ 0 重 体 波状文、 3本同時、内面ナデ B351 59-1]
・5列 士璽 体 運弧文、 4本同時 59-15
HCD10 蓋か高不 端部 運弧文、 2本同時 8365 59-7

7 蓋 ? 端部 閥外蘭細沈線文、 2本 同時 59-8
I D4 議 端部 波状文、 3本同時、端部 :縄文、内面 ミガキ 8350 59-12

7c 蓋 端部 連弧文、 2本同時、内面ナデ B380 59-13
IAH 7b I 蓋 ? 端部 波状文、 2本同時 B367 59-14

第86図  7層出土土器 (8)
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図版
番号

地  区 層 分類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 I Cl 壷・甕 口縁 口上半 :ス リット文、LR縄文、口下半 :交互刺突文 59-16

2 壷・婆 口縁 日上半 :ス リッ ト文、日下半 :交互刺突文 B172 59-17

3 Dl-4 壷・ 甕 口縁 口上半 :ス リット文、口下半 :交互刺突類似文 (上刺突、下押圧) B155 59-18

4 A6 7c A 回縁 口上半 :ス リッ ト文、日下半 波状文 (下押圧 ) 59-19

A231 7 壷・ 甕 口縁 ロキ華 :姿≧鶏奥姦板文 (上刺突 2ケ 、下押圧)、 内部ナデ
59-20

6 HCD5。 7 7 壷・ 甕 口縁 口上半 スリット文、日下半 :交互刺突文 (上刺突 2ケ )、 内部ナデ B l17 59-21

7 I D7、 B10 7 ■ A 壷 。甕 回縁 呂春予と黒望蟻義
｀
撮麟Ⅸ儀器叫奔

文、 B92 59-22

8 nIA15 7 ■A 壷・ 甕 口縁 口上半 :ス リット文、口下半 :交互刺突文、内面上縄文 ?ナデ 59-23

9 I A9 7 ■ A 口縁 口唇 :沈線、刺突、日上 :ス リッ ト文、日下半 :押圧 ? 59-24

HC5 7c HA 壷・甕 回縁
口上半 :沈線、スリッ ト文、口下半 :交互刺突文、
内面 :LR縄文 ?ナ デ

59-25

■ A 壷・甕 口縁 呂十華 :灸圭鶏奥姦檄文 (上刺突 2ケ 、下押圧 )、 内面ナデ
824 59-26

■IA15 IIA 壷・ 甕 口縁 口上半 :沈線、LR縄文、日下半 :波状文 (上刺突)、 内面ナデ B128 59-27

IIIB17 壷・甕 口縁 目十幸:綾瑛翌1湊与寵欝
条)、 連弧文(2本同時) 59-28

HC2 Ъ 壷・ 甕 口縁 口上半 :LR縄文 (0段多条)、 日下半 :波状文 (下押圧 )、 内面LR縄4 B168 59-29

I C8 7 重 。甕 口縁 口上半 :沈線、日下半 :波状文 (下押圧 )、 内面ナデ 59-30

16 HA4 壷・ 甕 口縁 口唇 :束 J突、口上半 :沈線、日下半 :交互刺突文 B184 59-33

17 I A8 IIA 壷・甕 口縁 口上半 沈線、日下半 :波状文 (下押圧 ) B15 59-32

7 IIA 壼・甕 口縁 口上半 沈線、日下半 :交互刺突文 (上刺突 2ケ ) B31 59-31

7 ■ A 口縁 回上半 :沈線、縄文、口下半 :波状態文 (下押圧 ) B56 59-34

第87図  7層出土土器 (9)
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図版
番号

地  区 層 分類 器 種 部 位 特 徴 昼録番号 写真図版

1 7c HA 壷・ 甕 回縁 口上半 :刺突文、口下半 :交互刺突類似文 (上刺突 2ケ 、下 押圧 ) 59-35
2 HA 更・ 甕 口縁 口上半 :沈線文、日下半 :波状文 59-36
3 IIC16 7 HA 壷・ 甕 回縁 口上半 :縄文、日下半分 :交互刺文 59-37
I B10 5 ■A 壼・甕 口縁 口上半 :LR縄文、日下半 :交互刺突類似文 (上刺突、下押圧 ) B121 59-38

5 I B6・ D3 HA 壷・甕 口縁 昌キ華:繁撃謝美髪板暫望琺楽、下押D ttLR縄王 B14 59-39

壷・甕 口縁 暴十茜轟患塁悸茜音T3離馨督¥7馨奔
文 B17 59-40

7 II C9・ lo 7 IIA 壷・ 甕 口～体
申 半 :交互刺突文、頸～体 :LR縄文、内面ナデ 60-9

8 I A7 HA 壷・甕 回縁
目十華 :繁輩謡美類似文 仕 刺突、下押D、 内面LR緻 B 5 59-41

9 IIA2 HA 重・甕 口縁 口上半 :縄文、回下半 :刺突文 B65 59-42
I A4 HA 壷・ 甕 口縁 回上半 :LR縄文、口下半 :交互刺突文 B41 59-43

11 I B10 IIA 壷・ 藝 口縁 口上半 :縄文、口下半 :交互刺突文、内面上半 :縄文 59-44
7 IA 壷・ 甕 口縁 口唇 :LR縄文、回上半 :LR縄文、 59-45

13 H B2 HA 壷 。甕 口縁 口上半 :L醍文、口下半 :交互刺突文
14 I A3 HA 琵・甕 口縁 日上半 :LR縄文、日下半 1波状文 (下押圧 )、 内面LR縄文、綾絡文 B187 59-46
H C5 壷・ 甕 口縁 F上半:LR縄文、日下半:波状文 (下押圧) 59-47
HA9 肛A 壷・ 塞 口縁 日上半 :LR縄文 ?、 日下半 :波状文 (下押圧 ) 60-1

17 コA5 IIA 重・ 甕 口縁 日早単型蓑浜民☆羊幕替停萬尚LR縄文 B199 60-2
H B12 HA 霊・甕 回縁 口唇 :沈線、刺突、口上半 :LR縄文、口下半 :波状文 (上刺突 ) 60-3

HA 壷・ 甕 回縁 口上半 :縄文、口下半 :波状文 (下押圧 ) 60-4

第88図  7層出土土器 (10)
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図版
番号

地  区 層 分類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

I BC2・ 4 7 HA 壷・甕 口縁 口上半 LR縄文、口下半 :波状文 (下押圧 ) B55 60-5

2 IA～ D9。 10 7 HA 壷・甕 口縁 回上半 :LR縄文 (0段多条 )、 口下半 :波状文 (下押圧 )、 補修孔 B42 60-6

3 I A5 HA 壷・ 甕 口縁 目景単1絨載箋;雫押苦
R縄文 (0段多条 )
内面 綾絡文

60-7

4 HA 壷・墾 口縁 口上半 :LR縄文、日下半 :波状文 (下押圧 )、 内面ナデ 8190a

5 7c HA 重
。
甕 口縁 口上半 :無文、口下半 :交互刺突文類似文 (上刺突、下押圧 ) B152 60-10

HA 壷・甕 口縁 口上半 :無文、日下半 :交互刺突文類似文 (上刺突、下押圧 ) 60-8

7 ■A 壷・甕 回縁 日早単覇 装臨 ):早暴季
｀
綾絡文 B190b 60-11

8 I A9 重 ・ 甕 口縁 日唇 :LR縄文 (0段多条 )、 日下半 :交互刺突文、内面 LR縄蒸 60-12

9 5 HA 壺・甕 口縁 目早単1鞍鍵み線 類似文 (上刺突、上押圧 )、 内面LR縄文
60-16

I Al 7 Ⅱ A 壺 。嬰 口縁 口上半 :無文、回下半 :交互束」突文 60-13

HA2 7 ■ A 壷・ 甕 口縁 口上半 :無文、口下半 :交互刺突文 60-14

14列 HA 壷・菱 口縁 口上半 :無文、日下半 :波状文 (下押圧) 60-15

IA 口縁 口上半 :無文、日下半 :波状文 (下押圧 ) B196

不  明 7 ■ A 壷・ 墾 口縁 暴写売麟 帝輪星圭斉
:無文、日下半 :交互刺突文 60-17

IICD20・ 21 7 ■ A 壷・甕 口縁 日暮 :LR縄文、口上半 :無文、日下半 :波状文 (下押圧 ) 60-18

IIB14 7 HA 壺・甕 口縁 口上半 :無文、回下半 :波状文 (下押圧) B127 60-19

ⅡA 壷・甕 口縁 口唇 :無文、日下半 :波状文 (下刺突 ) 60-21

7b HA 口縁 回上半 :無文、口下半 :円形刺突文、頸 :沈線文 B27 60-22

7a IIA 口縁 口上半 :無文、日下半 :交互刺突文 2段、内面ナデ 60-20

第89図  7層出土土器 (11)
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図版
番号 地  区 層 分類 器 種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 I D7 口縁 口唇 :LR縄文、日上半 :ス リット文、口下半 =交敷 も突文 B 4 60-23
2 7 壷・ 甕 口縁 口上半 :沈線、口下半 :交互刺突文、内面とR縄文 60-25
3 IIIC16 7 重・ 甕 口縁 2と 同一体 60-24

4 ЦA～c2・ 4・ 5 壷・ 甕 口頸
目雫壽骨養奎%羹愛:馨諸笹 菱形文風、頸下端 :交互刺突文 867 60-29

5 7 霊・ 甕 口頸
曇1敵 撃監浄 ★

R縄文、口下半 :束峻 文、 B131 60-26

6 とD9 8 壺・ 甕 口頸
曇写進鍛餐

、日上端 :交互刺突文、日中 :連孤文、口下端 :刺突文、 60-30
7 IIDll 7c 壺・ 羹 回縁 口唇 :縄文、回上半 :沈線、縄文、日下端 :刺突文、内面ナデ 60-27
8 IID6 壷・ 甕 回縁 日唇 :刺突、日上半 :沈線、下口端 :交互茨1空支 60-28
9 HID22 7 B 壷・ 甕 口頸 暴写震是圭☆:果腎穣み)聯葉り旨堂稼蔀片RL縄文多数有

B 口縁 口上半 :沈線、連Vl文、日下端 :交互刺突文、内面LR縄文 (0段多条) B87 60-32
11 HA3 B 重 ・ 甕 口頸 国上半 :連 F」K文、とR縄文、回下端 :押圧文、内面ナデ B48 60-37
HCD12 8 B 壷 ・ 甕 口縁 口上半 :沈線、日下端 :押圧文 B171 60-36

13 IID25。 26 B 更 ・ 電 口縁 口上半 :L撚糸文、回下端 :刺突文、内面ナデ 60-33
14 IIIBC19 7 IBP 壷・ 甕 日縁 口上半 :付加条 (RL+L)、 連孤文、内面 ミガキ 60-35
15 壷・ 甕 口縁 口上半 :LR縄文、日下端 :押圧文 B433 60-34
IID23 7 壼・ 葵 口縁 口上半 R縄文、回下端 :刺突文 B206 61-1

17 IIB15 7 IB 壷・藝 口上半 :LR縄文、日下端 :綾絡文 61-2

第90図  7層出土土器 (12)
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図版
番号

地  区 層 分類 器  種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 壷・ 甕 口頸 回上半 無文、日下端 :押圧文、内面ナデ ? 61-3

2 7 壷 。甕 口頸 口上半 縄文 ?、 日下端 :交互刺突文 61-4

3 IB2 重 。甕 口縁 口上半 無文、国下端 :刺突文

4 IA5 7c 壷・甕 日顕
口唇 :沈線文、東J突文、日上半 :剣落、日下端 :押圧文、
頸 :重山形文風

61-7

5 II 壷 ・ 甕 口頸 口唇 :LR縄文、口上半 :無文、口下端 :押圧文、内面 :LR縄文 61-5

6 7 重 ・ 甕 口縁 口上半 :無文、口下端 :押圧文 61-6

7 HCl 壷・甕 口縁 口縁 :沈線、内面 :縄文 B43

8 IA3 壷・ 甕 口縁 口縁 :沈線、連統山形文 61-8

9 IIIC15 壷・ 甕 日頸 口縁 :沈線、内面ナデ B10 61-9

10 HA2 口縁 口縁 :沈線 (破線状 ) 61-10

11 壷
。
整 口頸 口縁 :沈線、頸 :横走文 B422 61-11

12 IA7 口頸 口縁 :沈線、内面凹凸あり 897 61-15

13 IIE16 壷・ 甕 口頸 回縁 :沈線、刺突文、頸 :付加条 (LR tt R)、 内面ナデ 61-14

7 壺・甕 回頸 回縁 :沈線、内面ナデ 61-16

I 壷・ 甕 口縁 口縁 :LR縄文、撚糸圧痕 (LR) B57 61-12

16 IA5 壷 。甕 口頸 口縁 :沈線、頸 :沈線 61-13

17 IIC22 7 口縁 口唇 :LR縄文、日縁 :連弧文、LR縄文、頸 :LR縄文 B 6 61-17

IIA17 7 壷・甕 口縁 口唇 :LR縄文、口縁 :沈線、刺突文、LR縄文、頸 :沈線文 61-23

19 ■B5 7 壺・憂 口縁 口縁 無文、内面ナデ B23

■C2 壷・ 養 口縁 口縁 :LR縄文 ? 61-18

I A10 壷 。甕 口縁 口縁 無文、内面ナデ

第91図  7層出土土器 (13)
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図版
番号

地  区 層 分類 器  種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

I I A10 壼・ 甕 口頸 口縁 :LR縄文、頸 :沈線文 (工字文風 ?) 61-19
2 7 壷・甕 口頸 回～頸 R縄文、内面ナデ B21 6ユ ー20
3 II114テ」 壷 ・ 誓 口頸 口～頸 R縄文 B54 61-21
4 壷・ 甕 口 頸 日唇～回縁 :LR縄文 (0段多条)、 内面ナデ 61-24
5 HA2 壼 ・ 墾 日縁 口唇～口縁 :LR縄文、内面ナデ B22 61-22
6 IⅡ C19 8 C 重 ・ 甕 口縁 口唇 :口縁内外面 :LR縄文 B91
7 HD5 7 壷・甕 口頸 回唇・ 口縁内外面 :LR縄文 B73 61-26
8 IA9 重・ 甕 回縁 口唇・ 口縁内外面 :LR縄文 61-25
9 壷・ 甕 口頸 回縁 :無文 61-29
ⅡA12 7c 壷・甕 回頸 口唇・ 口縁 :LR縄文、内面撚糸圧痕LRナ デ 61-28

1ユ 8 回頸 口縁 :無文、内面ナデ 61-30
7 更・ 甕 口頸 回唇 :縄文、口縁無文ヽ内面ナデ 61-31

IIIB15 7 壷・ 甕 回頸 口唇 :軽 い押圧、口縁 :無文 6ユ ー33
7 重・ 甕 口頸 口縁 :無文

I A10 壷・ 甕 口頸 回縁 :無文、頸 :LR縄文 ?、 内面LR縄文 6ユ ー32
重 ・ 慈 回頸 13と 同一個体 B214 61-34

第92図  7層出土土器 (14)
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図版
番号

地  区 層 分類 器  種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 7 H C2 回綴 口縁 :横走文、連弧文、LR縄文 (0段多条 ) 813 61-35
2 IIAll 壷 ・ 甕 回頸 口縁 :LR縄文 61-36

3 1■ CD15 7 壺 ・ B塞 口頸 口縁 :LR縄文 61-37

4 IIA10 H C2 壷 ・ 甕 口頸 日唇～頸 :LR縄文、内 ミガキ B 2 61-38

5 HC14 H C2 壷 。奏 口頸 口唇～頸 :LR縄文、内面LR縄文 6ユ ー39

6 壷・ 甕 回頸 口縁～頸 :LR縄文、内面上端LR縄文 B424 61-40

7 7 H C2 壷・ 甕 回縁 口縁内外面 :LR縄文 B32 61-41
8 HAp H C2 口頸 口唇・ 口 綴 LR紹文 B397

9 I Cl-3 壷 ・ 甕 口頸 口縁 :LR縄文

HA10 HC2 壷・墾 ? 口縁 62-1
11 H C2 壷・甕 回縁 回縁 :小突起、山形文、内面ナデ 62-2
12 I A7B6 HC2 壷・甕 口頸 口縁 :無文 B66 62-3
IIID25 7 体 細沈線文、ボタン状貼付文 62-4
ⅢID25 7 体 沈線文、ボタン状貼付文、縄文 8133 62-5

体 橋走文、小円文 62-6
体 沈線文、磨消縄文、LR縄文 (0段多条 ) 872 62-9

H B6 体 沈線文、磨消縄文、LR縄文 69-7
ICユ～3 体 沈線文、弧状文、縄文 69-11

7 体 沈線文、弧状文、LR縄文 B69 69-12
体 沈線文、連続山形文、工字状文 ? 69-13

HD5 体 沈線文、工字状文 ?、 LR縄文 (細 ) 69-8
体 沈線文、工字状文 ?、 縄文 ? 69-10

IA9 体 沈線文、工字状文 ? B63 69-14

7層出土土器 (15)
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図版
番号

地  区 層 分類 器 種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

l IIC19 豆 ・ 甕 顎 小形文 B398 62-15
2 皿14列 7 臣 ・ 甕 頸 横走沈線、小弧状文、内面ナデ B 8 62-16
3 I CD10 壷・ 甕 頸 山形文、内面ナデ B176 62-17
4 皿A17 7 重・ 甕 頸～体 頸 :弧状沈線文、LR縄文、体 :連続山形文、とR縄文、内面ナデ 62-19
5 壷・整 体 連孤文、縄文 B404 62-18
6 HA12 壷

。
事 体 ブリッジ付連弧文、LR紹文 62-26

7 壷 ・ 甕 体 連弧文、縄文 LR、 内面ナデ 62-20
8 ■B5 壷 ・ 墾 体 連弧文、縦走縄文 B153 62-30
9 8′ 壺・甕 体 運HJl文 、とR縄文、内面ナデ 62-21

壷・甕 体 沈線文、LR縄文 B406 62-22
11 II B19。 20 7 壷・ 甕 体 運統山形文、縄文 62-23
12 IIIAB20・ 21 7 壷・ 羹 体 ブリッジ付連弧文、LR編支 B l 62-29
を3 壷・ 甕 体 連孤文、LR縄文 62-24
14 I Cl-3 体 連続山形文 B71 62-25
15 I A4 7a 壷・ 甕 体 連続山形文、LR縄文 B403 62-28
〔Dl 壷・ 甕 体 運統曲形文、LR縄文 62-27

17 IID20 8 壷・甕 体 連続山形文、LR縄文 B 7 62-37
H14ア」 7 童・ 甕 体 運続山形文、LR縄文 62-33
I A5 壷

。
整 体 刺突文、連弧文、RL縄文 B?7 62-31

HA5 壺 ・ 甕 体 刺突文、連弧文、RL縄文 ? 62-32
21 IIIB19 7 豆 ・ 甕 体 円形刺突文、LR縄文 ? B54 62-34
22 I A2 7 壷・甕 頸～体 頸 :横走沈線文、頸下端 :交互東!突文、体 :縄文 B62 62-35

壷・ 甕 口縁 口上半 :運弧文、RL縄文、回下半 :刺突文 62-36
IIAB14 7 頸 連孤文、円形刺突文、内面ナデ B 9 62-38

第94図  7層出土土器 (16)
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図版
番号

地  区 層 分類 器 種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 壷 ・ 甕 口縁 連続山形文 B35 62-39

2 I C7 7 壼・ 甕 口縁 山形文、内面RL縄文 62-40

3 HA2 壷・ 甕 口縁 回唇・ 口縁 :LR縄文、内面撚糸圧痕 (LR)

4 H B12D6 壷・ 甕 回縁 回唇・ 回縁 :LR縄文 (0段多条)、 帯状ナデ、内面LR縄文 62-41

5 口縁 撚糸圧痕 (LR) 62-42

6 HA5 壷・甕 回縁 L臨 文、内面ナデ
7 7 甕 口縁 口唇 。日縁 :R撚糸文、内面ナデ B429 62-44

8 7 壷・ 甕 口縁 口唇 。口縁 :LR縄文 (0段多条 ) 62-43

9 8 甕 口縁 口唇 編文、日縁 :ヨ ヨナデ明瞭、内面ナデ 62-45

甕 口～体 口縁 無文、ナデ、体 :撚糸文 B431

7 甕 口縁 口縁 無文、ヨコナデ B430 62-46

A10 7b 甕 口縁 内面ナデ 62-49

7c 甕 口縁 口唇 :部分的に縄文、日縁無文 B420 62-47

IⅡ C15。 19 7 壷・ 褻 口～体 口縁 :無文、体 :撚糸文、内面上端 :縄文 63-1

IIIAB20・ 21 甕 口～体 口縁 :無文、体 R縄文 63-2

IA～ D9・ 10 7 甕 口縁 口縁 無文ナデ 63-3

第95図  7層出土土器 (17)
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号
図
番 地  区 層 籟 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 I D9 甕 回縁 内外面摩滅 B173 63-J
2 I BC6 甕 口縁 補修孔 63-5
3 7 羹 口縁 口暮 :紹支 B416 63-6
4 ЩC15 7 蓬・ 甕 頸～体 頸 ミガキ、体 :L鞭 B202
5 I C8 充 壷・ 奏 頸～体 頸 ナデ?、 体 :二蘊文 63-8
6 皿B16 7 壷・褻 頸～体 頸 :ナデ (ヨ コ)、 体 :LR縄文、内面ナデ (ヨ コ) B182 63-10
7 IIID16 体 付加条 (原体不明) B204
8 とA10 蓋 端～体 撚糸文 63-9
9 I C9 8 蓋 端～体 LR籟支、内面ナデ 63-11

第96図  7層出土土器 (18)
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番号 地区・ 層位 特 徴 写 真 登録

1 紡錘車 Itt A～D7 7 径6 0cm、 最大厚 1 4cm、 孔径 0 5cm、 縁部に刺突文が 2列あり、その間に沈線 P-803

2 紡錘車 ■区 B6 7 径6 0cm、 厚さ13伽、孔径0 5cm 63-14 P-27

3 紡錘車 ■区 A12 復元径 6 0cm、 残存長 3 25cm、 最大幅 4 2cm、 厚さ145伽、沈線文、刺突文 63-13 P-26

4 紡錘車 III区 7 残存長 1 6cm、 残存幅 2 7cm、 厚さ1 0cm、 縁部に刺突文 と沈線文 P759

5 紡錘車 Ⅲ区 D20 7 残存長 1 4cm、 残存幅 1 6cm、 厚さ0 8cI「 、刺突文 と沈線文 P758

6 土偶 ? Ⅲ区 B15 7 残存長 3 15cm、 最大幅 3 0cm、 厚さ0 9cm、 腕部か ?、 沈線部 と刺突文 63-15 P-10

環状土製品 H区 A6 7a 長さ1 7cm、 残存幅88伽、厚さ1 2cm 63-17 P-756

8 土 製 品 I区 7 残存長 4 5cm、 IB2 4cm、 厚さ2 25cm、 土偶か ? 63-16 P-741

第97図  7層出土土製品
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番号 地  区 層位 分  類 夏さ(am) 幅 (剛 ) 享さ(II I) 重さ(営 ) 石  材 備 考 登録 写真

1 Al 7b アメリカ式石欲 16.2 10. 5 3.0 0.4 瑳質頁岩 素材面両面、基部片側欠損 Ka2360

2 AI 石鏃 (19.7) 11. 4 4,1 0.6 流紋岩 先端部、基部片側欠損 Ka2386

3 アメリカ式石鏃 (14. 4) 11. 3 3.9 0.5 珪質頁岩 先端部欠損 Ka2396

4 D2 7 アメリカ式石鉄 (17_9) 12. 0 4.0 0.8 流紋岩 先端部欠損、素材面片面 Ka2388
5 アメリカ式石鉄 (20_ 5) 4_3 0.8 珪質頁岩 先端部欠損、素材面両面 Ka2382

6 A5 アメリカ式石鏃 23. 6 11. 5 4.I 0_9 流紋岩 Ka2372
7 H C12 7C アメリカ式石鏃 (23.9) 12.8 3.4 1.1 流紋岩 Ka2371 ,3-21
8 H A12 7C アメリカ式石鏃 26. 7 11, 0 4.7 1.1 流紋岩 素材面両面 Ka2363

I Bll 7C アメリカ式石鏃 (32.9) 11. 2 4.2 1.3 流紋岩 先端部欠損 Ka2384

H C12 7C アメリカ式石鉄 38. 2 13.2 3.6 1,7 珪質頁岩 Ka2366 ,3-2
11 II C 24 7 アメリカ式石鉄 36_ 8 13_ 9 4.9 2 4 珪質買岩 先端部摩耗、素材面両面 Ka1911 ,3-2

HD6 7 石鏃 (41.0) 11.6 3_6 1_0 瑳質頁岩 先端部欠損 Ka2398 i3-2

13 A10 7 石鏃 (33.2) 13.0 4.4 1.9 玉縫 先端部欠損、素材面片面 Ka2381
A9 石鏃 25, 8 ■.3 3.5 0.7 瑳質頁岩 素材面片面 Ka2362

7 石 鏃 (27. 2) 11.0 3.8 0。 7 珪質頁岩 先端部から側辺へ欠損 Ka2351
'3-3石欽 24. 5 10, 1 2.8 0.5 鉄石英 素材面片面 Ka2352

17 ЦI C 21 石鏃 22_ 3 12_ 7 4.0 0.8 玉髄 素材面両面 Ka1871
'3-3`IB2 7 石 鏃 (22. 2) H_8 8 0_8 玉髄 茎部欠損 Ka2392

19 IA7 石鏃 (26. 5) 12.7 9 流紋岩 茎部欠損 Ka2350

石鏃 (22.4) 10.2 3.1 0.6 流紋岩 茎部欠損 Ka2368
HC6 7C 石鏃 5 11.7 2.6 0.6 流紋岩 茎部欠損、素材面両面 Ka2361

I D10 石鏃 0) 9.5 3.0 0.5 黒曜岩 茎部欠損 Ka2383

IA5 7C 石鉄 2) 12.9 3.6 0.7 流紋岩 先端部欠損 Ka2348
14列ベルト 石欽 3 12_9 3_5 0,7 流紋岩 素材面片面 Ka2374
A4 石鏃 20. 6 12.8 4_3 1_0 流紋岩 Ka2405

第98図  7層出土剣片石器 (1)
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番号 地  区 層位 分 類 長さ(mm) 幅(嗣 ) 厚さ(mm) 重さ(α ) 石  材 備 考 登録 写真

1 IB7 石鏃 24_ ] 14 5 39 1. 流紋岩 Ka2376

2 I CD10 石鏃 (23_5) 45 1. 流紋岩 先端部欠損 Ka2393

3 とI A 12 7 石鏃 (31 1) 13.5 57 1. 流紋岩 素材面両面、先端部欠損 Ka2370

CD10 石鏃 (23 0, 14.3 4,9 1 流紋岩 先端部欠損 Ka2409

5 14列ベルト 7a 石鏃 (20.8) 14.3 3.9 1 流紋岩 先端部欠損 Ka2358

6 石鏃 34.1 18. 8 4_3 2. 流紋岩 素材面両面、側辺部欠損 Ka2408

7 IIB 4 7a 尖頭器 18.2 12.7 3_0 0_ 珪質頁岩 Ka2359

8 I D10 7a 尖頭器 26. 9 16_8 4 | 畦化凝灰岩 Ka2354

9 IB4 7c 尖頭器 46_7 26 1 7.0 5. 玉髄 Ka2345 ,4-2

10 HA12 7c 尖頭器 72.3 34 7 12.3 流紋岩 Ka2347 ,4-1

III C 13 7c 尖頭器 36.4 22.0 10. 6 流紋岩 Ka1872 ,4-3

IIDE16 7 尖頭器 31 9 20 8 8.2 流紋岩 Ka1914 4

13 IIIA17 8′ 尖頭器 24.4 23.6 73 3 珪質頁岩 Ka1873 5

I 石at 24 3 6_1 45 0 玉髄 Ka2430 -6

14列ベルト 石錐 35 2 9_2 60 | 流紋岩 Ka2422 -7

16 IA6 7 石錐 (25 8) 7.2 47 0. 流紋岩 先端部欠損 Ka2423

17 HC4 石錐 88 4 15.7 10.1 6 畦質頁岩 Ka2434 -9

IC7 8 石錐 5■ 8 20.4 13.6 10. 流紋岩 Ka2426

<〔

=Ξ
三三ニユ)6
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番号 地  区 層位 分  類 長さ(mm) 幅(att) 厚さ(Im) 重さ(α ) 石 材 備 考 登録 写真
1 III C 20 7 石錐 17_2 34 流紋岩 Ka1912 ,4-I
2 I・ Iベルト 石錐 2.7 流紋岩 Ka2441
3 H Bll 7c 石錐 3■ 9 珪質買岩 Ka2438
4 IA6 7 石錐 21 9 11_ 0 5.0 鉄石英 Ka2419
5 ID7 石錐 42,7 4.9 2.4 珪質頁岩 Ｋａ２４４３

一
Ｋａ２４４６

一
Ｋａ２４３．

'4-14-1
6 IA4 7 異形石器 36 3 12.2 流紋岩
7 IIB l 石錐 (33. 9) 27.2 10.8 75 流紋岩

II A 12 7c 石錐 21.6 12.6 6.3 鉄石英 Ka2429
IC6 石錐 (33. 9) 2■ 7 3.1 畦質頁岩 先端部欠損 Ka2420
HC3 石錐 29,3 14 7 10. 5 3.2 瑳質頁岩 Ka2417

11 I CD10 石錐 (28. 5) 20. 7 7_2 3.2 流紋岩 先端部欠損 Ka2425
III C 24 7 不定形 31,3 9.2 10.賀 珪質頁岩 Ka1926

13 I D10 7 石錐 22_7 10.5 42 12 珪質買岩 先端部磨耗 Ka2506 -21
14 HAl 不定形 9.2 10.2 流紋岩 Ka2491
ID6 7c 不定形 2■  8 17_3 7.8 2.5 黒曜岩 Ka2507

第100図  7層出土剣片石器 (3)
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番号 地  区 層位 分 類 露さ(mml 幅 (ma) ヨさ(mm) 重さ債) 石  材 備   考 登録 写真

l In C 20 7 不定形 57.7 9.8 流紋岩 Ka1930

2 1lI C 16 7 不定形 47.7 17.3 流紋岩 Ka1915 ,4-雰

3 IA8 8 不定形 珪質頁岩 Ka2454

皿C18 7 不定形 12 14_1 流紋岩 Ka1921

第101図  7層出土剥片石器 (4)
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番号 地  区 層位 分  類 髭さ(mm) 幅(剛 ) 旱さ(ma) 重さlFr) 石 材 備   考 登録 写真
l IIIA17 7 不定形 72.4 15,7 頁岩 Ka1917
2 I A12 不定形 43 6 34_2 9.5 97 流紋岩 Ka2478
3 I C10 7 不定形 43.8 31.5 7_2 7.8 流紋岩 Ka2524

不定形 13 0 23 8 畦質頁岩 Ka2463
5 不定形 52.4 29. 2 12.4 17_2 珪質頁岩 Ka2469

II D 10 不定形 11.0 流紋岩 Ka2452

第102図  7層出土剥片石器 (5)
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番号 地  区 層位 分  類 長さ(mm) 幅 (am) 厚さ(dd) 重さ(ω 石  材 備 考 登録 写 真

1 IIIA15 7 不定形 55.5 9。 3 14.1 流紋岩 Ka1927 5-1

2 IC9 7 不定形 32.5 25.3 9.9 7.3 黒曜岩 Ka2498 15-2

3 IC8 7c 不定形 31,9 23. 5 10.2 6.0 珪質買岩 Ka2450 15-3

4 H A12 不定形 50.3 31_2 11 2 17 3 頁岩 Ka2461

5 IDl 不定形 11 5 11 4 流紋岩 Ka2449 Ⅲ5-5

6 HC5 7c 不定形 66_7 48 И 18.0 45 6 流紋岩 Ka2517
'5-8

7 HB2 不定形 34 3 9.ユ 11.9 珪質頁岩 Ka2470

8 Ⅱ A12 7 不定形 29 7 14,9 7.6 3.ユ 黒曜岩 Ka2496
'5-6

9 I A10 石核 43  2 1■ 0 碧玉 Ka2526

第103図  7層出土剣片石器 (6)
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番号 地  区 層位 分 類 長さ(II」 a) 幅(am) 旱さ(tE) 重さ俊) 石 材 備   者 登録 写真
1 ■Cl る 核 珪質頁岩 Ka2536 ,5-7
2 8 石核 52.8 42 4 15. 5 頁 岩 Ka2525

'5-93 百核 58. 7 40. 9 16_ 2 36.2 流紋岩 Ka2529
'5-〕

第104図  7層出土剣片石器 (7)
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番 号 地  区 層位 分 類 長さ(m) 幅 (mII) 景さ(mI) 重さ伎) 石  材 備   考 登録 写真

1 IID 16 7 石鍬 153. 2 23. 5 323. 0 石英安山岩 スクリトン部磨耗 Kc816 ,5-11

2 IA6 石鍬 92.5 84. 0 27.2 252, 7 石英安山岩 スクリトン部磨耗 Kc832

3 [A3 7 大型板状安」I岩製石器 ユ 石英安山岩 Kc831

第105図  7層出土石器
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番号 地 区 層位 分 類 長さ (rm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ (g) 材 考 窒 録
皿区A-15 I類  凹み 石英安山岩賓凝灰岩 Kc266
I江区C-15 I類  凹み (92) 安 山 Kc285

3 I ttB-12 I類  凹み 447 7 安 岩
H区 I類  凹み 安 山 岩

UIttB-14 8′上 I類 凹み 安 山

mttC-17 I類 凹み 石英安山岩質凝灰岩 写真65-15
II区 8■ ⅥI類 凹み+敲 安 岩 写真65-17 Kc502
I区 Ⅵ!類 凹み十敲 1746 安 岩 Kc488

第106図  7層出土礫石器 (1)
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版
号
図
番 地  区 層 分類 器  種 部 位 特 徴 登録番号 写真図版

1 I C7 8 I 壷 頸～体 頸 :隆帯、体 :連弧文 (2本 同時 )、 ハ B299 53-34
2 8 脚 ? 縄文 ? B232
3 I 8 底 B279
4 8 底 B282
5 HA12 7b 底 縄文 LR、 本葉痕 B251
I C5 8 I 壷 頸 付加条 (LRttL)、 隆帯、内面ナデ B294 53-25

7 Ⅱ C9。 10 8 壷・ 甕 口縁 日唇 :縄文、日縁 :波状文 (2本同時 ) 53-26
8 I A9 8 壺・暮 頸～体 頸 :連弧文、連続山形文 (2本同時 ) B378 53-27
9 I A4 8 壷 体 重山形文、横走文 (2本同時) B303 53-28
I A3 8 一望 体 波状文 (2本 同時 ) B362 53-29

11 I B20 7 壺・ 奏 口縁 口上半 :ス リッ ト文、日下半 :押圧文、内面ナデ 53-30
12 IIC15 8 HA 壷・ 甕 回頸 陽∫違減導麟

ヽ
講 キ
交互剰突撒文 53-31
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第108図  ピット群出土弥生土器 (1)



版
号
図
番 地  区 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

13 II 8 ⅡA 壺・甕 口頸
口上半 :ス リッ ト文、口下半 :交互刺突類似文
(上刺突 2ケ 、下押圧 )、 内面ナデ

B178 54- 1

8 HA 壺・甕 口頸 口上半 :撫文、口下半 :波状文 (下押圧 ) 54-2
15 8 ■ A 壷・甕 口頸 口上半 :撫文、口下半 :上段刺突文、下段交互刺突文 54-3
IC・ D3 8 ■ A 壷・甕 口縁 口上半 :縄文 ?、 国下半 :波状文 (下押圧 ) 54-4

17 ■A12 ん 口縁 口上半 :ス リッ ト文、日下端 :刺突文、内面上端 LR縄文 54-5
I 8 壷・甕 口縁 口縁 :横走沈線 54-6
H A10 8 壷 。甕 口縁 口唇 :撚糸圧痕 ?、 日縁 :撚糸圧痕LR B34 54-7

8 壺・ 饗 口縁 口唇・口縁 :LR縄文 ?、 口下端 :押圧文、内面上端LR縄文 ?

】

　‐

o             5cm
l―
―――¬
「
―――¬
「
~~~~「 ~~~~「 ~~~J (1/2)

版
号
図
番 地  区 層 分類 器 種 部  位 特 徴 登録番号 写真図版

1 IIIB19 8 体 波状文 (2本 同時 )、 縄文 54-10

2 IIB15 7 壷・甕 頸～体 綾絡文、LR縄文、内面ナデ B198 54-11

第109図  ピット群出土弥生土器 (2)
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番号 地  区 層位 分 類 長さ(画 ) 幅 (Em) 厚さ(am) 重さ値) 石  材 備 考 登録 写真

1 IISDl] 2 不定形 11.4 21.0 流紋岩 Ka243

2 H A12 7bピ ット アメリカ式石鏃 22 6 12 2 2.8 0.8 碧玉 先端部欠損、素材面片面 Ka2353

3 III C 23 7cピ ット 石鏃 (,■ 9) 11.5 3.0 0.6 流紋岩 基部欠損 Ka273 ,5-1

1東壁 大型蛤刃石斧 376 3 安山岩 スクリトン部敵打痕 Kc8■ 02-1

第110図  ピット等出土弥生石器



俗)縄文時代の遺構 と遺物

1)後期以降の遺構と遺物

後期以降の遺構は 9・ 13・ 14層で検出されている。遺構は、竪穴住居跡 1軒、配石遺構など

11基、土墳130基、埋設土器遺構 5基、ピット38基、倒木痕、河川跡、遺物包含層である。

①竪穴住居跡

S117竪穴住居跡 (第111図 )

[位置・確認面]HItt C23・ 24グ リッドの13層で確認している。

[重複]SRl、 9号配石、SK85・ 86・ 112と 重複しそれらより古い。

[平面形・規模]大半が SRlに切られ平面形は不明である。東壁の検出長は3.5mで ある。

[堆積土]2層である。

[床面]床面はほぼ平坦である。

[壁]壁はかなり緩 く立ち上がる。東壁での高さは約18cmである。

[柱穴]床面でピット4個を検出した。Plは径50cmで深さ37cmである。P2は径30cmで深さは32

cmである。P3は径35cmで深さは20cmで ある。P4は 20× 30cmで深さ 8 cmである。深さからPl、

P2が柱穴と考えられる。

[炉]焼土が55× 25cmの範囲で検出されているが半分はSRlに切られている。炉石などはない

が地床炉かどうか不明である。

[出土遺物]堆積土出土遺物 土器は小片、石器は数点の出上で図示できるものはない。ただし、

土器片の中には連鎖状隆線の口縁部片、多条沈線の体部片などが認められる。

亀 P4囁 7m

＼ は
転

ａ
Ｆ
Ｐｌ

与ぺ《ヾくてててぐt(K(℃ギ子3m

コ  |
P3

だ

名Y喘 7m

0

Э      1      2m

8m

遠橋 層位 土  色 土 性 備  考
1 黒褐色 10YR2/3 シル ト 炭を多量に含む

2 褐色灰10YR4/1 粘上質シル ト 炭を多量に含む

焼土 赤明褐色5 YR5/8 シル ト

2 灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シル ト まばらに炭を含む
3 梱色灰7 5YR4/1 細かい炭を含む

灌構 層位 土  色 土 性 備  考
Pl 灰色 7 5YR4/1

黄灰色2_5Y4/1 粘土

黄灰色25Y4/1 粘土 黄褐色シルトを営わめて歩量に含む

黄灰色 25Y4/1 粘土

黒褐色 10YR3/1 粘土 炭を多量に含む

暗灰責色 2.5Y4/2 ンル ト質粘土

P2 黒褐色 10YR3/2 ンル ト質粘上

黒褐色10YR2/2 粘土質シル ト

暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト

黒福色10YR3/ユ 粘土賓 シル ト

P3 暗褐色10YR3/3 ンル ト質粘上

P4 にぶい黄褐色10YR4/3 ンル ト質粘土

第111図  S117住居跡
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[小結]堆積土出土遺物からおおむね後期前葉の時期と考えられる。

②配石遺構

全体の状況 (第■3図 )

礫の配置に規則性が窺え、下部上墳が存在するものを配石とし、礫が集合しているだけのも

のは集石とした。後述する土墳にも礫を伴うものがあるがそれらは土墳扱いとした。

配石が 9基、集石が 2基検出されている。大きく南北の 2群にまとまる。北は 2～ 5号配石

と3号集石で、AB-18・ 19グ リッド内に近接して存在する。南は 1・ 6・ 9号配石と2号集石

で B～E-22～24グ リッドに位置し、さらに 2号集石・ 9号配石は西側で、 1・ 6～ 8号配石が

東側で近接し、全体では環状を呈しているようである。

1号酉己石 (第■4図 )

[位置確認面]HItt D o E-22・ 23グ リッド。立石が撹乱坑の壁に掛かつていたので早い時点か

ら何らかの遺構の存在が予測されていた。11層で姿を現しはじめた段階では、外周の礫がめぐ

りその中に小礫が入っている状況であった。全貌を現し下部上墳が確認されたのは13層上面で

ある。西端を撹乱によリー部破壊されている。重複はない。

[配石]配石は自然礫を二重の楕円形に配し、内周の東西端を立石とし、内側に小礫を詰め込ん

だものである。規模は長軸1.75m、 短軸1.37m、 長軸方向は立石の方向と一致し、N-82° 一E

である。内月の礫は 9個、外周は現存 9個 (推定12個)が並ぶ。西の立石は長さ60cm、 東は37

cmで、他の礫も30～50cm大である。確認時小礫は内周の礫を覆っていたことや、小礫の層が下

部上墳の埋± 1層 を含めると厚さ20硼を越し、自重沈下が考えられることなどから、本来小礫

はマウンド状になっていた可能性がある。さらに礫下位の堆積± 1層が小礫を主体とする層で

あることなどから、小礫は配石を構築する基盤ともなっている。

[下部上墳]土墳は二段構造になっている。上面平面形は楕円形で長軸1.7m以上、短軸1.5mで

ある。深さ25～35cmで下段が掘り込まれ、平面形が長精円形で、規模は長軸1.2m、 短軸0。 7m、

深さ10～ 20cm、 その底面の規模は長軸1.02m、 短軸0.6mである。全体の深さは約50cmで ある。

底面の方向は N-83° 一Eで配石と同様であるが、上面の方向は N-68° 一Wで北西へ振れ

ている。堆積土は16層で底面直上の6b層から骨片が確認されている。底面でピットと礫が検出

されている。ピットは中央やや西寄りに位置し、不整円形で28× 23cm、 深さ約22側、堆積土は

単層である。ピット壁面上部から土製耳飾が 1点出上している。礫は32× 22硼の扁平なもので、

底面のほぼ中央から、やや浮いた状態で検出されている。

[出土遺物]礫 A下出土遺物 (第 119図 1)1は外周の配石 Aの下から出上した深鉢の体部片で、

地文縄文 LRに縦位の綾絡文が施文されている。堆積上出土遺物 (第 122図 1～ 3)1は石鏃、

2は石錐、 3は不定形石器である。他に土器片が90点 (多条沈線文、 1・ 2条沈線文各 1点あ



り)出土しているが図示し得なかった。床面ビット出土遺物 (第158図 4)赤彩された有孔の土

製耳飾で径1.9硼である。

[小結]上面の配石、底面ピットからの土製耳飾の出上、底面の礫、埋土中に混入する骨片の存

在から配石墓と考えられる。その構築法を復元すると、土墳を掘る→底面にピットを掘る→遺

体を埋置する→礫を置く→堆積± 3・ 4層 まで埋め、立石二つを突き立てる→小礫を中心とす

るla・ lb層 を入れる→配石を構成する礫を巡らせる→内周の礫の内部に小礫を詰め込み、さら

にマウンド状にして内周の礫を覆う、となる。

2号配石 (第114図 )

[位置確認面]HItt A― グリッド。配石は13層上面で、下部上墳は13層をやや掘り下げて確認さ

れた。重複はない。

[配石]自然礫 8個を長楕円形に配し、その両端を立石にしている。規模は長軸1.05m、 短軸0.65

mである。北西の立石は長さ45硼の礫を背高に据え、南東の立石は長さ40cmの礫を横長に据え
ている。内部に礫 2個配しているが、南東のものは約30cmの扁平な礫で蓋石のような状態で確

認され、北西のものはやや下位より出土している。長軸の方向は N-38° 一Wである。
[下部上墳]平面形は上面底面ともに楕円形である。規模は上面1.lm× 0.8m、 底面0,75m×

0.55m、 深さ15帥で、方向は配石と同じである。底面は平坦である。堆積土は3層である。

[出土遺物]土墳の堆積土中より上器小片 4点が出上しているが図示はしていない。

3号配石 (第114図 )

[位置確認面]IItt A-18・ 19グ リッド。配石は13層上面で、下部上墳は13層をやや掘り下げて

確認された。SKl14と 重複しそれより新しい。

[配石]残存していた自然礫は 4個のみであったが、一つが立石となることから配石ととらえ

た。平面計や規模、方向は不明である。北西側に立石があり、南北側にやや扁平な礫が置かれ

ていることから本来は2号配石のような形態であった可能性が考えられる。立石の長さは約40

cmである。

[下部上墳]平面形は上面、底面ともに楕円形で、規模は上面推定1.33m× 1.04、 底面lm× o.6m、

深さ34mで、方向は N-36° 一Wである。底面は平坦である。堆積土は3層である。
[出土遺物]配石の礫 (第123図 1)1は凹痕のある礫石器である。配石面出土遺物 (第 119図 3)

3は小型土器であるが遺構に伴うものかは不明である。堆積土出土遺物 (第 122図 4・ 5)4石
鏃、 5は不定形石器である。他に土器片18点 (刺突入隆線 1点あり)が出上しているが図示し

ていない。

4号配石 (第■5図 )

[位置確認面]HItt B18グ リッド。配石は13層上面で、下部上墳は13層をやや掘り下げて確認さ
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号配 , 黒褐色10YR3/2 シル ト質粘上 小礫を多量に含む 褐灰色10YR4/1 シルト質粘土 炭、骨片を含む

黒鵜色10YR3/2 シル ト質粘上 7 灰黄褐色 10YR4/2 砂質シル ト

黒視色7.5YR3/1 シル ト質粘土 骨片を含む 黒褐色7.5YR3/1 シルト質粘土 2c層 より砂賓

灰褐色7.5YR4/2 砂質シル ト 8 黒褐色 10YR3/1 シル ト質粘土 5b層が混入

2c 黒褐色 10YR3/2 ンル ト質粘土 9 黒褐色2.5Y3/2 ンル ト質粘土 5b層が混入

褐色10YR4/4 シル ト賓粘土 炭、 3b層が混入 オリーブ黒色7.5Y3/2 Xar土質シルト 骨片、炭を含む

褐灰色7 5YR4/1 砂質ンル ト 炭を少量含む 号配T 黒褐色2 5Y3/2 炭を含む

灰黄掲色10YR4/2 シル ト質粘土 炭を含む 黒色2.6Y2/1 砂質シル ト 炭を含む

黒褐色7 5YR3/】 シル ト質粘土 黄灰色2.5Y4/〕

によい責得色10YR4/3 砂質シル ト 灰色と褐色のまたら状 9号配石 黒禍色2.5Y3/2 炭を含む

にぶい黄栂色10YR4/3 ゾル ト質粘土 黄色土塊、炭を含む 黒色ワ 5Y2/1 粘土質ンルト 炭を多量に含む

灰黄褐色10YR4/2 ンル ト質粘土 炭を含む 黒褐色2 573/1 粘主質ンル ヽ 灰色上を堀決に含む

第114図  1～ 3号配石



れた。SK122と 重複しそれより新しい。

[配石]自然礫20数個を楕円形に 2周 させ、長軸の両端を立石とし、内部に小礫を配したもので

ある。規模は長軸1.22m、 短軸 lm、 方向は N-84° 一Wでほぼ東西方向である。立石は長さ約
40clnである。他の礫は20cln前後のものが多い。

[下部上渡]平面形は上面が楕円形、底面が不整長楕円形である。規模は上面が1.56m× lm、 底

面1.25× 0.6mである。方向は配石と同じである。底面は平坦でやや東に傾斜している。壁は東

がやや緩く立ち上がるほかは舟底形である。堆積土は 8層である。

[出土遺物]配石面出土遺物 (第123図 2)石皿片である。堆積土出上遺物 (第 122図 6)6は不
定形石器である。他に上器片24点、石器 2点、礫石器が 1点出上しているが、図示していない。

[小結]構造は基本的に 1号配石などと同様であるが、全体に小振りであり、内部の小礫も少な
いようである。

5号配石 (第■5図 )

[位置確認面]HItt Bグ リッド。配石は13層上面で、下部上墳はやや掘り下げて確認されてい

る。重複はない。

[配石]自然礫 8個を円形に配したものである。東端の礫は約40cmの角柱状のものが斜めの状態

になっており、本来は立石であった可能性が高い。西端の礫も周囲の礫よりも深くなっており

横位置の立石と考えられる。使用された礫は30～50cmのとヒ較的大きいものである。東西端を立

石とした場合の方向は N-86° 一Wでほぼ東西である。
[下部土墳]平面形は上面底面ともに楕円形である。規模は上面1.29× 1.07m、 底面1.2XO.75

m、 深さ29cmである。方向はやや南に振れて N-98° 一Wである。底面はほぼ平坦で、壁は西
側が直立気味に、東がやや緩く、短軸の断面形は舟底形である。堆積土は3層である。

[出土遺物]配石面出土遺物 (第123図 3～ 5)3は凹痕、 4は タタキ痕、 5は凹痕+磨痕の礫
石器である。他に砥石が 1点ある。堆積土出土遺物 土器片35点 (蕨手文 1点あり)、 二次加工
のある剣片が出上しているが図示していない。

[小結]東端を立石とした場合、もう一方が横長の立石となり、 2号配石と同じ構造になる。
6号配石 (第 116図 )

[位置確認面]HItt E23グ リッド。立石は■層下部で確認されているが、全貌と下部上墳は13層

上面で確認された。

[配石]自然礫を楕円形に配し、長軸方向を立石とし、さらに内部に小礫を詰め込むものである。

立石の外側には 3～ 4個礫が配されており、本来礫は 2周 していた可能性がある。規模は長軸

2.07m、 短軸1.lmで、方向は N-41° 一Wである。南西の立石は長さ約55cm、 径30cmのかな
り重量の大きなものである。北西のものは長さ40cmである。他の使用された礫は20～50cmの も
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のである。内部の小礫の上面で倒立した深鉢下半部をはじめ土器数点が確認されたが共伴する

ものかは不明である。

[下部上装]上面は長楕円形で規模は2.04× 1.25m、 底面は不整楕円形で規模は1.15× 0,7m、 深

さは40cmである。方向はわずかに西に振れ N-45° 一Wである。底面は平坦で、やや北に傾斜
し、北西端で30× 15cm、 深さ約30cmの ピットが検出された。また、底面中央やや南西よりで短

軸方向に長さ35cmほ どの礫が 3点出土している。堆積土は小礫層を除く4層である。

[出土遺物]配石の礫 (第 124図 1)1は礫 aで石皿である。小礫上面出土遺物 土器 (第 119図

2)2は外面櫛歯状文、内面縄文の厚みのある深鉢で、 5は 日縁部に無文部のある深鉢である。

前述した倒立の深鉢底部は図示しなかったが、外面無文で網代痕がある (登録番号 A807)。 礫

石器 (第 123図 6)6は凹痕の礫石器である。堆積土出上遺物 (第122図 7・ 9)7は石鏃、 9

は尖頭器である。他に不定形石器 1点、二次加工のある剣片 1点、土器片29点 (ジクザク文 1

点あり)出上しているが図示していない。

[小結]副葬品などはないが、埋土中に骨片があることや底面の並んだ礫などから配石墓と考え

られる。

7号配石 (第■6図 )

[位置確認面]HItt D24グ リッド。配石、下部上壊とも13層上面で確認された。8号配石下部土

墳と接するが新旧は不明である。また、西側15cmに 2号埋設土器遺構がある。

[配石]自然礫12個を精円形に配し、長軸方向を立石とし、さらに内部に小礫を詰め込むもので

ある。規模は長軸1.35m、 短軸1.08mで、方向は N-52° 一Wである。立石は長さ約50cmの同
一礫を半割したもので、やや内側に倒れ込んでいる。試用された礫は15～ 50cmま での大小様々

である。現存する礫は12個であるが、抜取り痕が 1個確認されており(ス クリントン部)、 本来

は13個であったと考えられる。内側の小礫は北半分にのみ存在し、他に比べ少量である。

[下部上墳]平面形は上面底面ともに楕円形である。規模は上面1.62× 1.22m、 底面1.08× 0.7

m、 深さ45cmである。方向はやや西に振れ N-60° 一Wである。断面形は逆台形で、堆積土は

5層である。底面は平坦で、東端近くで50× 60cm、 深さ60cmの ピットが検出されている。その

確認面で土製耳飾 2点が15cm間隔で並んで出土している。

[出土遺物]底面出土遺物 (第 158図 5・ 6)5・ 6は赤彩された有孔の上製耳飾である。径2.3

cm前後でほぼ同じ大きさであるが、 6がやや小さい。堆積土出上遺物 (第122図 10)10は 不定形

石器である。他に土器片30点が出上しているが図示していない。

[小結]底面の上製耳飾は被葬者が装着していたもので、頭の位置を示すものと考えられる。配

石墓である。

8号配石 (第■7図 )
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通騰 層位 土  色 土 性 備  考 遇 捕 層位 土  色 土  性 備  考

騎蘭E2 la 黒褐色 10YR2/3 シ,レ ト質粘土 THttD2 ユ 黒権雉ヨ10YR2/2 シル ト 小礫を含む

lb 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト 2 黒福色10YR3/2 砂質シル ト オリ峙ブ塩色を魂状に含む

lc 黒褐色 10YR3/2 粘土質シルト 炭、小礫を含む 3 暗絶 10YR3/3 粘上資シル ト

2 暗褐色10YR3/4 粘土質シル ト 黄掲色土を小兜伏に含む 4 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト オリーア褐色を大婢伏に含む

3 黒橋確望.5Y3/1 粘土質シル ト オリーア反上、骨片を含む 5 暗褐色10YR3/3 粘土質シル ト

黒色2_5Y2/1 粘上質シル ト オリーブ灰上、炭を含む P2 1 暗灰黄色2.5Y4/2 粘上質シル ト 下部に炭を多量に合む

5 暗オリーカ団範 5Y3/3 粘土質シル ト 2 黒褐色2.5Y3/1 粘土質シル ト

3 オリーブ黒■5Y3/1 ンル ト管粘土 灰オリーブ角■城状に含む

第116図  6 7号配石



[位置確認面]HItt E24グ リッド。立石は12層で確認されているが、全貌と下部上墳は13層上面

で確認された。下部上墳が 7号配石下部上墳と接するが新旧は不明である。

[配石]自然礫12個を楕円形に配し、長軸方向を立石とし、さらに内部に小礫を詰め込むもので

ある。東の立石の外側にさらに3～ 4個礫が配されている。規模は長軸1.8m、 短軸0.9mで、

方向は N-65° 一Wである。使用された礫は立石が長さ約50～ 55cm、 他は20～50cmの ものであ
る。内部の小礫は北側の礫の下からも検出され、 1号配石と同様に配石の基盤となっていた可

能性がある。配石北側に接して倒立した深鉢底部が確認されたが共伴するものかは不明である。

[下部上墳]土墳は二段になっている。上面平面形は楕円形で長軸1.85m、 短軸1.2mである。

深さ20～ 25cmで南側を段状にし、さらに10数cm掘 り下げている。底面の平面形は長楕円形で規

模は1.17× 0.57mである。底面の方向はやや西に振れ N-71° 一Wである。底面はほぼ平坦で
あるがやや南に傾斜している。底面中央やや東寄りで大小 1点ずつ礫が出上し、大きい礫の下

位に径20cmに方形に近い浅いピットを検出している。段の東端では立石が段にくい込んでいた。

また段のほぼ中央で完形の深鉢が出土している。深鉢は口縁を南に向け段面よりやや浮いた横

位に近い状態で出土し、口縁付近に縦長の礫を伴つていた。

[出土遺物]段上出土上器 (第120図 1)1は頸部がくびれて口縁が外傾する深鉢である。日縁
部に貫通孔のある2個 1対突起が対にあり、下に橋状把手がある。体部には充填手法による波

頭文と三角文が横位に展開する。配石上面出土遺物 (第 124図 2・ 3)2は磨痕・凹痕・夕タキ

痕、 3は凹痕・ タタキ痕のある礫石器である。配石北側から出上した深鉢底部は図示していな

いが外面無文で網代痕である (登録番号 A810)。 堆積土出土遺物 (第 120図 8)尖頭器である。

他に堆積土中から土器片38点 (深鉢 H類小片 1点あり)出上しているが図示してない。

[小結]深鉢は副葬品とも考えられるが礫を伴う点は埋設土器遺構と類似しており、そのような

性格をあわせもつ配石墓の可能性も考えられる。

9号配石 (第■8図 )

[位置確認面]HItt BC23・ 24グ リッド。12層中から集石状に確認されていたが全貌は13層上面

で、下部上墳は礫除去後13層をやや掘り下げて確認された。下部上装は他の上装群と多数重複

する。

[配石]3.5× 1.5mの範囲内に大小とりまぜ約80個 (30～ 60clnの礫は約40個 )の 自然礫が集石状

に検出された。後述するSK87と SK89の上位付近に比較的密集しており、下部に土墳もあるこ

とから2～ 3基の配石が崩れ集石状になったものと考えられる。大きめの礫は約40個であり、

大きめの礫を多用する 1・ 6・ 8号配石の使用礫数 (15～ 20個)から換算しても、本来の数は

2～ 3基で妥当といえる。

[配石中出土遺物]土器 (第121図 1～ 4)1は櫛歯状文の口縁部、 2・ 3は同一回体で壷、 4
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は台か蓋である。礫石器 (第 124図 4～ 6)4・ 6は凹痕、 5は凹痕十磨痕である。石製品 (第

316図 8、 第338図 12)8は小型の石碗、12は石錘である。

[下部上墳]多少とも配石の下部になる土墳を挙げるとSK86・ 87・ 88・ 89。 ■卜 ■2・ ■6・ ■7

の 8基になるが、土損の新旧関係と礫の集中度からSK87・ 88・ 89を配石に伴う土墳とした。た

だし、SK88は重複関係からSK89よ り新しくなり、上位の礫の分布も若干希薄になることか

ら、配石よりも新しくなる可能性がある。

[SK87土境]SKl16・ ■7と 重複するがそれらより新しい。上面底面ともに楕円形で、規模は

上面1.2XO.85m、 底面0。 9× 0.55mである。方向は N-85° 一Wである。西半部に口径37cm、
器高47cmの大型深鉢が埋設されていた。その掘り方は確認されず、土器の上位に大きな礫が存

在することから、深鉢は土墳に伴うものと判断され、この土損は土墳部と埋設部とで構成され

ることになる。底面は凹凸があり、埋設部と東端が低くなっている。上墳の堆積土は16層、埋

設土器内の堆積土は 5層である。

[出土遺物]埋設上器 (第 120図 2)深鉢で、底部穿孔 (焼成後)である。日縁に 2個 1対の小

突起が 4単位ある。日縁直下には回縁部文様帯を区画するかのように 2本沈線による属平な入

組が施文されるが、文様帯は幅がごく狭 く存在は不明瞭である。体部文様は口縁の小突起を起

点に 3本の多条沈線による対称弧状文と下垂入組文、その間隙に単独の下垂入組文が描かれ、

両者が下端で連結し、縦位単位文様が横に展開している状態である。地文は撚糸文 Rである。

堆積土遺物 (第 122図 13)13は 不定形石器である。他に土器片22点、石器 2点出上しているが図

示していない。

[SK88土壊]SK89・ 97と 重複しそれらより新しい。上面底面ともに円形で、規模は上面が径

は60cm、 底面径48cm、 深さ38cmである。断面形は逆三角形に近 く、底面は西に傾斜している。

土墳の堆積土は5層である。

[出土遺物]堆積土出土遺物 土器片 5点、石器 1点が出上しているが図示していない。
[SK89土墳]SK88・ 100・ 1■・118と 重複し、SK88よ り古く他より新しい。上面は長楕円形

で規模は長軸1.4m以上、短軸1.04m、 方向はN-85° 一Wである。下面は二段で、深さ15cmで

中段になり、その中央が88× 50cmの大きさで45cm落ち込み、48× 30cmの底面になる。堆積土は

9層である。

[出土遺物]堆積土出土遺物 (第 123図■・ 12・ 14)■・ 12は石鏃、14は石錐である。他に上器

片59点が出上しているが図示していない。

[小結]SK87の上器は底部穿孔であることから所謂埋設土器遺構と考えられ、SK87は そのよ

うな性格をあわせもつ配石墓と考えられる。

2号集石 (第■7図 )
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[位置確認面]HItt C22グ リッド。13層上面で確認された。重複はないがすぐ西に接して SK38

が存在する。

[集石]88× 50cmの範囲内に大小 7個の礫が集中している。規則性はない。

[下部上墳]土墳はない。

[下部遺物]周辺出土土器 南端の礫と重複して深鉢が出上しているが図示していない(登録番
号 A437)。

3号集石 (第 117図 )

[位置確認面]HItt A18グ リッド。13層上面で確認された。

[集石]1× 0.3mの範囲内に 6個の礫が集中している。

[下部上墳]13層中では土墳は確認されなかったが、約35cm下の14層上面で SK95(第 143図 )が

ほぼ重なる位置で検出されており、これが下部上墳である可能性も考えられる。

[出土遺物]周辺出土土器 (第 121図 5)礫 Bの下の一括土器を中心に周辺出土土器片が接合し

て復元できた。口径41cm、 器高51cmの大型深鉢である。日縁は小山形突起が 5単位あり波状口

縁になっている。日縁部文様帯が 1本沈線で区画され無文となる。突起の下位に下垂沈線と盲

孔があり、それを基点として 2本沈線による対称訳状文とその中に 1本の下垂沈線文が描かれ、

駅状文が下端で連結するという、縦位単位文様が横に展開する文様である。地文は撚糸文 Rで

ある。

③埋設土器遺構

1号埋設土器遺構 (第126図 )

I tt Dllグ リッド東壁際の13層上面で確認された。掘り方は径45cmの 円形で確認面からの深

さは20cmで ある。土器は回縁部から体部下半にかけての深鉢で底部は欠損している。やや北へ

傾いた正立の状態で据えられている。

埋設土器 (第 127図)平縁の深鉢で横走するLR縄文 (0段多条)が施文されている。
2号埋設土器遺構 (第126図 )

皿区D24グ リッドの13層で確認された。15cm東に 7号配石が存在する。掘 り方は径約50cmの

円形で確認面からの深さは20cmである。上器は回縁部から体部下半にかけての深鉢で底部は欠

損している。正立の状態で据えられている。

埋設土器 (第 128図 1)平縁で口縁直下が幅2cm程無文となり、体部に下垂する櫛歯状文 (8

本 1描)が施文されている。

3号埋設土器遺構 (第 126図 )

Ⅲ区 A17グ リッドの13層で確認された。掘り方は径約40cmの 円形で確認面からの深さ約20cm

である。土器は口縁部と底部を欠いた深鉢で正立の状態で据えられている。
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第119図  固E石出土土器 (1)
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し黄撚糸文 A1369 66-4

第121図  配石出土土器 (3)
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番号 地  区 層位 分 類 長さ(m) 幅 (IIB) 享さ(rda) 童さ(g) 石  材 備 考 登録 写真

1 1号配石 21 石鏃 19,  1 10.7 2.4 0_5 珪質頁岩 素材面両面 Ka247 1-1

2 1号配石 小礫下部 石錐 33. 8 21. 1 8.4 4.9 珪質買岩 素材面両面 Ka251 71-2
3 1号配石 不定形 33. 3 30. 7 10.6 12. 5 珪質頁岩 上部欠損 Ka254 -3
4 3号配石 2 石鏃 15.1 11. 2 2.8 0.4 珪質頁岩 Ka248 -4

5 3号配石 2 不定形 47_ 1 35. 8 10, 7 16.  7 珪質頁岩 Ka256 -5
6 4号配石 2 不定形 27. 4 15_ 8 6.1 2.2 珪質頁岩 Ka257 -6
7 6号配石 石鏃 16 1 10. 2 5 0。 3 玉髄 Ka249 -7

8 8号配石 93a 尖頭器 21. 6 15. 8 6.8 2_1 瑳質買岩 素材面片面 Ka253 -8
9 6号配石 尖頭器 22. 7 21. 2 5.4 2.6 建質貫娼 Ka252 -9

2 不定形 28.  1 39. 0 3.3 4 3 瑳質頁岩 Ka258
11 SK89 石鏃 19. 5 14. 1 3.2 0,7 瑳質頁岩 素材面両面 Ka 33
12 9号配石 石鏃 21  4 18  4 4_2 1.5 瑳質買岩 素材面両面 Ka250 71-
13 SK87 ゼ 不定形 38. 4 26_ 5 7_5 7_7 崖質頁岩 Ka 59 71-■
14 SK89 2 石錐 46. 9 54. 4 13. 5 18_ 7 珪質買岩 Ka 54 71-14

第122図 配石出土剣片石器
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番号 地   区 層位 分   類 長さに適) 幅 lCm) 摩きtcm) 麓 EI(g) 石   材 考備 登 露

1 9縄幅膀百 筋 中 I類 口み 1965 よ38 802タ 安   山   岩
9号寵石 配石中 墟 筋 10お 1019,1 安 山 岩 Kc 20

う号配石 繭 I類 口み 虫 06 を15 963と 0 安   山   岩 購 79

配石面 I類 四み 4“ 691.1 安   山  岩 Kcn,1

第125図 配石・埋設土器遺構出上礫石器
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 年生105m

北19坐
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E12

黒赤灰色2.5YR3/1

オリーブ黒色 5 YR3/1 粘土質シルト

炭を少量含む 黒色7.5YR2/1 粘土質シル ト

図版
番号

遺 構 層 分  類 日 経
(cm)

底  径
(cm)
器 高
(枷 )
残存率 文 特 徴様 の

登録
番号

真
版
写
図

1 1号埋設土器 深 鉢 A i316) 日:y4 0段多糸、と鴎 文 A1385 66-5

第127図  1号埋設土器



図版
番号

遺   構 層 分  類
径
，伽

回
く
底 径
(cm)

凸
，伽
器
く 残存率 文 様 の 特 徴

畿
番号

写真
図版

l 2号埋設土器 深 鉢 A 櫛歯状文 (8本 1構 ) A1383 67-1
2 3号 j・F設上器 深  鉢 綺麓状文 A841

第128図  2・ 3号埋設土器
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図版
番号

遺   構 層 分  類
径
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回
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径
雨
底
К

器 高
rrm、 残存率 文 様 の 特 徴 報

務
写真
図版

ユ 4号埋設土器 深 鉢 A 回:5/6 口縁 :小突起、体部 :網 目状撚糸文 (r) A1417 67-2
5号埋設上器 深  鉢 124 沈繰文、山形文 ?、 磨消縄文、R撚糸文、網代痕 A1445 67-3

第129図  4・ 5号埋設土器



埋設土器 (第 128図 2)体部に下垂する櫛歯状文が施文されている。

4号埋設土器 (第 126図 )

Ⅲ区E20グ リッドの13層で確認された。礫を伴うSK96の 50cm東 に位置する。掘 り方は径約

40cmの 円形で確認面からの深さは約30cmである。土器は口縁部から体部下半にかけての深鉢で、

正立の状態で据えられている。

埋設土器 (第 129図 1)本来は小突起が 3単位の波状口縁であるが 2単位は故意にか欠損して

いる。日縁直下が 2～ 3 cm無文帯となる。体部には無節の網目状撚糸文 rが施文されている。

5号埋設土器遺構 (第 126図 )

Ⅲ区A18グ リッドの13層で確認された。3号配石下部上墳の北東でほぼ接している。掘り方

は径約30cmの 円形で確認面からの深さは15cmで ある。土器は体部下半から底部の一部にかけて

の深鉢で正立の状態で据えられている。

埋設土器 (第 129図 2)体部は磨消縄文で地文は撚糸文 Rである。

④土墳

土壊は 9層で 1基、13層で99基、14層で30基、計130基検出されている。ここでは13・ 14層検

出土墳の概要を以下に記述する。土墳の図面は全体図を第112・ 113図、個別を第■3～ 148図、

計測値等は第 7～ 10表に示した。

形態

土墳の上面の平面形は、円形、精円形、長楕円形を基調としている。土墳の上面の長軸短軸の

計測値を第130図に示した。円形ものは長軸/短軸が1.1～ 1、 精円形のものは1.1～ 1.5、 長楕円

1;0'造軸 (cm) 0

潜|〃
1/う/
`lル

日長楕円形

/彪 ・ 精円形
▲円形

・形

第130図 土境長軸短軸図
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形のものは 2前後という値が一応の目安となろう。規模は全体としては長軸が約50～ 210cm、 短

軸が35～ 150cmの範囲にある。長軸の大きさから規模の大中小のまとまりが看取できる。小は100

cm以下、中は100～ 130cm、 大は140cm以上である。各タイプ別にもおおむねこの範囲で規模に差

がみられる。底面の平面形は上面と同じ場合がほとんどである。規模は長軸が30～ 195c14、 短軸

が20～ 110cmの範囲内にある。上面同様規模に大中小がみられる。小は90cm以下、中は90～120

cm、 大は135cm以上である。深さは10～60cmの範囲にあるが、10～50cF4の ものが多い。タイプ別

では長楕円形には10～20cmの浅いものが多く、円形にはやや深めのものが多くなっている。底

面での長軸が150cm以上のものが少ないことから成人では伸展葬は少なく、屈葬が多かったのか

も知れない (注 1)。

酉E握豊

13層検出土墳はおもに18グ リッド以南に分布する。とくに 1・ 6～ 8号配石を囲むような孤

状に分布している。さらにその中には互いに近接し重複し合う数基から10数基の小プロックが

看取できるようである。とくに9号配石付近では20数基、CD24・ 25グ リッドでは20基近くが集

中している。重複で最も多い例は5回 (SKl10→ 90→ 118→ ■1→ 89→ 88)である。14層検

出土墳は、13～18グ リッドと22グ リッド以南で検出されている。前者では13層でほとんど分布

のみられない場所で検出されている。後者では13層 CD24・ 25グ リッド土墳群と重複する場所に

多く分布している。

礫を伴う土墳

土墳の上面、堆積土中、底面で礫が検出されている。SK16・ 40・ 58・ 71・ 79・ 93・ 96・ 102・

112・ 120。 124である。SK40では土墳上面で十字状に並んだ礫 4個が検出されている。SK40は

1・ 6～ 9号配石の配置を県状とみた場合のほぼ中央に位置する。SK16・ 96では長軸方向に礫

2個並んでいる。SK93・ 102では土墳のほぼ中央で立石になっている。SK73・ 79・ 112・ 120・

124では上面で礫が 1～数個検出されている。SK58では東隅の底面から壁にかけて 6個の小振
りの礫が出上した。SK71ではやや北寄りの堆積土上部で 5個の痛平な礫が確認されている。
土器を伴う土墳

土損に伴うと考えられる完形に近い土器あるいは大型破片が土装上面、堆積土中、底面付近

から出上している。前者の例は SK24・ 38・ 92である。SK24では底面から約20cm浮 いた状態で

深鉢が、SK38では底面からやや浮いて体部下半から底部を欠く深鉢がともに横位の状態で出
上している。SK24は堆積土中から多くの土器石器が出上しており、とくに石鏃が 7点あること

は注目すべきであろう。SK92では土墳上面で深鉢が横位の状態で出上している。後者の例は
SK53・ 73。 126である。SK53では北隅で深鉢の日縁部の破片が裏面を上に出上し、SK126で

は東隅で口縁部から底部にかけての深鉢の破片が底部を上に出上している。SK73では土鍍上



面で礫と並んで壷の片側半個体が横位で出上している。

[出土土器]SK24(第 149図 7)口縁部が一部欠けるだけのほぼ完形の深鉢である。文様は撚糸

文 Rのみで口縁部付近は横走し、体部は斜行する。SK38(第 151図 4)深鉢でほぼ直線的に立

ち上がる器形である。文様は無節縄文 Lである。SK53(第 153図 1)頸部が強く屈曲し口縁部

が内傾する深鉢の大型破片である。国縁部には突起と一体となった橋状把手が付 く。体部文様

は磨消縄文 (LR)に よる沈線文と下垂する破線入沈線文である。SK73(第 153図 5)同一個体

の片側半個体が約lm離れて出土しており、口縁部が1/3欠 けているものの完形に近 く復元され

ている。無頸の壷である。体部中央に最大径がある。文様は斜行する撚糸文 Rである。SK92(第

156図 )ほぼ完形の深鉢である。外面は無文で、内面には下垂する 2本同時施文の沈線が 1～ 4

cm間隔で約30条施されている。SK126(第 157図 2)貫通孔付山形突起のある無文の深鉢である。

出土遺物

土墳ごとに図示した。上墳の堆積上を中心に土器 (第 149～ 157図 )、 土製品 (第 158・ 159図 )、

石器 (第 160～ 166図 )、 礫石器 (第 167～ 170図 )が多数出上している。土製品には土製耳飾 り。

腕輪形土製品・土錘、石器には石鏃・尖頭器・石錐 。石匙 。異形石器・不定形石器・磨製石斧

がある。土製耳飾りはSK43か ら小型品 2点、SKl17か ら中型品 1点、腕輪形土製品は SK67と

SK82各 1点出上している。

注1)長野県、北村遺跡 (平林他 :1993)で は埋葬姿勢別の墓坑底面の規模を検討し、長径150cm前後を成人の屈

葬と伸展葬の一応の境としている。

⑤ピット

H・ Ⅲ区の13層で16個、14層で36個のピットを検出した。径20～ 40cm、 深さ20～60側程であ

る。明らかに柱穴と考えられるものや配置に規則性がみられるものはない。

0______lm

第131図

違構 層位 上  色 土  性 備   考

SK8 1 黒褐色 10YR3/2 粘土質ンル ト

2 黒色 10YR2/1 粘上質ンル ト 遺物を含む

3 黒褐色 10YR3/] 粘土質シル ト

4 黒褐色10YR3/1 粘土質シル ト

5 灰黄褐色10YR4/2 粘上質ンルト

6 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質ンル ト 遺物を含む

黒裾胞 10YR3/1 粘土質ンルト

8 黒褐色 10YR3/] 粘土質シル ト 炭、遺物 を含 む

9 黒褐色10YR3/1 粘土及 甲
lm

9層 SK8土坑
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5Y2カオリープ黒色
5Y2/2オ リーブ黒色 7.5Y2/2オ リーブ黒色 シルト質粘土

シル ト質粘土 遺物、炭化物を含む
シル ト質粘土 2.5Y2/1黒色 シルト質粘上

7.5Y2/2オ リー シル ト質粘上 2.5Y2/1黒色
7.5Y3/1オ リーブ黒色

化物を少量含む

5Y2/2オ リーブ黒色

炭化物を少量含む

炭化物を多量に含む

炭化物を少量含む 例駒を独輪む、端片を塘含む

5Y2/2オ リーブ黒色
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遺 傭 層位 土  色 土 性 備  考 遺繕 層位 土   色 土 性 備   考

SK2( 1 5Y2/2オ リーブ黒色 粘土質シル ト SK25 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 脚魏 DIt、 4環、土碧片を含む

2 5Y2/2オ リーブ黒色 粘土質シル ト 2 10YR3/1黒褐色 ンル ト質砂

SK21 l 5Y2/2オ リーブ黒色 粘土質シル ト SK26 1 10YR2/2黒褐色 砂質ンル ト 打蝶 脚駒、遺物、砂辻を含む

2 5Y2/2オ リープ黒色 粘土質シル ト 2 10YR3/1黒褐色 ンル ト

SK22 1 5Y3/1オ リープ黒色 ンル ト質粘土 炭化物を少量含む SK27A 10YR3/2黒褐亀 砂質シル ト 脚駒を歩量含む、と器片を含む

2 7.脱?カオリープ黒色 粘土質シル ト 2 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む、1器片を含む

SK23 1 5Y2/2オ リーブ黒色 シル ト質粘土 3 10YR2/察褐色 ンルト 炭化物を多く含む、骨片を含む

2 7.5Y2/2オ リーブ黒色 シルト質粘土 4 10YR4/1褐灰色

SK24 1 10YRl,7/1黒色 ンル ト質粘土 1～ 2Шのガ氏 少数の土需片を含む 5 10YR2/2黒褐色 粘土質シル ト 炭化物を若干含む

7.5YRl.7/1黒色 シル ト質粘土 炭化物少量含む 2.5Y4/1黄灰色 砂質シル ト

?_5YRl_7/1黒色 ンル ト質粘土 2.5Y4/1黄灰色 砂質シル ト 炭化物 を多 く含む

3 7_ 5YR2/1黒色 シル ト質粘土 炭化物少量含む 7 2.5Y3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物 を多 く含む

4 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 8 5Y3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む

5 10YR2/1黒色 粘土質シル ト 9 5Y2/1黒色 殆んど炭化物の層

6 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト SK27B 1 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を多く含む、土T.Iを含む

5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 約lmの少量のイ囁、上器含む 2 2.5Y2/1黒褐色 炭化物を含む

8 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 3 5Y5/2灰 オリーブ 砂管シル ト

第133図  土  境 (2)
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遺構 層位 土   色 土  性 備  考 遺構 層位 土   色 土  性 備   考
SK28 1 10YR2/2黒褐色 礫、炭化物、■器片を含む SK31 5 7.5YR2/3極 暗褐色 シル ト 少畳の小礫、炭化物を含む

2 10YR3/2黒褐色 シル ト (サンプルあり) 10YR2/3黒褐色 砂質 ンル ト 炭化物、歩畳の砂辻、小躁含む
SK29 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 礫、炭化物、遺物を含む 7 10YR2/1黒色 シル ト 少量の小礫、砂粒含む

2 10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト (サンプルあり) 3 10YR4/6褐色 ンル ト 者干の砂泣合む、略褐色上を多(含む
SK30 1 7. 5YR2/1黒褐色 多Ξの炭化物、4環、砂泣含む 9 10YR2/3黒褐色 粗砂

2 10YR4/4褐 色 ンルト 少量の炭化物を含む 10 10YR3/4暗褐色 シル ト
3 10YR3/3暗 褐色 ンルト 若子の脚駒、砂辻、l llを含む 11 10YR3/3暗褐色 粘土質ンル ト
4 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物、砂粒を含む 12 10YR3/2黒褐色 シル ト
5 5Y3/1オ リーブ黒色 砂質シル ト 炭化物、砂粒を含む 13 10YR4/4褐色 シル ト
5Y4/1灰色 シル ト 炭化物、砂粒を含む SK32 1 10YR2/3黒褐色 シル ト 炭化物、砂粒少量含む
10Y3/1オ リープ黒色 シル ト 炭化物を含む 2 10YR3/4暗褐色 シル ト 砂粒少量含む

8 5 GY4/1暗 オリーア反色 SK33 1 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 炭化物、小艇、組骨片含む
9 7.5Y3/2オ リーブ黒色 2 10YR3/3暗褐色 砂粒 を含む
7.5Y2/1黒色 炭化物、小礫を含む 3 7.5YR3/2黒 褐色 炭化物、砂粒を含む

SK31 1 10YR2/2黒褐色 ンル ト 炭化物、砂泣、イ環を含む 7.5YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む
2 ЮYR4/2灰黄褐色 粘上質シル ト 若子の炭化物を含む SK34 1 10YR2/3黒褐色 ンル ト 炭化物、砂粒、小礫を含む
3 7.5YR2/2黒 褐色 ン,レ ト 少宣の小礫、炭化物を含む 2 10YR3/4暗 褐色 シル ト 炭化物粒、砂粒を含む
7.5YR2/2黒 褐色 砂質 シル ト 炭化物、う畳の秒辻 小礫を含む 3 10YR4/4福角 砂質シル ト
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SK35 1 10YR3/1黒褐色 砂荘、小礫、夕量の炭化物含む SK38 2 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物、砂粒を含む

2 2.5Y3/2黒褐色 炭化物、砂粒を含む 3 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 小礫、砂粒炭化物を含む

3 7 5Y4/1灰色 粘土質シル ト 4 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む

5Y2/1黒色 粘土質シル ト 多豊の炭化物、砂粒を合む 5 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト Jヽ榛、炭化物を含む

5 7 5Y3/2オ リーブ黒色 粘土質シル ト 砂粒を含む 6 10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 小礫、炭化物 を含む

6 2.5Y3/2黒褐色 炭化物、砂粒を含む 7 2 5YR3/1黒 褐色 ンフレト 炭化物を含む

7 2.5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 炭化物、砂粒を含む 8 7 5YR2/3黒 褐色 砂質ンル ト 炭化物を少量含む

5Y4/1灰色 粘上質シル ト 9 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む

7.5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 多三の炭化物、秒粒を含む 10 10YR3/4暗褐色 砂質シル ト

10Y4/2灰費ltB色 シル ト 11 2.5YR3/1黒 褐色 砂質シル I

SK36 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物、遺物を含む 2.5YR3/2黒 褐色 砂質シル ト

10YR2/1黒色 砂質シル ト 炭化物、遺物を含む 13 2.5YR3/1黒 褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む

SK37 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 14 2_5YR3/2黒 褐色 シ,レ ト

2 7.5YR3/3黒 褐色 シル ト 炭化物を含む 15 2.5YR3/1黒 褐色 砂質シル ト 炭化物を縞状に含む

3 10YR3/3嗜褐色 粘土質シル ト 炭化物、砂粒を含む 5Y3/1オ リーブ黒色 砂質シル ト 炭化物を縞状に含む

2.5Y3/1黒褐色 ンル ト質粘土 17 5Y3/2オ リープ黒色 砂質シル ト

6 7_5Y3/1黒褐色 シル ト 炭化物を含む SK40 1 10YR3/3暗褐色 シル ト管粘土

6 5Y3/2オ リーブ黒色 ンル ト質粘土 炭化物を含む 2 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘上

7 10Y4/1灰色 シル ト質粘土 炭化物を含む 3 10YR4/3に ぶい鋤 シル ト質粘土 1血程度の小石を含む

SK38 1 10YR2/2黒福色 砂質シル ト 10YR2/3黒褐色 粘土質シル ト 砂、炭化物を少量含む
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SK39 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む SK42 1 10YR2/2黒 褐色 砂質シル ト 炭化物を含む

2 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト ガヽ篠を含む 2 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む
3 10YR2/2黒福色 砂質シル ト 3 10YR2/2黒褐色 砂質ル ト 炭化物を含む
4 10YR4/窮母色 10YR3/2黒褐色 秒質シル ト 炭化物を含む
5 10YR2/2暴 褐色 炭化物を少量含む 5 7.5YR2/2黒 褐色 砂質シル ト 小礫を含む
6 10YR2/3黒 褐色 砂質シル ト 6 2.5Y3/1黒褐色 ンルト 炭化物を含む
7 10YR3/3暗 褐色 砂質シル ト SK43 1 7.5YR2/1黒 色 炭化物、イ蝶を多量に合む
8 10YR3/2黒褐色 ン71/ト 炭化物を含む 2 10YR3/3暗褐色 炭化物 を含む
9 10YR3/2黒 褐色 粘土質シルト 3 7.5R3/3噛
10YR4/3に ぶい黄福れ 4 10YR3/2黒 褐色 ンフレト

11 10YR3/1黒 褐色 粘上質シル ト 5 10YR3/4醇常駒色 粘土質シル ト
10YR4/3に ぶい黄褐色 砂管シル ト 6 10YR4/4褐色 粘土質シル ト 砂粒を含む

13 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 7 5Y3/3暗 オリーブ褐色 シル ト
SK41 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物、砂粒、続けた礫を含む 8 10YR4/6福 色 粘土質シル ト

7.5YR3/1黒 褐色 シル ト SK44 1 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む
3 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 脚箭荻 焼けた礫を含む 2 2.5Y3/1暴褐色 シル ト 炭伯物粒、粗砂を含む
4 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物、焼けた際を含む 3 2.5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒を含む
5 10YR4/3に ぶい黄褐色 粗砂 炭化物を含む 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物を含む
6 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 5 7.5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物を含む
7 10YR3/2黒褐色 ンル ト 6 5Y3/1オ リーブ黒色
8 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を多量に含む 7 7.5Y4/1灰色
9 10YR3/2黒 褐色 ンルト 炭化物を含む 8 10Y3/1黒 褐色
10YR4/3に ぶい毒協負 29をブロック状に含む 9 2 5Y3/3暗 オリーブ褐色 シル ト

11 10YR3/1黒褐色 10,11■ 2 註記なし
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遇 構 層位 土  色 土 性 備  考 適 構 層位 土  色 上 性 備  考
SK46 I 10YR3/1黒福色 ンルト 遺物を含む SK49 1 2.5Y3/1黒褐色 シ,レ ト 多量の炭化物、魅 小礫を含む

2 10YR2/1黒 色 砂質シル ト 炭惚物、小礫、遺物を含む 2 7_5Y4/1福灰色 粘土質シル ト 炭化物、小礫を含む

3 10YR2/2黒褐色 ンフレト 小礫 を含む SK52 1 10YR3/1黒褐色 ンル ト 炭化物を含む

4 2.5YR3/2黒 褐色 炭化物、小礫を含む 2 10YR3/1黒褐色 ン,レ ト

5 2.5Y3/1暴褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む 3 10YR3/1黒褐色 ンタレト 炭化物を含む

6 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む 4 10YR3/1暴 褐色 シアレト

7 7 5Y3/2オ リープ黒色 砂質シル ト 5 2.5Y3/1黒褐色 ン7」/ト 炭化物を含む

SK47 ユ 10YR2/1暴 色 砂質シル ト 炭化物、小k遺物を含む 6 5Y71オ リーブ黒色 シルト

2 10YR3/1黒 褐色 シ,レ ト 炭化物を含む SK50 と 黒褐色 2_5Y3/1 粘土質シル ト 骨片を多量に含む

SK48 ユ 10YR2/1黒 色 砂質シル ト 炭化物を含む 2 2. 5Y3/2 シルト 骨片、炭を含む

2 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 3 灰色 10Y4/1 粘土質シル ト 炭化物を少量含む

3 10YR3/1黒幅色 4 オリープ黒10Y3/1 暗緑灰土と骨片を含む
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SK54 1 7.5YR2/2黒 褐色 砂奮シル ト 炭化物、小礫、砂粒を含む 4 10YR3/餌浄陽色 ンルト 少量の炭化物を含む

2 7. 5YR3/4暗 鶴色 雄土質シル ト 炭化物を含む 5 10YR3/4暗褐色 ンルト 炭化物、擁土アロックを含む

SK54 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物、小石を含む 6 10YR4/3に ぶい黄褐色 ン,レ ト 炭侶物、焼土プロックを含む

2 10YR2/3黒褐色 シ,レ ト 炭化物を多 く含む SK57 l 10YR3/2黒絶 ンルト 炭化物を含む

3 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を多 く含む 2 10YR3/3暗オリーブ褐色 炭化物を含む

10YR4/6褐色 シル ト 炭化物を含む 3 7.5YR3/3暗 褐色 多量の炭化物を含む

5 10YR3/4暗梱色 シル ト 炭化物を含む 4 10YR3/4に錦忌色 砂管シルト

10YR3/2暗褐色 シル ト )量の炭イヒ物、細砂を含む SK58 1 10YR2/2黒褐色 粘上質シル ト 炭化物、細砂を含む

SK55 1 10YR2/3極暗褐色 シルト 炭化物、小礫を含む 2 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 炭化物、細砂を含む

2 7.5YR3/3暗掲色 シアレト 炭化物を含む 3 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 炭化物、細砂を含む

SK56 1 10YR2/3黒褐色 シアレト 脚υ欣胡監粘土をブロック状に含む 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 炭化物、細砂を含む

2 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化拡 ゆ粒、小礫を含む 5 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 炭化物、微砂を含む

3 10YR3/3暗褐色 シルト 炭化物、砂粒を含む 6 10YR3/31ま 禍色 シル ト質粘土 微砂を含む
SK56 1 10YR2/3黒褐色 シル ト 粗砂を含む SK59 1 7. 5YR2/2黒褐色 シル ト 炭化物を多量に含む

2 10YR3/2黒絶 シル ト 炭化物を含む 2 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む

3 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 多畳の炭化物、ld砂、小縦を含む 3 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 砂粒 を含む

162
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SK61 7.5Y3/1黒褐色 粘土質シル ト 少量の炭化物、秒粒を含む SK65 2 10YR3/1黒褐色 シルト 炭化物を多量に含む

5Y3/1黒褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む 3 10YR3/1黒褐色 粘上質シル ト 炭化物を少量含む

10Y3/1黒褐色 シル ト 炭化物を少量含む 4 5Y3/2オ リーブ黒色 砂質シル ト

5 CY3/1暗オリーブ灰色 シルト SK66 ユ 7.5YR3/1黒 褐色 シルト 炭化物、小篠 を含む

2.83Y3/1暗オリーブ灰色 粘土質シルト 2 10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 炭化物、砂粒 を含む

SK62 10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト 炭化物、小礫を含む 3 10YR3/2黒褐色 シルト 炭化物を多量に含む

10YR3/3暗 褐色 シル ト 4 10YR3/2黒 褐色 シルト 極めて多量の炭侶物を含む

7.5YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む 5 5Y3/1黒褐色 シル ト 炭化物を含む

2_5Y3/1黒褐色 粘上質シル ト 砂粒を含む 6 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シル ト 炭化物、砂粒を含む

SK63 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭lt物、罷灰者の粒子がまじる 2 5Y4/1黄灰色 砂質ンル ト 炭化物を含む

10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 8 5Y4/1黄灰色 砂質シル ト 炭化物を含む

10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 9 5Y2/1黒色 IJ/質 シル ト 脚約を部分的にプロッタ状に含む

SK64 10YR3/1黒褐色 ンル ト 炭化物を含む 7_5Y4/1灰色 ンル ト質砂

10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 炭化物、小礫を含む 11 10Y3/1黒 褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む

5Y3/1オ リーブ黒色 ンフレト 炭化物を含む SK67 1 10YR3/1黒褐色 ン,ン ト 炭化物、粗砂、小礫を多畳に含む

5Y3/2黒褐色 粘上質シル ト 2 2.5Y3/1黒褐色 炭化物、粗砂を含む

5 10Y3/1オ リープ黒色 ン,レ ト 炭化物を含む 3 2.5Y3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む

2.5Y3/2黒褐色 粘土質 炭化物、砂粒を含む 4 5Y4/2灰オリープ色 砂質ル ト

SK65 10YR2/2暴褐色 砂質シル ト 炭化物、小礫を含む 5 2_5Y4/2暗灰責色 ンルト 粗砂を含む
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遺構 層位 土  色 土 性 備  考 遺構 層位 土  色 土 性 備  考
SK68 1 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む SK71 3 10YR6/6明黄福色 微砂を含む

2 2.5Y2/1黒色 ンル ト 炭化物を含む 10YR3/2黒褐色 炭化物を含む
3 2.5Y3/1黒褐色 ンル ト 5 10YR3/4暗褐色 ンル ト質粘土 炭化物、細砂を含む
5Y3/1黒褐色 ンフレト SK73 1 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭イヒ物、■彗を多量に含む

SK69 註記なし 2 10YR4/2灰責梱角 シル ト 炭化物を少量含む
SK70 1 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物、小礫を含む 3 10YR3/1黒冶酌亀 シル ト 炭化依 小礫、■器を含む

2 10YR3/3暗 褐色 砂質シル ト 炭化物を含む
4 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト

炭化物を多畳に含む。下層との境

に則勃が厚さlmで爆 する。
3 10YR3/1黒褐色 V」9管シル ト 炭化物を少量含む

4 10YR3/2黒褐色 シアレト 炭化物、ガヽ礫を含む 5 10YR2/1暴褐色 粘土質シル ト 炭化物を多く含む
5 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 6 5G5/1緑灰色 粘土質シル ト
5Y3/1黒褐色 シルト 7 10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 側物を多量に含む、撤普を含む

7 2.5Y3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物、砂遊、小標を台む 8 10YR3/1黒福角 シル ト 炭化物 を少量含む
8 2.5Y3/2黒褐色 9 10YR3/3暗褐色 砂 炭化物を少量含む

SK71 I 10YR2/環褐色 粘上賃シル ト 微砂、炭化物を含む 10YR2/2暴褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む
2 10YR2/3黒褐色 粘土管シル ト 炭化物、細砂を含む 5Y4/1灰色 砂質シル ト
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SK74 l 10YR3/1黒 4Etl 粘土質シル ト 風化した礫を含む SK76 7.5YR3/2黒 褐色 粘土 炭化物を少量含む

2 7.5YR2/2黒 褐色 粘土質シル ト 10YR3/4暗褐色 シル ト質粘土

3 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト質粘土 SK77 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物、砂粒を含む

4 10YR5/2灰 責褐色 ンルト質粘土 2 10YR3/4暗褐色 シル ト 炭化物粒を含む

IK75A 1 10YR3/2黒 褐色 凝灰岩粒を歩量に合み炭イ助を含む 3 10YR4/3に ぶい黄福色 粘上質シル ト

2 2.5Y3/2黒褐色 凝灰岩粒を含む 4 2.5Y3/2黒褐色 炭化物を含む

3 2.5Y4/3オ リーブ褐色 5 10YR4/4褐色

2.5Y3/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 6 7.5YR4/4褐 色 砂質シル ト

5 5Y4/2灰オリープ色 シル ト質粘土 炭化物を含む SK78 l 10YR3/3暗褐色 シルト 炭化物粒、小礫を含む

6 7 5Y5/2灰 オリーブ色 ンル ト質粘土 2 10YR3/4暗褐色 シ,レ ト 炭化物 を含む

7 7.5GY4/1暗 緑灰色 砂質シル ト 3 7_5YR3/3暗 褐色 シルト 炭化物粒を含む

SK75B 1 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 款納 柳 こ含う悧効給む 4 2.5Y3/3暗 オリーブ褐色 炭化物粒を含む

2 10YR3/1黒褐色 シルト SK79 1 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 炭化物粒を理伏に含む

3 5Y3/1オ リーブ黒色 シル ト 2 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 礫をまばらに含む

SK76 la 10YR2/3黒褐色 シル ト 風碇綾魔岩社を多量に含み炭化物を含む 3 10YR3/2黒褐色 シル 頂 粘土 礫をまばらに含む

[b 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト 10YR4/2灰黄格色 粘土質シル ト
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遭構 層位 土   色 土 性 備   考 遺構 層位 土  色 土  性 備  考

SK93 1 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む SK97 1 10YR3/3暗褐色 ンル ト 炭化物を含む

2 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 舛駒、小石、凝灰岩社を台む 2 10YR4/2灰黄褐色 炭化物を少量含む

3 10YR3/3暗褐色 灰化物 を含む 3 10YR4/2灰黄褐色 砂質 シル ト 炭化物を含む

4 2 5Y3/1黒褐色 ンル ト 炭化物を含む 4 2.5Y4/1黄灰色 粘土質シル ト 炭化物、粗砂を少量含む

5 2.5Y3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物を含む 5 2.5Y4/2黄灰色 シルト 炭化物 を多量に含む

6 5Y3/1果褐色 砂質シル ト 炭化物を多量に含む 6 5Y4/1庚 色 シルト

SK94 1 7_5YR3/2黒 褐色 シフレト 炭化物粒を含む SK98 1 黒色 10YR2/1 粘土質シル ト 炭を含む

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 炭十駒を多量に含み砂也を含む 2 オリーブ黒色 5Y3/2

3 7.5YR2/3極嗜褐色 炭化物 を含む 3 オリーブ黒色5Y3/1 シル ト

4 7.5YR2/2黒褐色 粘上質シル 炭イと物を多量に含み骨片を含む 暫 オリーブ黒色 5Y3/1 シル ト 灰オリーア色を理伏に含む

SK95 ユ 5Y3/2オ リーブ黒色 粘土質シル 炭化物を含む 5 灰色5Y4/1 粘土質シル ト

2 5Y3/2オ リーブ黒色 粘土質シル 炭化物を含む 6 オリーブ黒色5Y3/1 シル ト

3 5Y3/2オ リープ黒色 粘土質シル 炭化物を少量含む 7 オリーブ灰色10Y4/2 シル ト オリーブ黒色とを握伏に合む

5Y4/ユ 灰色 砂質シル ト I 暗褐色 10YR3/3 黒褐色土を塊伏に含む

5 10Y4/1灰 色 砂質シル ト 2 黒褐色 10YR3/2 シル ト 炭を少量含む

SK96 1 暗褐色10YR3/3 ンル ト 炭を少量含む 3 暗褐色 10YR3/3 細砂 炭を少量含む

2 黒褐色2.5Y3/2 シル ト 小礫を多量、炭を少量含む 4 にぶい黄褐色10YR4/3 シル ト 炭砂を少量含む

3 オリーブ黒色7_5Y3/1 粘土質シル ト 炭を少量含む 5 暗褐色 10YR3/4 粘土質シル ト 砂、炭を少量含む

オリーブ黒色10Y3/2 粘土質シル ト 炭を微量に含む SK101 1 10YR3/1黒褐色 粘土 炭化物、砂粒を少量含む

5 灰色 10Y4/1 シル ト質粘土 炭を若干含む 2 7.5Y4/1灰色 シル ト質粘土 戊化物 を少量含む
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遺構 層位 上   色 土  性 備  考 遺構 層位 土   色 土  性 備  考
SK102 1 10YR3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物 を含む SK10( 1 2.5Y3/1黒福色 炭化物を含む

2 7.5Y4/2灰オリーブ色 シル ト 2 5GY5/1オ リーブ灰 シル ト 21を斑状に含む
SK103 1 10Y4/2灰 黄褐色 粘土 炭イヒ物、少畳の砂泣を含む SK107 1 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 土器片を含む

2 2.5Y4/1灰 黄色 シル ト質粘土 炭化物をまばらに含む 2 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 土器片を含む
SK104 5Y3/1オ リーブ黒色 粘上質シル ト 炭化物を含む 3 10YR3/3暗褐色 シル ト質粘上 炭化物 を少量含む

2 2.5Y3/1黒褐色 粘土質シル ト SK10〔 1 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物を含む
3 2.5Y4/2暗灰黄色 シアレト 2 10YR3/3暗褐色 粘上質シル ト
4 2 5Y3/2黒褐色 砂質シル ト 10YR4/2灰黄褐色
5 5Y3/2オ リーブ黒色 シル ト SK109 1 10YR2/3黒褐色 ンル ト質粘土 土器片を含む
6 5Y3/2オ リー/黒色 2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘上 土器片を含む
l 2.5Y3/1黒褐色 炭化物を含む 3 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 炭化物 を少量含む
2 10Y3/1オ リープ黒色 粘上質シル ト 炭化物を含む SKl10 1 10YR2/3黒褐色 ンル ト質粘土 土器片、小礫を含む
3 5Y3/1オ リーブ黒色 ンル ト 炭化物を含む 2 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘上
4 2_5Y3/燦福れ シル ト 3 10YR3/2黒 ttS色 シル ト質粘土 炭化物を多量に含む

4 10YR3/4暗褐色 シル ト質粘土
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通 構 層位 土  色 土 性 備  考 還橋 層位 土  色 上  性 備  考

SKlll 1 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 小石を少量含む SKl14 6 10Y3/1オ リーブ黒色 焙土賓シル ト

2 10YR3/4暗褐色 ンル ト質粘上 7 10Y3/1オ リープ黒色 砂質シル ト

3 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 8 10Y3/1オ リーブ黒色 砂質シル ト

SKl12 ユ 7.5YR2/1黒色 砂質 シル ト 炭化物粒を多量に含む SKll〔 ユ 2 5Y3/1黒褐色 粘土質 シル ト 炭化物を多量に含む

2 2.5Y3/2黒褐色 シアレト 炭化物粒を少量含む 2 2 5Y2/1黒 色 シル ト質粘土 遺物を含む

3 2.5Y3/1黒褐色 シフレト 炭化物 を少量含む 3 10Y3/1オリーブ黒色 ンル ト質粘上 炭化物を多 く含む

SKl13 1 2_5Y3/1黒褐色 ンル ト 炭化学物を多量に含む 4 7.5Y2/1黒色 粘土質シル ト 遺物を含む

2 5Y3/1黒褐色 ンル ト 炭化物を少量含む 5 7.5Y3/1黒褐色 ンル ト質粘土 炭化物 を含む

3 2.5Y3/2黒髄 砂質シル 炭化物 を少量含む SKH( 1 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 炭化物を歩量に含み小際を含む

4 5Y2/2オ リーブ黒色 砂質 シル 2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 炭化物を少量含む

5 5Y4/2灰オリーブ色 砂質 シル 炭化物 を少量含む 3 10YR2/3黒褐色 ンル ト質粘土 灰化物を少量含む

SKl14 1 2.5Y3/1黒褐色 砂賓 シル 炭イヒ物、穫灰岩粒を多く含む 4 10YR3/4暗褐色 ンル ト質粘土 小礫を含む

2 2.5Y3/1黒褐色 ンル ト 炭化物、凝灰岩泣を多く含む SKll 1 10YR3/3暗褐色 粘土質 シル ト

3 2_5Y2/1黒色 粘土質シル ト 炭化物を多量に含む 2 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 炭化物を少量含む

5Y4/1黄 灰色 砂賓シル ト 炭化物を少量含む 3 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土

5 5Y2/2オ リープ黒色 砂質シル ト 10YR3/3暗 IIB色 ンルト質粘土

5 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 焼土粒を少量含む
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遺構 層位 土  色 土 性 備   考 遺構 層位 土  色 土 ′隆 備   考
SKl18 1 10YR2/3黒褐色 粘上質 シル ト 小礫を含む SK121 1 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 土器片 を含む

2 10YR2/3黒褐色 ンルト質粘上 2 10YR2/3黒褐色 粘土質シル ト
3 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 3 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土
4 10YR3/4暗褐色 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土

SKll` 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 炭化物を含み綴灰岩粒を含む SK123 1 10YR3/1黒褐色 ンル ト 炭化物 を多量に含む
2 2.5Y3/1黒褐色 シル ト質粘土 2 2.5Y3/2黒褐色 シル ト
3 2 5Y3/1黒褐色 炭化物を少量含む 3 2.5Y4/1暗黄灰色 シル ト
4 2.5Y3/2黒褐色 シル ト 凝灰岩粒を含む SK124 ユ 10YR3/2黒褐色 シル ト 凝灰岩粒 を含む
5 2.5Y3/1黒褐色 シル ト 2 10YR4/2灰黄福色

SK120 1 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト SK125 1 10YR3/3暗褐色 凝灰岩粒 を含む
2 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘上 2 2.5Y4/2暗灰黄色 シ,レ ト
3 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 SK121 1 10YR4/2灰黄褐色 ン,レ ト 炭化物 を含む
10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 2 つ.5Y3/2黒福缶 シル ト

5 10YR3/4暗褐色 シアレト質括十 3 2.5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物 を含む
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遺 構 層位 上  色 土 性 備  考 遺 構 層位 上  色 土 性 備  考

SK12( 1 5 YR2/1黒 褐色 粘土質シル ト 炭化物、小礫、と器を台む SK132 5 10YR3/4暗褐色 シル ト質粘土

2 7.5YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む SK133 1 10YR2/3黒褐色 粘土質シル ト 炭化物、焼上を含む

】K124 1 5 YR2/1黒 褐色 粘土質シル ト 炭触 軽 、級 撫 土雛静 2 10YR3/4暗赤褐色 粘土質シル ト 炭化物を含む

2 5 YR3/2暗 赤褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む 3 10YR3/4暗福色 シ,レ ト質粘上 炭化物を含む

3 7_5YR3/2黒 4Bt 粘土質シル ト 4 10YR3/3暗褐色 シル ト質粘土 焼上を少量含む

7_5YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 3K134 1 2.5Y3/1黒幅色 シアレト 炭化物 を多量に含む

】K13( 1 10YR2/3黒褐色 シルト質粘土 だヽ礫を含む 2 2.5Y3/2黒褐色 シル ト

2 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 炭化物を多量に含む 10YR3/4暗褐色

3 10YR3/4暗褐色 粘土シル ト 4 10YR2/3黒褐色 炭化物、石を含む

4 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 5 10YR4/4褐色

】K13よ I 10YR2/2黒福色 ンル ト宵粘土 SK13[ 1 10YR3/3隊禍色 ンル ト

2 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 炭化物を含む 10YR3/4暗褐色 ンル ト

3 10YR3/2黒褐色 ンルト質粘土 3 10YR4/4褐色 シル ト

4 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 炭化物を含む 4 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト

SK132 1 10YR3/2黒褐色 ンル ト質粘土 炭化物を多量に含む SK136 1 10YR3/1黒褐色 炭化物を多量に含む

2 10YR3/3睡 ンル ト質粘土 2 2.5Y4/4オ リー釉 砂質シル ト 炭化物を含む

3 10YR2/3黒褐色 シル ト質粘土 SK137 1 10YR5/4にぶい粛母色 炭化物 を含む

10YR2/3黒褐色 ンル ト質粘土 炭化物を含む 2 25Y4/3オ リーブ縄 シルト 炭化物を部分的に思状に含む
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離 層位 土  色 土  性 備  考 遇 構 層位 土  色 土 性 備  考
SK13( l 10YR3/3暗褐色 ンル ト賃粘土 炭化初を少畳、小際を多量に含む 3K143 2 10YR4/3に ぶい黄鵜色 ンフレト 炭化物 を含む

2 10YR4/4絶 ンル ト質粘土 炭化物を多量に含む 3 10YR3/3暗褐色 シル ト
3 10YR3/3暗褐色 ンル ト質粘土 SK14t I 10YR3/2黒褐色 ンルト 炭化物 を含む
10YR4r/3に ぶい黄褐色 シルト質粘土 | 2 10YR4/2灰黄褐色 シル ト

SK13〔 註記なし 3 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 炭化物を含む
SK143 1 10YR3/2黒褐色 シルト 炭化物粒を含む 4 10YR5/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト
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図版
番号 遺   構 層 分  類

回 径
(cm)

径
，枷

底
ぐ
器 高
(cm)
残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

1 SK18 2 深 鉢 F 沈線文、盲孔、磨消縄文、RL縄文 A721 67-4

2 SK24 2 深 鉢 E (62) 日:1れ 屎祭:参興鋭嬢賛増話尭尋離言f孔、長精円文、 A1498 67-5
3 SK24 ゼ 深 鉢 C 沈線文、山形文、鱗状刺突文、網目状撚糸文R A1215 67-6

SK24 9 深 鉢 E
屎鍮 :委最隻

橋状把手、貫通孔、盲孔付沈線、 A1302 67-7

5 SK24 σ 深 鉢 A (126) 口 :V修
回縁 :小突起渦文、
体部 :多条沈線、対称弧伏文、LR縄文 A1494 67-9

6 SK24 9 小型土器 (107) L縄文 A l155

7 SK24 2 深  鉢 日:9710 R撚糸文 A143] 67-8
8 SK24 11 6 無文 A908
9 SK25 ゼ 1 深 鉢 E 口縁 :小突起、沈線文、体部 :L撚糸文 A660 67-10

第149図  土壌出土土器 (1)
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版
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チ

ロ
モ
底 径
(cm)
器 高
(cm)
残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

1 SK27 η 深 aF E 15 2 屎鍮:蓼興洗贔受こ
と
と轟識ど橋状
把手状隆帯、 A1361 68-1

2 SK27 底 面 深  鉢 網目状撚糸文R 68-2
3 SK28 21 深 鉢 E 沈線文、入組文、L鴎 文 A 712 67-11
4 SK31 深 鉢 H 口縁 :盲孔、沈線、体部 :R撚糸文 A663 68-3
5 SK3】 深 鉢 H 4と 同一個体 A663 68-3

6 SK35 2 深 鉢 A (152) 口:1/4 口縁 :小突起、
体部 :ボ タン状貼付文、磨消縄文、LR縄文

A860 68-4

SK35 ゼ 深   鉢 沈線文、 8字文、磨消綴文、綾絡文、LR紹文、補修孔 A1219

第150図 土境出土土器 (2)
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モ 残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番 雲離

1 SK36 21 深 鉢 A 口:1/3 回縁
:小突起、貫通孔、

体部 :方形区画文、欅文、LR縄文
A1399 68-5

2 SK36 深 鉢 A 口縁 :お 突ヽ起、体部 :渦文、方形区画文 ?盲孔、LR縄文 A947
3 SK36 深  鉢 L睡 文 A1474 68-6
4 SK38 深 鉢 C 日:1/1 L縄文 A1446 68-7
5 SK36,38 底面 深  鉢 口縁 :下垂沈線入隆線、盲孔 A664

第151図  土境出土土器 (3)
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番 遺   構 層 分  類 径

＞師

口

ぐ
底  径
(cm)

日
，ヽ
誘
く 残存率 文 様 の 特 徴

登録
番号

写真
図版

1 SK39。 41 2 深  鉢 沈線文、弧状文、盲孔、磨消縄文、R映 文 A383
2 SK39。 41 η 1と 同一個体 A383
3 SK50 2 深 鉢 A 多条沈線文、LR縄文 A1218
SK50 深  鉢 多条沈線文、LR縄文 A1218

5 SK54 2 深 鉢 A 回縁 :小突起、盲孔、体部 :沈線文、綾絡文 A720
6 SK54 2 深 鉢 A 5と 同一個体 A720

7 SK47・ 49 を 1・ 2 深 鉢 E 口:〃 3 黒銹う展融洋斐督油霊吾堂弩文♂繋違遷釜総静線
、 A1451 68-10

第152図 土墳出土土器 (4)
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(cm)
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残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

1 SK53 9 深 鉢 D 口縁 :把手付突起、貫通孔、沈線、頚部 :隆沈線、
体部 :破線文入下垂文、沈線文、磨消縄文LR A1460 68-8

2 SK65 92 深 鉢 C
口縁 :突起頂部刺突・沈繰、
体部 :沈線文、磨消縄文、LR縄文

A1220 68-9

3 SK65 ゼ 1 深   鉢 沈線文、磨消縄文、LR縄文 A1220

SK61 鉢   ? 突起、盲孔、沈線文、日唇凹み A1223

5 SK73 ゼ 一霊 32 3 日:2ん R撚糸文 A1406 69-1
6 SK73 22・ 35 深 鉢 A 蕨手状支、R撚糸文 A659 69-2

第153図 土境出土土器 (5)
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(cm)
底 径
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器 高
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残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

l SK65,70 ゼ1-3・ 8 深 鉢 A
体祭 :裟李娯受F響乳、磨消縄文LR A709 69-3

2 SK76・ 93 21・ 3・ 6 深 鉢 G (167) 回:y2 口縁 :小突起、体部 :網目状撚糸文R A897 68-11
3 SK73 ゼ 7 深 鉢 A

早量売ぶ交
起、体部 :盲孔、連続 S争伏文、 A715

第154図 土境出土土器 (6)
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底 径
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器  高
(cm)
残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

1 SK90 2 深 鉢 A 屎鍮 :余季採文F竃鶏管学状文、盲孔、磨消縄文LR
A722 69-4

2 SK91 2 深 鉢 E 口縁 :盲子と、沈線、下垂隆線 A1240

3 SK92 ι 深 鉢 F 口:V4 R撚糸文、網代痕 (1本越、 3本潜、 1本送 ) A1462 69-5

4 SK93 2 2^ヤ 5 深  鉢 11 5 R撚糸状、網代痕 (2本越、 2本潜、 3本送) A892

第155図  土壌出土土器 (7)
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版
号
図
番 遺   構 層 分  類 回 径

(cal)

底 径
(cm)

高
，
器
鯨 残存率 文 様 の 特 徴 蟄

霧
真
版
写
図

1 SK92 2 深 鉢 A 25 2 日:1/3 網民震憬千米逸参柔馨ゝ粂理)無
文 A1440 69-7

第156図 土壌出土土器 (8)
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高
＞
器
ｔ 残存率 文 様 の 特 徴

録
号
登
番

写真
図版

1 SKl19 2 深 鉢 A (205) 日:1れ 星悸う参畢ン製李蓬矯鐙尭
体部 :沈線文・三角文・破線 69-8

2 SK126 9 深 鉢 A 21 4 突起、貫通孔、無文 A902

3 SK120。 131 2 深 鉢 A 蕨手状文、連続 S字状文 A727 69-6

4 SK130 η l・ 3 深  ah 沈線文、盲孔、磨消縄文、LR縄文 A1233

5 SK130 91・ 3 沈線文、R蠣 文 A707

第157図  土境出土土器 (9)
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番号 種類・ 部位 遺 構 ・ 層 位 特 徴 真 障 録
l 耳飾 り IIttSK 43 1～ 6層 高 さ 8cm、 径1 2cm、 厚さ0 4cln内外面とも朱塗 りの痕跡あり 70-2 P-13
2 耳飾 り Ⅲ区SK 43 1～ 6層 高さ 85cm、 径1 2cm、 厚さ0 4cm内外面とも朱塗りの痕跡あり 70-1 P- 14
3 耳飾 り IIIttSK l17 1層 高 さ 5cm、 径1 6cm、 厚さ0 3cm内 外面とも朱塗りの痕跡あり 70-3 P-15
耳飾 り ⅡI区 1号石組底面 ピット埋 1壁 一局 7cm、 径 1 9cm、 厚さ0 35cm内外面 とも朱塗 りの痕跡あり 70-4 P-16

5 耳飾 り 1■区 7号石Vtl虜 面 高 さ 6cm、 径 2 4cm、 厚さ0 65cm内外面 とも朱塗 りの痕跡あり 70-6 P-301
6 耳飾 り m区 7号石組腐面 一局 8cm、 径2 27cm、 厚さ0 5cm内外面とも朱塗りの痕跡あり 70-5 P-802
7 上 錘 Ⅲ区SK 40確認面 残存長3 1cn、 最大幅1 3crn、 厚さ1 lcm、 重量51g、 長軸方向に溝、中央に孔 70-8 P-28
8 ミニチュア ЩttSK l15血 1 残存高 1 6cm、 幅3 1cm 70-7 P-792

腕輪形土製品 接  五区P018
合 ШttSK 82、 1層 長さ6 5cln、 厚さ2 2cln、 沈線 5条、円形刺突 70-10 P-18

1 腕輪形土製品 ⅡIttSK 67 3層 長さ5 8cm、 厚さ1 5cm、 隆線 6条、隆線間にオサエ痕 70-9 P-17

第158図 遺構出土土製品
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番号 遼構・層位 長さX ttX厚 さ(IIm) 重さ(g) 特 徴 登録 番号 遺構・層位 長さXtt X厚 さ (mm) 重さ(g) 将 徴 登ai

1号配石 撚糸文 ?不明

1号配石 無文 SK64 撚糸文 L

1号配石 SX15 ゼ3 沈線文、縄文LR

1号配石 縄文 ?

1号配石 縄文RL 撚糸文R

6号配石 撚糸文 ?

8号配石 多条沈線 71e糸文

9号配石 燃糸文L 無 文

9号配石 撚系文 ? 撚糸文

SK10 縄紋LR 縄文LR

網目状撚糸文R 櫛歯状文

SK18 撚糸文R 撚糸文R P619

縄文 ?

撚糸文L 撚糸文R
'76SK27 撚糸文R、 盲孔 町

“

縄文

無文 無文

ワユ 撚糸文R P68

SK30 P47 撚糸文R

撚糸文R 撚糸文 R、 磨消縄文

SK24・ ワ1 撚糸文R 縄文LR

撚糸文R 撚糸文

SK37・ 21 輸歯状文、蕨手状文 撚糸文R

SK45 撚糸文L 無文

無文 倒本猿 撚糸文R

SX7 撚糸文R

縄文LR
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苺号 地  区 層  位 分 類 霊さ (an) 冨 (HI) 景さ 6Ш ) 重さ(g) 石  材 備 考 録 具

1 ⅡISK18 2 石  錐 (531) 13 1 133 瑳化木 先端部欠損 Ka 46 71-15
2 ■lSK18 η 不定形 32 8 53 珪質頁岩 小型両面 Ka 65 71-16
3 ⅡISK36 不定形 玉 髄 Ka 75 71-28
4 IIISK18 不定形 37 4 56 珪質頁娼 Ka 64 71-27
5 IISK24 ι 石  鏃 瑳質買岩 基部片側欠損 Ka 9 71-17
6 IISK24 2 石  鏃 (164) 39 珪質頁岩 先端部欠損 Ka 8 71-18
7 IISK24 を 石  鏃 114 25 珪質頁岩 諸材面片面 Ka 6 71-19
8 IIISK24 ゼ 石 鉄 20 7 127 32 珪質頁岩 Ka 7 71-20
9 1lISK24 石  鏃 27 珪質頁石 素材面両面、基部片側欠損 Ka 5 71-21
10 InSK24 24-6 石 鏃 22 2 碧  玉 素材面両面 Ka [1 71-22
uISK24 2 石 鏃 瑳質頁岩 素材面両面 Ka 10 71-23
IIISK24 ゼ 石 鏃 22 2 7 1 瑳質貢岩 Ka 55 71-24

13 IISK24 石  鏃 4) 41 珪質買岩 先瑞部欠損 Ka 47 71-25
14 IIISK24 不庁形 34 5 31 1 87 瑳質頁岩 Ka 66 71-26
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